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今月の表紙 :
中央を緑の山波で区切り、上方に都市の道路を図案化し、下方には道路管理者が設置する警戒標識の一つ、

u踏切あり"を配した。
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那
須

清
吾

に
つ
い
て
の
意
見
･要
望
･苦
情
を
聞
く
窓
口
と
し
て

｢標

識
1
1
0
番
｣
が
平
成
五
年
度
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
る
。

二

道
路
の
モ
ニ
タ
ー
制
度
に
つ
い
て

ー

道
路
情
報
モ
ニ
タ
ー
制
度

昭
和
四
三
年
八
月
一
八
日
に
起
き
た
飛
騨
川
バ
ス
転
落

事
故
を
受
け
て
、
か
か
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
昭

和
四
三
年
九
月
一
八
日
発
出
の
道
路
局
国
道
第
一
課
長
通

達

｢道
路
の
災
害
に
よ
る
事
故
防
止
の
強
化
対
策
に
関
す

る
実
施
要
領
に
つ
い
て
｣
に
よ
り
、
道
路
情
報
モ
ニ
タ
ー

の
一
般
市
民
へ
の
委
嘱
制
度
が
始
ま
っ
た
。

広
範
囲
の
エ
リ
ア
で
迅
速
に
情
報
を
収
集
す
る
た
め
、

台
風
雨
、
集
中
豪
雨
、
降
雪
等
に
よ
り
洪
水
、
落
石
、
倒

木
、
土
砂
崩
壊
、
雪
害
等
の
発
生
す
る
お
そ
れ
の
高
い
箇

所
に
お
い
て
、
近
隣
住
民
や
バ
ス
･
ト
ラ
ッ
ク
会
社
等
を

一

は
じ
め
に

我
が
国
は
世
界
で
も
有
数
の
地
震
地
帯
で
あ
る
う
え
、

台
風
、
集
中
豪
雨
、
豪
雪
と
い
っ
た
厳
し
い
自
然
現
象
と
、

こ
れ
に
伴
う
土
砂
災
害
等
が
発
生
し
や
す
い
環
境
に
あ
る
。

ま
た
、
戦
後
、
自
動
車
交
通
が
高
速
化
、
大
量
化
す
る
な

か
で
道
路
の
不
備
が
重
大
な
災
害
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、
国
民
経
済
と
市
民
生
活
を
支

え
る
幹
線
道
路
と
し
て
の
一
般
国
道
指
定
区
間
を
安
全
に

安
定
的
に
供
用
す
る
た
め
、
昭
和
三
〇
年
代
後
半
か
ら
道

路
管
理
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
建
設
省

に
お
い
て
も
維
持
･
修
繕
･
管
理
の
充
実
に
努
め
、
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
管
理
体
制
の
強
化
が
図
ら
れ
た
。

特
に
昭
和
四
三
年
に
起
き
た
一
般
国
道
四
一
号
飛
騨
川

バ
ス
転
落
事
故
を
契
機
と
し
て
、
道
路
管
理
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
り
、
ま
ず
昭
和
四
一
年
頃
か
ら
試
行
さ
れ
て
い

た
道
路
情
報
モ
ニ
タ
ー
制
度
が
昭
和
四
四
年
度
か
ら
本
格

的
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
近
年
の
国
民
の
道
路
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
多

様
化
、
高
度
化
し
、
安
全
で
快
適
な
道
路
サ
ー
ビ
ス
に
対

す
る
要
求
が
高
ま
る
な
か
、
道
路
に
関
す
る
苦
情
･
要
望

等
の
道
路
管
理
者
に
対
す
る
通
報
が
増
え
、
一
般
道
路
利

用
者
等
の
こ
の
よ
う
な
意
見
･
要
望
･
苦
情
等
を
道
路
行

政
に
十
分
反
映
さ
せ
る
た
め
に
も
、
よ
り
利
用
し
や
す
い

連
絡
窓
口
の
設
置
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
平
成
五
年

度
よ
り
建
設
省
を
中
心
と
し
て
、
専
用
連
絡
窓
口
と
し
て

｢道
路
相
談
室

(道
路
1
1
0
番
)｣
が
開
設
さ
れ
る
こ
と

と
な

っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
建
設
省
と
警
察
庁
が
連
携
し
、
道
路
標
識

道行セ 97,6 3



道
路
情
報
モ
ニ
タ
ー
に
は
道
路
に
係
わ
る
情
報
を
伝
達

す
る
二
級
モ
ニ
タ
ー
と
、
道
路
管
理
者
の
要
請
に
よ
り
緊

急
を
要
す
る
場
合
に
道
路
標
識
ま
た
は
道
路
表
示
板
の
設

置
や
取
り
外
し
も
行
う
一
級
モ
ニ
タ
ー
と
に
分
類
さ
れ
、

合
わ
せ
て
全
国
で
約
一
、
二
〇
〇
名
が
直
轄
国
道
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
。
な
お
、

一
級
モ
ニ
タ
ー
が

実
施
す
る
道
路
標
識
の
設
置
、
取
り
外
し
に
つ
い
て
は
、

道
路
管
理
者
へ
の
連
絡
、
道
路
管
理
者
の
当
該
措
置
の
確

1
は
全
国
の
道
路
情
報
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
通
報
回
数
と
内

容

(図
1
)
を
示
す
。

の
落
石
、
土
砂
崩
れ
、
道
路
陥
没
な
ど
の
災
害
等
の
早

期
発
見
と
二
次
災
害
の
防
止

②
積
雪
情
報
、
路
面
凍
結
、
集
中
豪
雨
、
強
風
等
の
気

道
路
情
報
モ
ニ
タ
ー
に
委
嘱
し
、
情
報
提
供
を
依
頼
す
る

置 急 す 制 道
や を る 道 度 路
又 要 二 路 で 情
り す 級 情 あ 報

る モ 報 る モ
し 場 ニ モ o ニ
も 合 タ ニ タ

道
路
管
理
に
お
い
て
こ
の
制
度
の
果
た
す
役
割
は
大
き

く
、
そ
の
意
義
を
大
別
す
る
と
以
下
に
分
類
さ
れ
る
。
表

　　

道 を
路 必
管 要

　　
お る

表 1 平成 7年度モニター活動状況

区 分

モ ニ タ ー 活 動 状 況

人 員
通 報 回 数

災 害 気 象 事 故 その他 計

東 北 130 1 352 40 190 583

関 東 345 6 277 122 472 877

北 陸 93 5 434 33 455 927

中 部 130 0 L 065 20 106 1,191

近 畿 75 11 370 117 307 805

中 国 l03 l 1,l50 17 135 1,303

四 国 76 0 223 4 21 248

九 州 154 1 287 47 398 733

内地計 L l06 25 4 158 400 2 ,084 6,667

北海道 28 2 265 0 4 271

沖 縄 27 0 0 0 26 26

全国計 1,161 27 4 ,423 400 2 ,114 6,964

備考
1 . 平成 7年 4月 1ロ~ 平成 8年 3月31ロまでの実績。
2 . 通報回数は 1回の通報で 2項目以上の時は主たる項目を

1回として整理。
3 . 通行規制については道路工事、 交通事故等は含まない。
4 . 通行注意とは情報板等によってドライバーへ注意を喚起

した回数。

▲事故車両が道路をふさいでいる 急道路が陥没した

象
の
情
報
収
集
に
よ
る
道
路
利
用
者
へ
の
注
意
喚
起

③
事
故
あ
る
い
は
事
故
に
よ
る
渋
滞
発
生
等
の
早
期
処

理
及
び
二
次
災
害
防
止
対
策
な
ら
び
に
道
路
利
用
者

へ
の
注
意
喚
起

船
道
路
上
の
不
法
占
用
、
道
路
付
属
物
の
破
損
、
落
下

　 　　　

　　
店

急路面が凍結しすべってあぶない 急歩道上の不法占用

図 1 通報内容の事例
(平成 9年度道路情報モニターハンドブック 〈関東地建〉より)

4 道行セ 97.6



物
等
の
早
期
発
見
、
早
期
対
策
の
実
施

物
等
の

期
発
見
、

期
対
策
の
実
施

の
わ
だ
ち
や
穴
ぼ
こ
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
損
傷
等
の
路
面
及

て
は
除
雪
凍
結
対
策
、
そ
の
他
災
害
情
報
や
渋
滞
情
報
な

び
道
路
付
属
物
に
係
わ
る
改
善
要
望
、
騒
音
、
振
動
等
の

ど
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
道
路
に
係
わ
る
情
報
の

2

道
路
1
1
0
番

沿
道
環
境
に
係
わ
る
改
善
要
望
、
積
雪
寒
冷
地
域
に
あ
っ

問
い
合
わ
せ
、
行
政
相
談
な
ど
も
あ
る

(表
2
参
照
)。

道
路
に
関
し
て
の
苦
情
、
問
い
合
わ
せ
、
相
談
等
の
受

付
窓
□
を
一
本
化
し
、
道
路
利
用
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
苦

情
や
情
報
提
供
に
対
し
て
迅
速
か
つ
的
確
に
対
処
す
る
と

鰤
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在
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れ
は
道
路
利
用
者
や
住
民
が
道
路
に
係
わ
る
苦
情
や

7

相
談
等
を
す
る
際
、
本
来
の
道
路
管
理
者
が
分
か
ら
な
い

成

畿

1

0

0

0

5

o

1

0

2

1

o

o

3

0

0

0

0

0

5

7

秤

近

場
合
や
同
じ
行
政
機
関
の
中
で
あ
っ
て
も
対
応
す
る
部
署

客

部

5

1

1

9

6

2

5

8

2

1

1

1

2

7

1

6

1

2

9

5

が
分
か
ら
な
い
場
合
が
あ
る
こ
す-と
か
ら
、
道
路
管
理
者
が

鯖
中

0

1

“

0

“

“

“

適
切
な
対
応
が
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
、
道
路
管
理
者
へ

鷺
陸
3

乾

“

92

23

1

8

2

0

9

8

0

5

2

1

3

0

9

2

4

の
不
満
、
不
信
に
つ
な
が
る
と
い
う
反
省
に
基
づ
く
も
の

意

北

で
あ
る
o

妊

東

1
0
0

0

16

2

2

5

0

8

4

1

8

3

1

4

2

0

3

9

各
道
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l

2

2

せ
ら
れ
た
苦
情
、
問
い
合
わ
せ
、
意
見
等
に
つ
い
て
は
、

轡
東

-
般
国
道
指
定
区
間
に
あ
“

建
設
省
の
担
当
者
、
担

鰤
数

貽

材

計

の
鎚道
路
鰻轡。理
者
]に
↓連
絡
喫す
る
体
協制
を
二整
え
て
お
り
‘、
↓連
絡
胤

2

嘲
麺
簸
跡
輌
繊
傭
難

聯
鍬
鰭
ゆ
檄
贓
難
黛

ゆ
建

を
受
け
た
道
路
管
理
の
担
当
者
か
ら
相
談
者
に
回
答
す
る

表

m

政

地

見

ス

問

機

行

用

意

マ

質

他

地

こ
と
と
し
て
い
る
。

道
路
1
1
0
番
に
寄
せ
ら
れ
る
情
報
の
内
容
は
、
路
面

東 北 関 東 北 陸 中 部 近 畿 中 国 四 国 朔 地建計

｢110番｣ 開設数 12 乍･上 QJ ro 11 QJ にU り乙 鉋

交通事故 QJ nU 12 14 nU QJ うり うり 25

害災 ら乙 nV “ 11 nU つ△ nU 1L ね

工事 20 nU 92 q〉 nV 16 13 AU 156

路面障害 印 16 第 第 にJ 26 “ 125 郷
道路構造 “ り“ 11 12 nV " u 跿 ね

付属物不具合 20 12 盤 第 11 27 % 76 214

除草剪定 25 に･U 12 RU 八U 19 齢 “ “

交通渋滞 リム nU 鋤 62 り“ TL り乙 nU 129

騒音振動J 鋭 QU 19 れ 1具 12 13 “ 147

k
ト

fET｣r
刻" M “"★ 18 れ AV ワ‘ 13 50 127

除雪凍結 28 1上 130 1驫 nU 那 44 1驫 263

その他 24 RU に･〕 靴 んその 65 “ 11 177

行政相談 13 ろく〕 12 ワ! nU れ 20 第 102

用地関係 u 1上 14 T･上 nU ハイロ AU u 34

意見要望 即 イ生 13 “ nU 32 蜷 総 馴
マスコミ等取材 nV り“ 八U 1･且 nU にJ うり nU n

鰯 57 m 鷄 62 nU 鞘 51 33 郷
他機関の紹介 RU QJ 82 q〉 に･U 140 琉 78 380

地 建 合 計 367 " 614 395 " 507 328 田 鰡



3

標
識
B
O
X

道
路
利
用
者
の
多
様
化
、
高
度
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

安
全
で
円
滑
な
道
路
交
通
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
わ
か

り
や
す
い
道
路
案
内
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
あ
る
。
建
設
省

で
は
警
察
庁
と
連
携
し
、
平
成
元
年
度
よ
り
道
路
利
用
者

か
ら
の
意
見
を
広
く
求
め
る
た
め

｢標
識
B
O
X
｣
を
開

設
し
、
道
路
標
識
の
整
備
、
改
善
へ
反
映
さ
せ
て
い
る
。

意
見
の
受
付
窓
□

｢標
識
B
O
X
｣
は
建
設
省
各
地
方

建
設
局
、
各
都
道
府
県
、
及
び
各
都
道
府
県
警
察
本
部
に

設
置
す
る
ほ
か
、
J
A
F
の
各
地
方
本
部
に
も
設
置
し
て

い
る
。

寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
道
路
管
理
者
、
公
安
委
員
会
で

構
成
す
る
標
識
改
善
対
策
協
議
会
で
検
討
、
標
識
改
善
計

画
を
作
成
し
て
改
善
、
整
備
に
反
映
さ
せ
て
い
る

(表
3

参
照
)。

三

道
路
の
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
今
後
の
展
開

山
地
部
の
約
三
○
%
が
事
前
通
行
規
制
区
間
で
あ
る
な

ど
、
自
然
条
件
、
気
象
条
件
等
の
厳
し
い
環
境
の
な
か
、

日
本
の
道
路
は
国
内
物
流
の
二
分
の
一
、
旅
客
輸
送
の
三

分
の
二
を
分
担
し
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
国
民
生
活
の

維
持
向
上
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
国
民
の
多
様
化
、
高
度
化
す
る
ニ
ー
ズ
、

防
災
意
識
の
高
ま
り
に
も
応
え
、
快
適
で
円
滑
、
災
害
に

対
し
て
安
全
な
通
行
の
確
保
に
対
し
て
、
国
民
の
強
い
要

望
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
効
率
的
に
地
域
住
民
や
道
路
利
用
者
か
ら
の

意
見
等
を
収
集
し
道
路
事
業
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
と
連
携
を
図
り
つ
つ
安
全
で
安
心
し
て
利
用
で

き
る
道
路
つ
く
り
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
八
年
二
月
の
豊
浜
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故
を
受
け
て

土
木
学
会
に
設
置
さ
れ
た
大
規
模
岩
盤
崩
落
に
関
す
る
技

術
検
討
委
員
会
に
お
い
て
も
地
域
住
民
と
施
設
管
理
者
が

相
互
に
情
報
連
絡
す
る
制
度
を
整
備
す
る
等
、
地
域
住
民

参
加
に
よ
る
地
域
防
災
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る
こ
と
な

ど
が
提
言
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
主
旨
を
踏
ま
え
た
地
域
防

災
管
理
体
制
の
構
築
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
｢道
路
1
1
0
番
｣
に
つ
い
て
も
建
設
省
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
i
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
展
開
す
る
な
ど
、

住
民
や
道
路
利
用
者
の
意
見
を
よ
り
広
く
効
率
的
に
収
集

で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　　　　

B

ア

識

者
標
胴名和

3

銘
表

遅 ンケート (平成 8年度) による案内標識に対する意見

れた主な意見

区 分 具 体 的 内 容

標識が見えない ･ 見にくい

小

、o
、o

な
い
,(･

え

に

0
見

み

い

で
説

く

識

く

0

に
標

さ

い

ぇ

の

小

悪

見

他

が

が

で

、
字

性

損

号

文

認

破

信

･
視

、
･
板

の

れ

木

識

間

汚
樹
標
夜

必要な場所に標識がない

計

挽
小

欲て
o
1)

い
や

な

増

o

少

を

い

が

内

な

内

案

は

o
案
口

で

い
ず

り

切

な

示

入

適

が

を

の

が

識

置

路

置

標
位
道
位

内
在
速
置

案

現

高

設

熱
･

緘慕

ず

計

や

o

し

小

掛

0

聯

、

･

o
を

て

な

い
容

れ

ら

し

内

と

か

は

示

カ

o
分

て

表

合
い
が

し

て

整

な

示

0
用

え

と

は

表

る

多

変

識

で

離

ぎ

を

を

標
切

距

ず

ク

形

0

る

適
の
多

一
や

い

ず

が

で
が

マ
色

し

連

名

ま

名

ル

の

は

関

地

地

地

ボ

板

て

の

示

標

示

ン
識

し

他

表

目

表

シ
標

く

ほしい情報がない o

場

計

い

車

な

o

駐

小

ら

い

の

か

し

設

わ

は

施

か

て

0

、

い
し

い

園

よ

内

し

公

o

ば

案

は

、

し

れ

く

て

院

J
し

い
多

し

病

い
ほ

て

を

く

、
し

て

し

号

多

所

ほ

し

行

番

を

役

て
を

走

線

内

市

し

内

を

路

案

、
内

案

線

や

の

駅
案
の

車
名
内
の
を

地

の
綿

市

内

ど

光

ど

路

都

市

な

鋭

.

･

･

･

その他

計小
も嵐て観規

、o
瓱

多
看

識
物

標
告

勲
絋

不

屋

※アンケートは全国の県庁所在地など都市近郊在住者約6,000人に実施。表に示す

意見数は、 現在集計途中であるため、 アンケート対象4,000人、 意見総数2,L71

件から整理したもの。

遥
路
局
国
道
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廳
朧
群
特
集
/
道
路
の
維
持
の
管
理

高
速
週
騰
嚢
週
管
制
轤
⑭
暮
春
穰
能

岩

田

順

二

一

交
通
管
制
室
の
概
要

交
通
管
制
室
は
、交
通
管
理
業
務
の
中
枢
で
あ
り
、様
々

な
形
態
の
交
通
障
害
事
象

(交
通
事
故
、
異
常
気
象
、
地

震
、
渋
滞
、
故
障
車
、
落
下
物
等
)
に
適
確
に
対
応
す
る

た
め
非
常
電
話
、
各
種
巡
回
、
I
T
V
等
に
よ
る
情
報
収

集
と
各
種
情
報
提
供
装
置
に
よ
る
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

ろ
%

い
っ
た
ん
交
通
障
害
事
象
が
発
生
し
た
場
合
は
、
そ
の

形
態
に
応
じ
て
、
交
通
管
理
隊
へ
の
指
令
･
交
信
、
管
区

警
察
局
高
速
道
路
管
理
室
と
の
連
絡
調
整
、
情
報
提
供
、

消
防
機
関
へ
の
出
動
要
請
、
レ
ッ
カ
ー
会
社
へ
の
取
り
次

ぎ
、
隣
接
道
路
管
理
者
又
は
支
社
等
内
部
及
び
管
理
事
務

所
と
の
連
絡
、
料
金
所
へ
の
一
斉
指
令
等
の
業
務
を
二
四

時
間
体
制
で
行
っ
て
い
る
。
(管
制
室
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
写

真
1
を
参
照
)

二

交
通
管
制
業
務

①

情
報
収
集

情
報
収
集
機
器

(非
常
電
話
、
無
線
電
話
、
指
令

電
話
、
I
T
V
、
気
象
観
測
機
器
、
車
両
検
知
器
等
)

を
使
用
し
て
、
事
故
･
渋
滞
･
落
下
物
･
故
障
車
･

気
象
情
報
等
の
道
路
上
の
情
報
収
集
を
行
う
。

②

情
報
提
供

交
通
の
障
害
と
な
る
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

情
報
提
供
機
器

(可
変
式
道
路
情
報
板
、
ハ
イ
ウ
ェ

イ
ラ
ジ
オ
、

ハ
イ
ウ
ェ
イ
テ
レ
ホ
ン
、
ハ
イ
ウ
エ
イ

情
報
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
V
I
C
S
)
を
使
用
し
て
速
や

か
に
適
切
な
情
報
を
お
客
様
に
提
供
す
る
。

③

緊
急
事
態
発
生
時
の
対
応

、
さす＼＼{さ

　
　　　　

　
　　
　
　　

ミ
ミ

ぬモ
ネ
ト
ミ

　
　　

　
　

　
　　

℃類さ淺
ふき"君窓舞対
さ話
鱈
慰ん"対総
轄熟
議
野
心踏も

写真 i 交通管制室のレイアウト



交
通
事
故
や
落
下
物
等
の
処
理
は
、
迅
速
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
交
通
管
理
隊
に
緊
急
出
動

や
応
急
措
置
を
指
令
し
た
り
、
必
要
な
場
合
は
警
察
、

消
防
機
関
、
レ
ッ
カ
ー
会
社
に
出
動
を
依
頼
す
る
。

④

問
い
合
わ
せ
･
苦
情
に
対
す
る
対
応

お
客
様
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
、
苦
情
に
初
期
的
な

対
応
を
行
う
。

三

道
路
交
通
情
報
シ
ス
テ
ム

道
路
交
通
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
｢情
報
収
集
｣、
｢情
報
交

換
｣、
｢情
報
処
理
｣、
｢情
報
提
供
｣
;の
四
つ
の
サ
ブ
シ
ス

テ
ム
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
シ
ス
テ
ム
の
体
系
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
o

=

情
報
収
集
シ
ス
テ
ム

高
速
道
路
に
お
け
る
道
路
交
通
情
報
の
収
集
は
、
次
の

よ
う
な
方
法
で
行
わ
れ
て
い
る
。

①

車
両
検
知
器

(ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
カ
ウ
ン
タ
ー
)

車
両
検
知
器
の
主
流
は
ル
ー
プ
コ
イ
ル
式
で
、
大

　　

　　　

　　

)

カ

ー

真

6

施

2

ル

カ

)

写

真

所

態

)

真

一

ル

4

(

写

金

休

話

　
　
　
　
　
　
　
　
　

器

パ

ト

(

用

機

所

な

携

概
観
際
諦
螂
翻
嚢
蟄
様

両

通

速

常

通

象

理

を
客

車

交

高

非

交

気

管

税
お

関管理の道路との道路交通情報の交換

･P Aなどの休憩施設等

通監視用IT V (写真 5 )

通管理パトロールカー (写真 3 )

ルナ　　　

ン

一

ホ

タ

し

報

テ

情
…

　

　
　
　

ラ
ノ

テ
ノ

椿
胴

式

御

′

方

制

板

イ

イ

イ

御

ト

報

エ

エ

エ

制

ン

情
ウ

ウ

ウ

別

べ

変

イ

イ

イ

個

イ

可

ハ

ハ

ハ

換

理

供

交

処

提

報

報

報

情

情

情

　通
ム

交
テ

路
ス

道
シ

写真 2 車両検知器



部
分
は
ダ
ブ
ル
ル
ー
プ

(
一
定
間
隔
を
お
い
て
二
つ

の
ル
ー
プ
コ
イ
ル
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
)
で
あ
り
、

通
過
車
両
の
大
型
車
、
小
型
車
の
判
別
と
速
度
の
計

測
が
可
能
で
あ
る
。

重
交
通
路
線
で
渋
滞
が
多
発
す
る
区
間
で
は
、
渋

滞
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
を
中
心
に
約
二
如
間
隔
で
車
両

検
知
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

②

交
通
管
理
巡
回
車

(パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
)

約
二
-
三
時
間
内
に
一
回
の
巡
回
に
よ
っ
て
、
高

速
道
路
上
で
発
生
す
る
交
通
障
害
事
象
を
発
見
し
、

車
載
用
無
線
で
交
通
管
制
室
に
報
告
す
る
。
な
お
、

J
H
業
務
用
車
両
(土
木
巡
回
、
雪
氷
巡
回
等
)、
維

ネ
ル
区
間
に
は
約
二
〇
0
m
間
隔
)
で
設
置
さ
れ
て

持
作
業
請
負
業
者
、
高
速
警
察
隊
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー

か
ら
も
情
報
を
収
集
し
て
い
る
。

③

非
常
電
話

高
速
道
路
上
で
事
故
･
故
障
等
が
発
生
し
た
場
合

は
、
当
事
者

(発
見
者
、
通
行
者
)
か
ら
非
常
電
話

を
通
じ
て
直
接
交
通
管
制
室
に
連
絡
が
入
る
。

一
般
有
料
道
路
で
も
集
中
管
制
と
な
っ
て
い
る
道

路
で
は
交
通
管
制
室
に
情
報
が
入
る
が
、
分
散
方
式

の
道
路
で
は
管
理
事
務
所
の
地
域
指
令
台
に
連
絡
が

入
る
こ
と
に
な
る
。

最
新
式
の
非
常
電
話
で
は
、
会
話
の
不
自
由
な
人

の
た
め
に
事
故
･
火
災
･
故
障
ボ
タ
ン
も
設
置
さ
れ

て
お
り
、
ボ
タ
ン
を
押
す
と
自
動
的
に
発
生
事
象
の

内
容
が
管
制
室
に
伝
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

非
常
電
話
は
、
高
速
道
路
等
の
本
線
路
肩
に
約
一

如
間
隔

(大
都
市
近
郊
は
約
五
〇
0
m
間
隔
、
ト
ン

写真 4 非常電話

　
　

　
　
　
　電

聴

講

が

常

　　　　
　　　　　　
　
　　
　
　
　
　
　

　
　

　　　
　
　
　

い
る
。

④

交
通
監
視
用
I
T
V

ト
ン
ネ
ル
内
、
交
通
流
が
錯
綜
す
る
ジ
ャ
ン
ク
シ

ョ
ン
部
及
び
交
通
渋
滞
が
激
し
く
面
的
な
交
通
情
報

の
把
握
が
必
要
な
箇
所
に
設
置
さ
れ
る
。
交
通
管
制

室
で
は
現
地
の
交
通
状
況
を
直
接
の
視
覚
情
報
と
し

て
即
座
に
把
握
で
き
る
。

⑤

気
象
観
測
機
器

気
象
状
況
が
著
し
く
変
化
す
る
地
点
に
設
置
さ
れ
、

風
向
･
風
速
･
気
温
･
路
面
温
度
･
降
雨
量
･
降
水

の
有
無
･
降
雪
量
･
煙
霧
透
過
率
な
ど
の
道
路
交
通

に
影
響
を
与
え
る
気
象
情
報
が
最
寄
り
の
管
理
事
務

所
に
自
動
的
に
転
送
さ
れ
る
。

写真 3 交通管理パトロールカー



　　
6

観
真
象

写
気

⑥

管
理
事
務
所
･
料
金
所
･
休
憩
施
設
等

管
理
事
務
所
･
料
金
所
･
休
憩
施
設
等
で
得
ら
れ

る
道
路
交
通
情
報
は
、
指
令
電
話
や
業
務
電
話
を
通

じ
て
交
通
管
制
室
に
通
報
さ
れ
る
。

⑦

気
象
協
会
等

気
象
協
会
等
の
他
機
関
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
は
、

個
々
の
通
信
メ
デ
ィ
ア
(F
A
X
、
パ
ソ
コ
ン
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
等
)
を
通
じ
て
交
通
管
制
室
に
連
絡
さ
れ
る
。

②

情
報
交
換
シ
ス
テ
ム

高
速
道
路
と
隣
接
す
る
他
の
道
路

(都
市
高
速
道
路
、

一
般
道
路
他
)
と
道
路
交
通
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情

報
交
換
し
、
よ
り
質
の
高
い
適
確
な
情
報
を
得
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
、
情
報
収
集
、
交
換
、

処
理
、
提
供
の
全
体
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
機
能
的
に
運
用
す

か
ら
、
交
通
の
安
全
性
の
向
上
、
円
滑
性
の
保
持
、
快
適

る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

性
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。

㈱

情
報
処
理
シ
ス
テ
ム

①

道
路
情
報
板

①

個
別
制
御
方
式

道
路
情
報
板
の
形
式
と
機
能
は
以
下
に
示
す
と
お

交
通
管
制
室
で
は
、
個
々
の
情
報
板
等
を
個
別
に

制
御
す
る
個
別
制
御
方
式
が
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、

順
次
イ
ベ
ン
ト
制
御
方
式
に
移
行
し
て
い
る
。

②

イ
ベ
ン
ト
制
御
方
式

全
国
的
に
、
情
報
処
理
の
自
動
化
や
効
率
化
を
目

的
と
し
て
、
個
別
に
制
御
す
る
こ
と
な
く
必
要
項
目

を
入
力
す
れ
ば
、
事
前
に
決
定
さ
れ
て
い
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
従
い
、
関
連
情
報
板
が
一
括
点
灯
す
る
イ
ベ

ン
ト
制
御
方
式
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
制
御
方
式
と
は
、
通
信
管
理
員
が
パ
ト

ロ
ー
ル
カ
ー
、
非
常
電
話
か
ら
の
通
報
内
容
を
も
と

に
、
発
生
事
象
の
発
生
時
刻
、
地
点
、
原
因
、
現
況

な
ど
を
C
R
T
画
面
入
力
す
れ
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
点
灯
表
示
す
る
必
要
の
あ
る
情
報
板
の
数
量
、
位

置
、
表
示
項
目
な
ど
を
自
動
的
に
処
理
、
制
御
す
る

方
式
を
い
う
。
情
報
処
理
さ
れ
た
内
容
は
、
大
型
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
や
C
R
T
画
面
に
カ
ラ
ー
表
示
さ
れ
何

が
ど
こ
で
起
こ
っ
た
の
か
一
目
で
わ
か
る
。
ま
た
、

同
時
に
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ラ
ジ
オ
な
ど
の
他
の
情
報
提
供

シ
ス
テ
ム
に
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
と
し
て
転
送
さ
れ
る
。

@

情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

情
報
提
供
の
目
的
は
、
道
路
機
能
の
向
上
と
い
う
観
点

性
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。

①

道
路
情
報
板

道
路
情
報
板
の
形
式
と
機
能
は
以
下
に
示
す
と
お

り
で
あ
る
。

情
報
板
は
表
示
方
式
に
よ
り
標
準
型

(電
光
式
、

字
幕
式
)
と
新
型

(L
E
D
式
)
に
大
別
さ
れ
る
。

新
型
情
報
板

(L
E
D
式
)
の
特
徴
と
し
て
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

D

解
像
度
の
向
上
及
び
カ
ラ
ー
化
に
よ
り
高
品
位

文
字
情
報
板
や
図
形
情
報
の
提
供
が
可
能
と
な
り
、

視
認
性
、
誘
目
性
に
優
れ
て
い
る
。

の

制
御
方
式
に
つ
い
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
制
御
、
フ

リ
ー
パ
タ
ー
ン
制
御
、
固
定
項
目
制
御
、
文
字
編

集
制
御
と
多
様
な
事
象
に
迅
速
に
対
処
で
き
る
。

の

高
解
像
度
L
E
D
カ
ラ
ー
デ
ー
タ
の
大
量
情
報

伝
送
の
た
め
光
通
信
ケ
ー
ブ
ル
を
用
い
た
高
速
伝

送
が
行
え
る
o

以
下
、
代
表
的
な
情
報
板
に
つ
い
て
の
概
要
を
示
す
。

a

本
線
情
報
板

(A
板
)
!
･写
真
7

イ
ン
タ
ー
流
出
部
手
前
約
二
〇
0
m
の
本
線
上
に

設
置
さ
れ
、
当
該
イ
ン
タ
ー
よ
り
先
の
道
路
、
交
通
、
M

気
象
情
報
が
表
示
さ
れ
る
。

二

b

イ
ン
タ
ー
入
ロ
情
報
板

(B
板
)
･!
写
真
8

著

イ
ン
タ
ー
に
進
入
す
る
手
前
の
一
般
道
路
上
に
設

ハ

置
さ
れ
、
高
速
道
路
本
線
の
上
下
別
の
道
路
、
交
通
、



緘口
[
鍬

本線

▲本線情報板

　情
…

口

…
MT

･

1
｣

　 □

…
▲

TN内情報板

気
象
情
報
が
表
示
さ
れ
る
。

料
金
所
情
報
板

(C
板
)
･ー
写
真
9

料
金
所
入
ロ
ブ
ー
ス
前
面
又
は
屋
根
上
に
設
置
さ

れ
、
高
速
道
路
本
線
の
上
下
別
の
道
路
、
交
通
、
気

象
情
報
が
表
示
さ
れ
る
。

写真11 トンネル入口情報板 (D 板)

d

広
域
情
報
板

(広
域
板
)
'･･写
真
中

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
相
互
に
経
路
選
択
の
可

能
な
分
流
部
及
び
気
象
急
変
箇
所
の
上
流
の
本
線
に

設
置
さ
れ
、
長
距
離
走
行
の
道
路
利
用
者
に
対
し
て

経
路
選
択
や
旅
行
計
画
の
策
定
を
支
援
す
る
情
報
を

提
供
す
る
た
め
、
約
二
〇
〇
如
先
ま
で
の
広
域
情
報

を
表
示
す
る
。

e

ト
ン
ネ
ル
入
口
情
報
板

(D
板
)
.,,写
真
=

視
認
性
を
十
分
考
慮
し
、
延
長
が
二
〇
0
m
以
上

の
ト
ン
ネ
ル
入
口
手
前
約
三
〇
0
m
に
設
置
さ
れ
、

ト
ン
ネ
ル
内
及
び
ト
ン
ネ
ル
出
口
付
近
の
情
報
が
表

示
さ
れ
る
o

写真 8 インター入口情報板

讓　

広域情報板 板
、

域

さ

広

▲料金所情報板

A インター入口情報板▲



休憩施設の混雑状況を ｢空有｣、
｢混雑｣、 日商車｣ の 3種類の表示

でお知らせします。
｢空有 (緑色)｣ …駐車スペースに

十分余裕がある。
｢混雑 (橙色)｣ …駐車スペースを

探すのに時間を

要する。
｢満車 (赤色)｣ …駐車スペースに

休
憩
施
設
の
混
雑
が
著
し
く
、
周
辺
の
休
憩
施
設

と
の
利
用
の
平
準
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
混
雑
が
緩

和
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
休
憩
施
設
の
手
前
に
設
置

さ
れ
、三
つ
先
ま
で
の
休
憩
施
設
の
混
雑
状
況
が
｢満

車
｣
･
｢混
雑
｣
･
｢空
有
｣
の
三
段
階
で
表
示
さ
れ
る
。

f

休
憩
施
設
混
雑
情
報
板
･･･写
真
12

艀 余裕が 難薹
写真l2 休憩施設混雑情報板

所
要
時
間
表
示
の
仕
組
み
は
、
高
速
道
路
本
線
上

に
約
二
如
間
隔
で
設
置
さ
れ
て
い
る
車
両
検
知
器
で

五
分
間
平
均
速
度
を
求
め
、
こ
れ
か
ら
車
両
検
知
の

勢
力
範
囲
毎
の
所
要
時
間
を
計
算
し
た
後
、
目
的
地

ま
で
の
各
区
間
の
所
要
時
間
を
合
計
し
て
、
現
在
所

要
時
間
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

g

所
要
時
間
専
用
情
報
板
!
写
真
博

多勢群霧新妻詳解謬獅 罨訃姿勢短所
-≦メテ室壽

‐
し新妻蓬謝 絶.･,““=“

　

　
　
　
　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

蘂
朧
鬮
鬮
灘
鬮
鬮

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

色｣ の 3種類の色で表示され、 目

標地までの混雑状況を表していま

す。
｢緑色｣ …順調に走行できる。
｢橙色｣ …交通集中、 工事渋滞に

ょりやや時間がかかるo あ を 計 こ
目標地まで、 順調時の る 合 算 拝
2 倍以上の時間がかか

o 計 し か
｢赤色｣ …目標地まで、 順調時の る 今 拝包

ノ
る。

し た ら

｢- (赤色の横線)｣…通行止ゃ事 て 後 車
い ‐↓-

、 、 両く ｣ 、 、 両
写真13 所要時間専用情報板

故渋滞の場合に表示。 現 目 検
在 的 知
所 地 の

o
ト
ン
ネ
ル
内
情
報
板

(E
板
)

三
、
0
0
o
m
以
上
又
は
防
災
等
級
A
A
級
の
ト

ン
ネ
ル
の
内
部
に
七
五
0
m
間
隔
で
設
置
。

0 O
気
象
条
件
の
厳
し
い
箇
所
及
び
気
象
急
変
箇
所
に

h

そ
の
他
の
情
報
板

o
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
情
報
板

(J
板
)
'!
写
真
料

J
C
T
分
流
部
の
手
前
約
七
五
0
m
の
地
点
に
設

設 気 気 ン 三 ト 置 J ジ そ
置 象 象 ネ 、 ン 。牟ラ緒0 条 情 ル ○ ネ

件 報 の ○ル 焦多綣の 板 内 0 内

写真14 ジャンクション情報板 (J 板)

′2 j亘イテセ 97.6



o
図
形
情
報
板
･!
写
真
髄

J
C
T
、
別
線
区
間
な
ど
の
本
線
分
岐
が
あ
り
、

複
数
経
路
の
あ
る
箇
所
の
手
前
に
設
置
。

なさ讓、
、さ
図

②

ハ
イ
ウ
ェ
イ
ラ
ジ
オ
!
･写
真
館

ハ
イ
ウ
ェ
イ
ラ
ジ
オ
は
、
路
肩
に
設
け
た
局
地
送

信
局
か
ら
道
路
交
通
情
報
を
特
定
周
波
数

(1
6
2

0
K
歳
)
の
電
波
に
の
せ
て
流
し
、
カ
ー
ラ
ジ
オ
を

写真16 ハイウェイラジオ

讓
寡

通
じ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
に
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

ハ
イ
ウ
ェ
イ
ラ
ジ
オ
は
、
重
交
通
区
間
、
渋
滞
多

発
区
間
、
経
路
選
択
箇
所
及
び
気
象
急
変
区
間
の
上

流
に
約
三
虹
の
範
囲
に
渡
っ
て
設
置
さ
れ
、
放
送
内

容
は
一
分
間
以
内
に
ま
と
め
ら
れ
、
時
速
一
〇
〇
蝿

で
通
過
し
て
も
少
な
く
と
も
一
回
は
聞
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

放
送
は
二
四
時
間
行
っ
て
お
り
、
五
分
毎
に
情
報

内
容
が
更
新
さ
れ
、
情
報
提
供
項
目
は
、
交
通
障
害

情
報
、
交
通
規
制
情
報
、
交
通
渋
滞
情
報
、
そ
の
他

(運
転

マ
ナ
ー
等
)
と
な

っ
て
い
る
。

③

ハ
イ
ウ
ェ
イ
テ
レ
ホ
ン

出
発
前
に
入
手
可
能
な
道
路
情
報
は
、
高
速
道
路

を
利
用
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
や
旅
行
計
画
の
策
定

に
当
た
っ
て
重
要
と
な
る
。

ハ
イ
ウ
ェ
イ
テ
レ
ホ
ン

は
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ラ
ジ
オ
の
放
送
内
容
を
道
路
全
体

の
情
報
と
し
て
ア
レ
ン
ジ
し
、
一
般
加
入
電
話
か
ら

二
四
時
間
聞
く
こ
と
が
出
来
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

④

ハ
イ
ウ
ェ
イ
情
報
タ
ー
ミ
ナ
ル
!
･写
真
“

ハ
イ
ウ
ェ
イ
情
報
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
道
路
交
通
情

報
を
は
じ
め
、
観
光
、
レ
ジ
ャ
ー
そ
の
他
各
種
情
報

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
、
多
様
化
に
応
え
る
た

め
、
休
憩
施
設
に
お
け
る
情
報
提
供
機
能
の
強
化
･

充
実
を
図
る
目
的
で
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ハ

イ
ウ
ェ
イ
情
報
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
パ
ネ
ル
、

ハ
イ
ウ
ェ
イ
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
テ

詩
べき

溥
べき

　　
　　

　
ハイウェイ情報ターミナル

　
　　　　
　

　　
　
　　　　
　
　
　　
　　　　
　
　
　　　
　
　　　
　
　
　　　
　

　
　
　
　
　
　　　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　　　　
　

　

　

　　
　

　

　

ツ
ク
ス
な
ど
が
備
え
ら
れ
て
い
る
o

⑤

V
I
C
S
(ビ
ッ
ク
ス
)
｢道
路
交
通
情
報
通
信
シ

ス
テ
ム
｣
!
写
真
粥

V
I
C
S
と
は
、
ビ
ー
ク
ル
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
ア
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
略
称

で
あ
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
道
路
交

通
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
情
報
と
し
て
直
接
車
載
機
に
リ



ア
ル
タ
イ
ム
に
提
供
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
適
正
な
ル

o
V
I
C
s
の
構
成

ー
ト
選
択
を
促
す
こ
と
に
よ
り
交
通
流
を
分
散
し
、

その他の情報源

(駐車場情報等)

道
路
交
通
の
安
全
性
･
円
滑
性
の
向
上
と
い
う
効
果

を
も
た
ら
す
と
と
も
に
環
境
保
全
へ
の
寄
与
や
輸
送

時
間
の
短
縮
等
、
ゆ
と
り
の
あ
る
国
民
生
活
の
実
現

と
社
会
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
V
I
C
S
は
、
情
報
提
供
に
よ
り
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
高
度
化
を
図
り
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
効
率
的
活
用
を
促
す
も
の
で
あ
り
、
平
成
八

年
四
月
二
三
日
か
ら
の
東
京
圏
と
東
京
か
ら
一
〇
〇

如
程
度
ま
で
の
高
速
道
路
並
び
に
東
名
、
名
神
高
速

道
路
の
全
線
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
続
い
て
三
一

月
一
七
日
に
は
大
阪
圏
で
、
更
に
平
成
九
年
四
月
二

四
日
か
ら
名
古
屋
圏
と
全
国
規
模
の
高
速
道
路
で
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

通情報センター

　
　

　

　

　　

　

　

統

(道路管理者設置) (公安委員会設置) (放送 -業者)

利用者

的
役
割
を
担
っ
て
い
る
o

今
後
に
お
け
る
交
通
管
制
室
は
、
交
通
流
制
御
の
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
機
能
に
加
え
、
お
客
様
や
地
域
住
民
、

マ
ス

コ
ミ
等
が
期
待
す
る
高
速
道
路
に
関
す
る
情
報
の
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
も
備
え
た
総
合
的
な
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
基
地
と
な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。

(H
本
道
路
公
団
東
京
第
二
管
理
局
業
務
部
管
理
第
二
課
)

壽

四

お
わ
り
に

　
　
　　

　
　　

　　　
　

,

可
能
な
J
H
の
唯
一
の
機
関
で
あ
り
、
広
域
的
、
一
元
的

ビ

に
管
理
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
安
全
で
円
滑
な
高
速

　　　　　　　　　
　
　

き
話諄ゞ
讓

道
路
の
交
通
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
交
通
管

轄
さい濃
議

員

制
室
か
ら
提
供
さ
れ
･

必
要
に
応
じ
て
･

各
種
の
指
令
･

さ
さ
＼いきミミ遂

写

通
報
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
速
道
路
管
理
の
中
心

ノイ 道行セ 97.6



髪
議
#

特
集
/
道
路
の
維
持
の
管
理

靜
議
さ対鰐
獲
議
さ淺
惑
藝
磁
淺
薦
め

首
都
高
速
道
路
⑭
維
持
e
管
理
⑭
蠣
駅

首
都
高
速
道
路
公
団
保
全
施
設
部
保
全
企
画
課

首
都
高
速
道
路
公
団
は
、
昭
和
三
四
年
の
創
立
以
来
、

東
京
都
の
区
部
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
自
動
車

専
用
道
路
の
整
備
･
促
進
に
努
力
し
て
き
て
い
る
。
昭
和

三
七
年
三
一月
に
一
号
線
四
･
五
面
を
開
通
し
て
以
来
、

着
実
に
延
長
を
伸
ば
し
て
き
て
お
り
、
平
成
六
年
三
一月

の
湾
岸
線
一
六
･
四
如
の
開
通
に
よ
り
、
総
延
長
は
二
四

七
･
八
如
に
達
し
、
一
日
平
均
通
行
台
数
は
約

-
-
五
万

台
(約
二
〇
〇
万
人
)、
ピ
ー
ク
時
の
瞬
間
最
大
交
通
量
は

約
二
五
、
0
0
0
台

(約
四
五
、
0
0
0
人
)
と
な
っ
て

い
る
。

首
都
高
速
道
路
の
東
京
線
は
、
東
京
二
三
区
内
の
主
要

道
路
で
あ
る
国
道
･
都
道
の
延
長
の
一
三
%
の
一
六
六
臘

で
あ
る
が
、
走
行
台
キ
口
は
二
八
%
を
担
い
、
貨
物
輸
送

量
で
は
三
八
%
と
首
都
圏
の
大
動
脈
と
し
て
の
役
割
は
勿

論
の
こ
と
、
全
国
規
模
の
高
速
道
路
網
の
中
で
も
重
要
な

役
割
を
担

っ
て
い
る
o

古
い
路
線
も
違
和
感
な
い
よ
う
管
理

首
都
高
速
道
路
の
最
初
の
開
通
か
ら
は
既
に
三
四
年
が

経
過
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
二
〇
年
以
上
経
過
し
た
路

線
延
長
は
全
延
長
の
四
五
%
の
一
一
一
如
、
三
〇
年
以
上

経
過
し
た
路
線
延
長
も
一
四
%
の
三
五
懸
に
及
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
古
く
な
っ
た
路
線
と
最
近
開
通
し
た
新
し

い
路
線
と
が
違
和
感
な
く
、
常
に
安
全
で
快
適
に
走
行
で

き
る
よ
う
に
維
持
管
理
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、

高
速
道
路
本
体
の
み
で
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
整
備
や

周
辺
環
境
へ
の
配
慮
等
、
社
会
的
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
の
面

で
も
新
旧
路
線
に
差
が
つ
か
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
、
維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
。

殆
ど
が
高
架
橋
、
施
設
も
多
種

首
都
高
速
道
路
の
構
造
種
別
は
、
八
一
%
の
二
〇
二
如

が
高
架
橋
で
あ
り
、
ト
ン
ネ
ル
が
六
%
の
一
四
虹
、
半
地

下
構
造
が
七
%
の
一
七
如
と
な
っ
て
お
り
、
実
に
構
造
物

の
区
間
が
九
四
%
、
二
二
三
畑
を
占
め
て
い
る
。

高
速
道
路
本
体
構
造
物
と
し
て
は
、
高
架
橋
の
床
版
、

各
種
の
橋
桁
、
支
承
、
橋
脚
、
ト
ン
ネ
ル
、
半
地
下
構
造

等
が
あ
る
。

こ
の
他
に
、
路
面
排
水
施
設
、
道
路
照
明
や
受
配
電
施

設
、
情
報
を
速
や
か
に
提
供
で
き
る
文
字
情
報
板
、
図
形

情
報
板
、
所
要
時
間
表
示
板
、
各
種
の
標
識
、
車
輛
感
知

器
な
ど
の
交
通
管
制
施
設
、
そ
し
て
各
種
の
交
通
安
全
施

設
等
が
、
ト
ン
ネ
ル
部
で
は
換
気
設
備
を
は
じ
め
非
常
時

の
通
報
設
備
、
泡
消
火
栓
、
水
噴
霧
設
備
な
ど
の
防
災
設

道イテセ 97.6 ノ5



備
が
設
置
さ
れ
、
更
に
、
換
気
所
、
料
金
所
等
の
道
路
付

属
物
も
各
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
数
多

く
の
付
属
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
首
都
高
速

道
路
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
。

維
持
管
理
費
用
の
概
要

平
成
九
年
度
の
維
持
修
繕
費
の
予
算
額
は
四
八
八
億
円

余
で
あ
る
。
こ
の
内
訳
は
電
気
料
や
清
掃
費
等
の
維
持
費

が
一
七
%
、
道
路
構
造
物
や
付
属
施
設
の
点
検
保
守
費
が

二
七
%
、
残
り
五
六
%
が
補
修
や
改
良
な
ど
の
修
繕
費
で
、

そ
の
主
な
も
の
は
、
構
造
物
の
補
修
六
%
、
塗
装
塗
り
替

え
九
%
、
舗
装
補
修
一
四
%
、
伸
縮
継
手
補
修
七
%
等
と

な

っ
て
い
る
。

一
般
の
道
路
に
比
較
し
て
維
持
管
理
費
が
か
か
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
、
大
部
分
が
構
造
物
で
あ
る
た
め
に
、
こ

れ
ら
の
機
能
を
保
持
し
て
い
く
た
め
の
維
持
管
理
に
高
度

な
技
術
力
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
、
円
滑
で
安
全
な
走
行
を

可
能
と
す
る
た
め
に
、
舗
装
や
伸
縮
継
手
等
に
き
め
細
か

な
補
修
や
清
掃
が
必
要
な
こ
と
、
交
通
管
制
施
設
や
ト
ン

ネ
ル
内
の
防
災
設
備
な
ど
の
ハ
イ
テ
ク
を
駆
使
し
た
諸
設

備
が
数
多
く
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
維
持
管
理
が

必
要
な
こ
と
、
高
速
道
路
上
の
維
持
補
修
や
新
し
く
取
入

れ
る
交
通
管
制
施
設
の
新
設
工
事
の
殆
ん
ど
が
、
深
夜
短

時
間
内
に
し
か
実
施
で
き
ず
、
施
工
能
率
が
上
が
ら
な
い

こ
と
等
が
理
由
に
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

区分 経過年数 延長(km) 構成比(%)

榊 30年以上 滯 想
嗣 20年~29年 撤 30.8

翔 15年~19年 橋 鰕
10年~14年 獨 鯰
5年~ 9年 鵺 鯲

□ 4年以下 芻 肥
計 嬬 棘

図 1 首都高速道路の供用後経過年数(平成 9年 4月 1日現在)
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重
要
な
点
検

構
造
物
の
損
傷
に
対
し
て
は
、
早
期
発
見
･
早
期
補
修

が
基
本
と
な
る
。
従
っ
て
、
定
常
的
に
点
検
を
行
い
、
損

傷
や
そ
の
進
行
具
合
を
早
期
に
的
確
に
把
握
す
る
よ
う
努

力
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
舗
装
と
共
に
重
交
通
を
支
え
る
高
架
橋
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
床
版
の
ひ
び
わ
れ
や
損
傷
な
ど
は
、
日
常
の

巡
回
点
検
や
徒
歩
点
検
で
常
に
確
認
を
し
て
い
る
。
更
に

定
期
点
検
で
は
、
床
版
下
面
の
写
真
を
撮
影
し
て
記
録
し
、

ひ
び
わ
れ
等
の
経
年
に
よ
る
進
行
状
態
を
追
跡
し
た
り
、

レ
ー
ザ
ー
光
線
を
利
用
し
た
自
動
計
測
車

｢テ
ク
ノ
チ
ェ

ッ
カ
ー
｣
で
診
断
し
、
必
要
に
応
じ
て
補
強
を
行
っ
て
い

る
。
特
に
昭
和
四
六
年
以
前
の
基
準
で
建
設
さ
れ
た
床
版

は
･
現
御
製
凖
に
比
較
し
て
床
板
扇
が
湖
く
耐
荷
力
が
州

螂

舗

‘

･鬱

さ
い
た
め
、
後
述
の
車
両
大
型
化
に
対
応
す
る
意
味
か
ら

新
…
:新しい舗装をかける作業 :

保安親 舗装はぎ取り工 舗 装 工 養 生 後片付け 保安規制

30分 1時間30分 4時間45分 45分 45分 45分
膵j設置 門 取T I

.
r山 I撤 去

21:00 23:00 3:45 4:30 5:15 6:00

“･…、.…‐…‐,.----…‐‐“‐…‐…‐--“--} ------ - ‐“‐…‐- ‘…‐‐…‐‐･-----‐･･･“…‐･･･…!
:古い舗装を剥ぎ取り機で ;
l撤去する作業 (音が出る)≦

ジョイント取替工事

実作業時間 6時間15分

　 　　 　
　
　

も
順
次
床
版
補
強
を
行
っ
て
お
り
、
車
両
の
走
行
に
支
障

の
無
い
よ
う
に
努
力
を
続
け
て
い
る
。

渋
滞
削
減
の
定
め
の
高
速
道
路
上
工
事
の
工
夫

首
都
高
速
道
路
上
の
工
事
は
大
き
く
三
つ
の
種
類
に
分

類
さ
れ
る
。

一
つ
は
舗
装
や
伸
縮
継
手
、
電
気
通
信
機
器

類
な
ど
の
補
修
工
事
で
、
点
検
に
よ
り
損
傷
度
合
い
を
把

握
し
た
上
で
計
画
的
に
行
う
工
事
で
あ
る
。
二
つ
め
は
、

交
通
事
故
に
よ
る
施
設
の
破
損
等
、
緊
急
補
修
を
要
す
る

工
事
で
、
速
や
か
に
処
理
し
な
い
と
走
行
車
両
に
危
険
を

　
　

　

　

　

　
　
　

で
る
…

l 鰤 いれイネの撤去I 新しい ル トの設置 - コンクリートの養生
l
後片付け保安規制

制設置 撤 去
30分 1時間30分 2時間30分 3時間 45分 45分

21 00

,
T 23,00 ー3o 4, 郷 ･ 筋 ･00

実作業時間 4時間

音の出る工事

し

…

　

　

取
)
…

の
る
…

ト
出
…

一
が
…

リ
音
…

　
　
　

ン
業
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コ
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図 2 舗装打換 ･ジョイント取替え工事の工程

:舗装の温度を下げる
;のに必要な時間

舗装打撲工事



及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
三
つ
め
は
、
今
迄
設
置
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
図
形
情
報
板
や
所
要
時
間
表
示
板
、
遮
音
壁
等

の
新
設
工
事
で
あ
り
、
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
工
事
で

あ
る
。

こ
れ
ら
の
高
速
道
路
上
の
工
事
は
、
昼
間
は
交
通
量
が

多
く
渋
滞
に
対
す
る
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
基
本
的

に
は
交
通
量
の
減
少
す
る
午
後
一
〇
時
ま
た
は
三

時
か

ら
一
車
線
を
規
制
し
て
行
い
、
翌
朝
六
時
迄
に
は
開
放
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

な
お
、
舗
装
の
打
換
え
や
伸
縮
継
手
の
取
替
ぇ
等
の
工

事
を
行
う
場
合
、
痛
ん
だ
舗
装
や
伸
縮
継
手
固
定
用
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
撤
去
す
る
際
に
は
騒
音
を
発
生
す
る
た
め
、

首
都
高
速
道
路
の
沿
道
に
お
住
ま
い
の
方
々
の
安
眠
を
妨

げ
な
い
よ
う
に
、
そ
の
作
業
は
午
後
九
時
か
ら
始
め
、
午

後
三

時
迄
に
終
わ
ら
せ
て
い
る
。
そ
の
後
、
引
き
続
き

音
の
出
な
い
作
業
を
行
い
、
午
前
六
時
迄
に
全
て
の
工
事

を
完
了
さ
せ
開
放
し
て
い
る
。
午
後
九
時
か
ら
行
う

｢音

の
出
る
工
事
｣
は
、
高
速
道
路
上
の
清
掃
や
保
守
点
検
を

含
め
た
全
体
作
業
数
の
一
割
弱
で
あ
る
が
、
こ
の
時
間
帯

で
は
ま
だ
交
通
量
が
多
く
、
工
事
渋
滞
を
引
き
起
こ
す
原

因
と
な

っ
て
い
る
。

平
成
五
年
か
ら
は
、
高
速
道
路
利
用
状
況
か
ら
判
断
し

て
、
都
心
環
状
線
の
内
回
り
、
放
射
線
の
下
り
方
向
を
土
･

日
･
月
曜
日
に
、
都
心
環
状
線
の
外
回
り
、
放
射
線
の
上

り
方
向
を
火
･
水
･
木
曜
日
に
工
事
可
能
日
に
指
定
し
、

補
修
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
交
通
量
が
特
に
多
い
毎
週
金
曜
日
は

｢
ノ
ー
工
事

デ
ー
｣
と
し
、
清
掃
を
含
め
高
速
道
路
上
の
作
業
は
一
切

行
わ
な
い
曜
日
と
し
て
い
る
他
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

や
年
末
年
始
等
の
時
期
は

｢工
事
抑
制
期
間
｣
と
し
て
工

事
を
止
め
る
な
ど
の
措
置
も
講
じ
て
い
る
。

更
に
、
一
つ
の
工
事
規
制
帯
の
中
で
、
極
力
多
く
の
工

事
を
集
約
し
て
行
う
努
力
も
重
ね
て
い
る
。

全
面
通
行
止
め
補
修
工
事
の
実
施

安
全
で
快
適
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
き
め
細

か
な
補
修
が
必
要
と
な
る
が
、
古
い
路
線
で
は
こ
れ
迄
の

よ
う
な
部
分
的
な
補
修
の
み
で
は
対
応
で
き
ず
、
大
規
模

な
補
修
工
事
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
夜
間
の

補
修
工
事
に
よ
る
交
通
渋
滞
が
発
生
し
、
ご
迷
惑
を
か
け

て
い
る
現
状
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
補
修
工
事
の
新
た
な
手
法

と
し
て
、
あ
る
区
間
を
一
週
間
程
度
、
全
面
的
に
通
行
止

め
を
し
て
、
短
期
間
に
集
中
し
て
補
修
工
事
を
行
う

｢全

面
通
行
止
め
補
修
工
事
｣
を
平
成
三
年
度
か
ら
毎
年
一
回

実
施
し
て
い
る
。
平
成
三
年
度
は
七
号
小
松
川
線
で
、
平

成
四
年
度
は
六
号
向
島
線
で
、
平
成
五
年
度
は
一
号
羽
田

線
の
芝
浦
か
ら
平
和
島
間
で
、
平
成
六
年
度
は
、
三
号
渋

谷
線
の
谷
町
J
C
T
か
ら
用
賀
間
で
実
施
し
た
。

全
面
通
行
止
め
補
修
工
事
は
、
通
常
の
夜
間
一
車
線
規

制
で
は
行
え
な
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
の
打
換
え
や
、
伸

縮
継
手
の
ノ
ー
ジ
ョ
イ
ン
ト
化
等
大
規
模
な
補
修
工
事
を

集
中
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
作
業
効
率
が
良
く
、

施
工
の
品
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。

こ
の
期
間
、
皆
様
方
に
ご
迷
惑
を
お
か
げ
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
長
期
的
に
は
緊
急
工
事
、
点
検
、
清
掃
等
を
除

い
て
、
工
事
実
施
後
四
!
五
年
間
は
補
修
工
事
を
行
わ
な

く
て
も
済
む
た
め
、
補
修
工
事
に
よ
る
渋
滞
が
大
幅
に
改

善
さ
れ
る
効
果
が
あ
る
。

平
成
七
年
度
以
降
現
在
ま
で
は
、
橋
脚
耐
震
補
強
工
事

を
全
線
で
行
っ
て
お
り
、
特
に
幹
線
街
路
の
車
線
を
規
制

し
て
い
る
区
間
も
多
い
こ
と
か
ら
、
街
路
交
通
へ
の
影
響

を
考
慮
し
て
、
そ
の
実
施
は
見
合
わ
せ
て
き
た
が
、
今
後

も
関
係
各
位
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
頂
き
、
更
に
研
究
を

重
ね
な
が
ら
こ
の
方
式
に
よ
る
工
事
を
続
け
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

各
種
の
震
災
対
策

首
都
高
速
道
路
総
延
長
の
約
八
○
%
は
高
架
橋
で
あ
る

た
め
、
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
高
速
道
路
を
利
用
し
て

い
る
お
客
様
は
も
と
よ
り
、
高
速
道
路
下
の
一
般
街
路
等

を
利
用
し
て
い
る
方
々
の
安
全
も
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
地
震
発
生
後
に
は
震
災
復
旧
の
た
め
緊
急
輸
送
路

と
し
て
の
役
割
も
担
う
必
要
が
あ
る
。

平
成
七
年
一
月
一
七
日
に
発
生
し
た
兵
庫
県
南
部
地
震

を
踏
ま
え
、
首
都
高
速
道
路
の
耐
震
性
を
更
に
強
化
す
る

た
め
に
、
公
団
で
は
次
の
三
項
目
の
対
策
を
実
施
し
て
い



　
　の

高
架
橋
の
安
全
性
の
強
化

②

地
震
が
発
生
し
た
時
の
情
報
収
集
･
伝
達
等
の
シ

ス
テ
ム
構
築

③

地
震
が
発
生
し
た
時
に
利
用
さ
れ
て
い
る
お
客
様

の
安
全
対
策

高
架
橋
の
安
全
性
の
強
化

兵
庫
県
南
部
地
震
ク
ラ
ス
の
地
震
に
対
し
て
も
落
橋
や

倒
壊
を
生
じ
な
い
よ
う
な
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

①

橋
脚
の
耐
震
対
策

三
ヵ
年
で
、
首
都
高
速
道
路
の
全
て
の
橋
脚
約
七
、

二
〇
〇
基
を
対
象
に
照
査
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
脚

を
鋼
板
巻
き
立
て
等
で
補
強
し
、
鋼
橋
脚
に
つ
い
て

は
補
強
鋼
材
を
取
り
付
け
る
方
法
等
に
よ
り
必
要
な

補
強
を
行
う
。
こ
の
た
め
の
費
用
と
し
て
約
一
、
八

〇
〇
億
円
の
予
算
が
認
可
さ
れ
て
い
る
。

平
成
七
年
一
一
月
か
ら
本
格
的
に
工
事
を
開
始
し

て
い
る
が
、
幹
線
道
路
上
に
あ
る
橋
脚
補
強
工
事
で

は
車
線
規
制
の
必
要
が
あ
り
、
交
通
渋
滞
の
発
生
が

予
測
さ
れ
、
し
か
も
工
場
期
間
が
長
く
な
る
た
め
、

道
路
を
利
用
さ
れ
る
方
々
、沿
道
に
お
住
ま
い
の
方
々

に
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で

工
事
実
施
に
際
し
て
は
、
ま
ず
、
建
設
省
、
警
視
庁
、

東
京
都
、
日
本
道
路
公
団
と
協
力
し
、
対
外
的
な
広

報
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
対
策
を
検
討
、
実
施

で
き
る
よ
う

｢首
都
高
速
等
橋
脚
工
事
渋
滞
対
策
協

議
会
｣
を
発
足
さ
せ
、
適
切
に
対
処
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
ま
た
、
橋
脚
補
強
工
事
を
実
施
す
る
に
あ

た
り
、
問
い
合
わ
せ
や
苦
情
等
に
一
元
的
に
対
応
す

る
た
め
の

｢橋
脚
補
強
情
報
セ
ン
タ
ー
｣
を
設
置
し
、

二
四
時
間
体
制
を
し
い
て
い
る
。

更
に
、
工
事
箇
所
、
工
事
期
間
の
周
知
を
図
る
た

め
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
雑
誌
等
に
よ
る
情

報
提
供
、
橋
脚
補
強
情
報
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
情
報
提

供
、
F
A
X
情
報
サ
ー
ビ
ス
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

車
内
中
吊
広
告
、
看
板
等
、
各
種
手
法
に
よ
る
情
報

提
供
を
実
施
し
て
い
る
o

②

落
橋
防
止
構
造
、
支
承

(橋
桁
を
支
え
る
台
座
)

の
一
層
の
強
化

首
都
高
速
道
路
公
団
で
は
、
以
前
か
ら
落
橋
防
止

対
策
を
行
っ
て
き
た
が
、
新
た
に
、
桁
か
か
り
長
に

余
裕
を
持
た
せ
る
こ
と
や
変
位
制
限
構
造
を
新
た
に

設
置
す
る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
、
支
承
に
つ
い
て
も

ゴ
ム
支
承
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
既
設
橋
梁

に
こ
れ
ら
の
対
策
を
行
う
た
め
、
平
成
八
年
度
か
ら
、

こ
れ
ら
の
工
事
に
着
手
し
て
い
る
。

③

地
盤
の
液
状
化
に
よ
り
生
じ
る
地
盤
流
動
対
策

首
都
高
速
道
路
に
は
、
河
川
等
の
護
岸
と
近
接
し

た
橋
脚
や
護
岸
と
橋
脚
が
一
体
化
さ
れ
て
建
設
さ
れ

た
橋
脚
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
橋
脚
の
中
に
は
、
地
震

時
の
液
状
化
に
起
因
す
る
地
盤
流
動
等
に
よ
る
影
響

が
懸
念
さ
れ
、
適
切
な
対
策
を
と
る
必
要
が
あ
る
も

の
も
あ
る
。
公
団
で
は
、
こ
の
問
題
に
対
処
す
る
事

業
と
し
て
、
地
盤
流
動
対
策
事
業
を
平
成
九
年
度
か

ら
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

地
震
が
発
生
し
定
時
の
情
報
収
集
･伝
達
等
の

シ
ス
テ
ム
構
築

地
震
発
生
後
の
種
々
の
対
応
を
迅
速
に
行
う
た
め
に
地

震
情
報
を
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
収
集
で
き
る
地
震
観
測
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
地
震
計
、
伝
送
装
置
、
中
央
装
置
、

表
示
装
置
か
ら
構
成
さ
れ
、
情
報
は
直
ち
に
中
央
装
置
に

伝
送
さ
れ
表
示
さ
れ
る
も
の
で
、
有
線
系
で
の
シ
ス
テ
ム

は
平
成
八
年
度
に
完
成
し
て
い
る
。

こ
の
他
、
地
震
に
伴
う
橋
梁
上
部
構
造
物
の
変
状
を
検

知
し
、
そ
の
情
報
を
中
央
で
把
握
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発

も
進
め
て
い
る
o

と
こ
ろ
で
、
首
都
高
速
道
路
公
団
に
は
、
高
速
道
路
の

管
理
を
担
当
す
る
部
が
五
つ
あ
り
、
こ
れ
ら
が
災
害
時
に

は
情
報
収
集
、
災
害
対
策
の
拠
点
と
な
る
。
そ
こ
で
、
平

成
六
年
末
に
開
通
し
た
湾
岸
線
を
利
用
し
て
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
の
環
状
ル
ー
ト
を
構
築
し
、
管
理
部
間
光

多
重
通
信
網
の
整
備
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
万
一
ケ

ー
ブ
ル
が
切
断
し
た
場
合
で
も
、
高
速
道
路
上
の
非
常
電

話
、
文
字
情
報
板
等
の
交
通
管
制
機
器
の
デ
ー
タ
電
送
通



信
、
公
団
内
電
話
網
等
が
途
絶
し
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い

る
-0ま

た
、
災
害
に
強
い
通
信
網
と
し
て
、
本
社
を
含
め
た

マ
イ
ク
ロ

(多
重
無
線
)
通
信
網
の
整
備
を
平
成
八
年
度

か
ら
進
め
て
お
り
、
整
備
が
終
わ
る
ま
で
の
通
信
手
段
と

し
て
簡
易
衛
星
通
信
を
平
成
七
年
度
に
導
入
し
た
。

緊
急
環
境
対
策

平
成
七
年
七
月
七
日
の

｢国
道
四
号
･
阪
神
高
速
道
路

騒
音
排
気
ガ
ス
規
制
等
請
求
事
件
｣
に
関
す
る
最
高
裁
判

決
に
つ
い
て
、
首
都
高
速
道
路
公
団
と
し
て
も
重
く
受
け

止
め
、
平
成
八
年
度
以
降
、
新
型
遮
音
壁
や
裏
面
吸
音
板

の
設
置
等
の
新
た
な
対
策
を
、
関
係
機
関
と
調
整
し
な
が

ら
開
始
し
て
い
る
o

強
工
事
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
、
工
事
を
進
め
て

い
る
。

首
都
高
速
道
路
公
団
で
は
、
お
客
様
に
対
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
も
全
力
を
挙
げ
て
取
組
ん
で
い
る
。
文
字
情

報
板
や
図
形
情
報
板
、
所
要
時
間
表
示
板
、
道
路
交
通
情

報
通
信
シ
ス
テ
ム

(V
I
C
S
)
等
の
交
通
管
制
施
設
の

増
設
は
、
高
速
道
路
上
に
今
ま
で
無
か
っ
た
施
設
の
機
能

ア
ッ
プ
で
あ
り
、
今
後
も
そ
の
充
実
や
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

努
め
て
参
り
た
い
。

今
後
の
課
題

各
種
改
築
工
事

維
持
修
繕
業
務
の
他
に
、
高
速
道
路
を
よ
り
使
い
易
く

す
る
た
め
の
改
築
工
事
も
着
々
と
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
に
、
渋
滞
緩
和
対
策
と
し
て
の
本
線
拡
幅
･
ラ
ン
プ

の
増
設
や
改
良
、
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
増
設
、
道
路
の
美
装

化
、
ト
ン
ネ
ル
換
気
設
備
等
の
改
築
工
事
を
実
施
し
て
き

た
。車

両
の
大
型
化
に
つ
い
て
は
、
平
成
五
年
一
一
月
二
六

日
に
車
両
総
重
量
の
最
高
限
度
が
二
0
t
か
ら
二
五
t
に

緩
和
さ
れ
た
た
め
、
床
版
や
桁
、
支
承
等
に
つ
い
て
の
長

期
的
な
安
全
性
を
検
討
し
、
平
成
九
年
度
内
に
所
要
の
補

首
都
高
速
道
路
の
今
後
の
事
業
展
開
を
考
え
る
中
で
、

維
持
修
繕
関
連
の
コ
ス
ト
節
減
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

一
方
、
首
都
高
速
道
路
上
で
の
作
業
は
、
時
間
的
な
制

約
、
安
全
性
等
、
工
事
を
実
施
す
る
作
業
の
環
境
が
非
常

に
厳
し
く
、
人
材
の
確
保
が
今
後
益
々
厳
し
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
、
労
働
環
境
の

改
善
や
工
事
方
法
の
改
良
、
施
工
機
械
、
点
検
機
器
類
の

開
発
等
、
今
後
も
一
層
の
技
術
開
発
を
推
し
進
め
、
経
費

の
節
減
、
省
力
化
、
能
率
化
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

誌
面
を
お
借
り
し
て
、
関
係
各
位
の
ご
指
導
、
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。
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鞠
熊
艶

特
集
/
道
路
の
維
持
の
管
理

ミ篤翼
讓
籟
蝉
濶
轢や"議
窮
謙
鰯
謡
鸚罐
だ

　　　
　　

　　
　　　　

　　

　　　　　　　

　　　　　　

　　　　　

　　　

　　　　　

　　　　　　

　　

遭
騰
秦
週
情
報
⑭
提
供
状
況

側
日
本
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー
業
務
部

平
成
八
年
度
に
お
け
る
道
路
交
通
情
報
の
提
供
状
況
等

か
ら
、
現
在
、
当
情
報
セ
ン
タ
ー
が
ど
の
よ
う
に
道
路
交

通
情
報
を
広
く
提
供
し
て
い
る
か
を
簡
単
に
紹
介
さ
せ
て

頂
く
。一

沿

革
-

当
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
都
道
府
県
警
察
及
び
道
路
管
理

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
収
集
す
る
道
路
交
通
情
報
を

総
合
し
、
一
元
的
、
正
確
、
迅
速
に
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
へ

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
の
安
全
及
び
円
滑
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
園
五
年
一
月
、
警
察
庁
と

建
設
省
の
協
力
の
も
と
に
設
立
さ
れ
た
。
刻
々
と
変
化
す

る
道
路
交
通
情
報
を
い
ち
早
く
収
集
し
提
供
す
る
た
め
、

平
成
九
年
四
月
一
日
現
在
、
本
部
、
事
務
所

(東
京
･
名

古
屋
･
大
阪
及
び
福
岡
)
の
下
に
全
国
五
三
セ
ン
タ
ー
･

八
九
駐
在

(交
通
警
察
機
関
及
び
道
路
管
理
機
関
に
職
員

を
配
置
)
の
組
織
を
設
け
て
い
る
。

な
お
、
よ
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
道
路
交
通
情
報
を
提
供

で
き
る
よ
う
、
現
在
、
都
道
府
県
警
察
及
び
道
路
管
理
者

と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
並
び
に
当
情
報
セ
ン
タ
ー
内
の
電
算

シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
推
進
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
電
算
シ
ス
テ
ム
化
と
従
来
か
ら
当
情
報
セ
ン
タ
ー
が

持
つ
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
、
さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル

を
上
げ
た
道
路
交
通
情
報
の
提
供
を
目
指
し
て
い
る
。

主
な
提
供
媒
体
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　　
　
　
　

　

　
　
　

O
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
放
送

0
エ
フ
エ
ム
文
字
多
重
放
送

0
新
聞
･
雑
誌
等

0
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
情
報
提
供

一
一
電
話
に
よ
る
提
供
踰状
況

電
話
に
よ
る
提
供
は
、
当
情
報
セ
ン
タ
ー
が
現
在
実
施

し
て
い
る
媒
体
の
中
で
最
も
道
路
を
利
用
す
る
方
の
ニ
ー

ズ
を
端
的
に
表
し
て
お
り
、
ま
た
、
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
媒
体

(電
話
に
よ
る
直
接
応
答

(職
員
に
よ
る

案
内
))
と
言
え
る
。

過
去
五
年
間
の
電
話
に
よ
る
提
供
回
数
の
推
移

(首
都

圏
ド
ラ
イ
バ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
含
む
)
は
図
ー
の
と
お
り
で

あ
り
、
こ
こ
四
年
間
連
続
し
て
そ
の
回
数
が
一
、
0
0
0

万
回
を
超
え
て
お
り
、
運
転
免
許
保
有
者
数
か
ら
み
る
と

七
人
に
一
人
は
、
最
低
一
回
電
話
案
内
を
利
用
し
て
い
る

こ
と
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ニ
i
ズ
が
高
い
電
話
案
内
で
あ
る
が
電

話
番
号
が
全
国
で
統
一
さ
れ
て
い
な
い
た
め
利
用
し
ず
ら



い
と
い
う
声
が
多
く
あ

っ
た
。
こ
れ
に
応
え
る
た
め
、
電

話
番
号
の
統
一
を
実
施
す
べ
く
検
討
し
て
い
た
が
、
近
い

う
ち
に
実
現
で
き
る
運
び
と
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の

向
上
が
図
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
当
情
報
セ
ン
タ
ー
開
設
以
来
、
最
も
提
供
回
数

が
高
い
月
は
、
記
録
的
な
寒
波
が
来
襲
し
各
地
で
大
雪
に

よ
る
道
路
交
通
障
害
が
発
生
し
、
し
か
も
こ
の
大
雪
が
週

末
に
集
中
し
た
平
成
八
年
二
月
で
、
そ
の
回
数
は
約
一
六

〇
万
国
に
も
上
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
毎
年
度
と
も
ニ
ー
ズ
が
高
い
月
は
八
月
、

一
月
及
び
二
月
で
あ
り
、
月
遅
れ
の
お
盆
、
年
末
･
年
始

に
お
け
る
道
路
交
通
情
報
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
に
併
せ
、

こ
れ
ら
の
月
は
台
風
、
集
中
豪
雨
及
び
大
雪
等
に
よ
る
道

路
交
通
障
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
主
な
要
因
と
言
え

る

(図
2
)。

こ
の
よ
う
に
道
路
交
通
情
報
の
ニ
ー
ズ
は
、
異
常
気
象
、

地
震
等
に
よ
る
災
害
時
に
高
く
、
普
段
は
関
心
が
な
い
方

も
こ
の
よ
う
な
時
に
は
情
報
を
欲
し
て
い
る
こ
と
だ
と
思

わ
れ
る
。
災
害
時
に
は
電
話
回
線
の
増
設
、
体
制
の
強
化

8月 9月 10月 11月 12月 1月
洋)首都圏ドライバーダイヤルによる提供回数を除く。

　

　
　

[

明

一

朝賤醸

鰯
臨
月

図 2 電話による月別提供回数
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00
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を
行
う
な
ど
し
て
、
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
声
に
応
え
る
べ

く
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
満
足
度
が
高
い
電
話
案
内
は
直
接
応
答
で
あ

る
が
、
一
対
一
の
対
応
で
あ
る
た
め
、
職
員
数
な
ど
の
物

理
的
な
制
限
が
あ
り
、
特
に
前
述
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
高

い
時
期
に
お
い
て
は
止
む
を
得
ず
、
録
音
テ
ー
プ
案
内
に

回
る
こ
と
が
多
く
、
お
叱
り
の
声
を
よ
く
聞
く
。
直
接
応

答
は
ラ
ジ
オ
･
テ
レ
ビ
放
送
で
聴
き
逃
し
た
道
路
交
通
情

報
を
確
認
で
き
る
、
つ
ま
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
が
で
き
る
有
効
な
手
段
と
考
え
て
お
り
、
今
後
と
も

少
し
で
も
多
く
職
員
に
よ
る
案
内
が
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
。

ニ

ラ
ジ
オ
放
送
に
よ
る
提
供
状
況

･

過
去
五
年
間
の
ラ
ジ
オ
放
送
回
数
の
推
移
は
図
3
の
と

お
り
で
あ
り
、
毎
年
度
ほ
ぼ
増
加
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

特
に
、
こ
こ
数
年
は
地
域
密
着
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送

局

(ミ
ニ
F
M
局
)
か
ら
の
放
送
要
請
が
多
く
、
平
成
八

年
度
は
二
七
局

(全
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
四
五
局
の

う
ち
六
割
)
に
対
し
て
道
路
交
通
情
報
の
提
供
を
行
っ
て

お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
の
開
局
が
増
加
す
る
傾
向

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
局
へ
の
提
供
が
今
後
増
え
て
い
く

と
予
想
さ
れ
る
。

平
成
八
年
度
の
ラ
ジ
オ
放
送
回
数
は
約
三
一
万
回
で
、

こ
の
他
に
ラ
ジ
オ
放
送
局
へ
の
原
稿
送
り
を
約
一
〇
万
回

行

っ
た
。

つつ ご苦“〒わ nワぬ

鰍

鱒

500

図 1 電話による提供回数



な
お
、
定
時
に
行
う
放
送
の
他
に
、
利
用
す
る
方
の
声

番
組
放
送
も
行
っ
て
い
る
。

に
応
え
る
べ
く
道
路
交
通
情
報
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
異
常
気

平
成
八
年
度
に
お
け
る

象
、
地
震
等
に
よ
る
災
害
時
等
に
お
い
て
、
特
別
番
組
放

送
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
･
ウ
ィ
ー
ク
、

月
遅
れ
盆
、
年
末
年
始
等
に
お
い
て
も
、
同
様
に
ニ
ー
ズ

が
高
い
高
速
道
路
、
主
要
幹
線
道
路
を
中
心
と
し
た
特
別

放
送
箇
所
･放
送
社
效

160

140

脚

100

80

60

40

20

0

平
成
八
年
度
に
お
け
る
延
べ
放
送
時
間
は
約
七
、
二
八

五
時
間
で
、
一
回
当
た
り
の
放
送
時
間
は
約
一
分
二
五
秒
、

と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
よ
り
多
く
の
方
が
満
足
で

き
る
道
路
交
通
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
放
送
を
担
当
す

る
職
員
は
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
放

送
時
間
枠
の
中
で
全
て
の
道
路
に
関
す
る
状
況
を
提
供
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
現
実
は
あ
る
が
、
電
話
に

よ
る
直
接
応
答
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
も
含
め
て
、
少
し
で

も
サ
i
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

四

テ
レ
ビ
放
送
に
よ
る
提
供
状
況

当
情
報
セ
ン
タ
ー
が
道
路
交
通
情
報
の
提
供
を
行
っ
て

い
る
テ
レ
ビ
放
送
は
、
平
成
八
年
度
に
は
N
H
K
ほ
か
民

間
放
送
一
四
社
で
そ
の
回
数
も
約
一
万
一
千
回
と
、
ラ
ジ

オ
放
送
に
比
べ
は
る
か
に
少
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
さ
ら
に

｢
テ
レ
ビ
｣
と
い
う
媒
体
の

特
性
を
生
か
す
た
め
平
成
五
年
六
月
か
ら
は

｢N
H
K
総

合
テ
レ
ビ

(関
東
ロ
ー
カ
ル
)｣
の
道
路
交
通
情
報
の
中

で
、
首
都
高
速
道
路
公
団
の
協
力
を
得
て
生
の
首
都
高
速

道
路
の
映
像

(首
都
高
速
道
路
I
T
V
映
像
に
よ
る
)
を

提
供
し
、
ま
た
平
成
七
年
九
月
か
ら
は

｢東
京
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
テ
レ
ビ
㈱
｣

へ
は
同
映
像
に
加
え
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
な
道
路
交
通
情
報
を
コ
ン
ビ
ュ
i
夕

･
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

画
面
に
よ
り
提
供
し
て
い
る
。

過
去
五
年
間
の
テ
レ
ビ
放
送
回
数
の
推
移
は
図
4
の
と

(

放
送
回
数

　　
　
　
　

25

20

伍

約

5

0
平 4 又 平成5年度 平成6年度

注)放送会社には、｢原稿送り｣にのみ情報を提供

図 4 テレビ放送による情報提供状況

放
送
箇
所
･放
送
社
数

お
り
で
あ
り
、
前
年
度
に
比
べ
平
成
八
年
度
は
約
五
千
回

も
増
加
し
て
お
り
、
放
送
時
間
は
約
三
〇
九
時
間
で
、
一

回
当
た
り
の
放
送
時
間
は
約
一
分
三
八
秒
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
ラ
ジ
オ
放
送
と
同
様
に
定
時
に
行
う
放
送
の
他

に
、
利
用
す
る
方
の
声
に
応
え
る
べ
く
道
路
交
通
情
報
の

ニ
ー
ズ
が
高
い
異
常
気
象
、
地
震
等
に
よ
る
災
害
時
等
に

放
送
回
数

即

第

20

15

紅

5

0
平成4年度 平成5年度 平成6年度

図 3 ラジオ放送による情報提供状況



お
い
て
、
特
別
番
組
放
送
を
実
施
し
て
い
る
。

五

そ
の
ほ
か
の
提
供
状
況

少
し
で
も
多
く
の
方
に
利
用
し
て
頂
く
よ
う
電
話
、
ラ

ジ
オ
･
テ
レ
ビ
放
送
の
他
に
も
様
々
な
媒
体
で
道
路
交
通

情
報
を
提
供
し
て
お
り
、
下
記
の
ほ
か
に
も
キ
ャ
プ
テ
ン

シ
ス
テ
ム
、
道
の
駅
な
ど
に
も
行

っ
て
い
る
。

ま
た
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
観
光
地
周
辺
の
状
況
を
記

載
し
た

｢四
季
の
観
光
地
の
道
路
交
通
情
報
｣
を
記
者
発

表
し
、
ま
た
、
ラ
ジ
オ
･
テ
レ
ビ
放
送
の
時
間
な
ど
を
掲

載
し
て
い
る

｢道
路
交
通
情
報
放
送
時
刻
表
｣
を
作
成
し

て
、
全
国
の
セ
ン
タ
ー
、
主
要
な
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
な
ど

で
配
布
し
て
い
る
。

①

エ
フ
エ
ム
文
字
多
重
放
送

J
F
N
グ
ル
ー
プ
『
㈱
エ
フ
エ
ム
東
京
｣
な
ど
三

三
局
で
構
成
)
に
お
い
て
、
平
成
七
年
四
月
か
ら
新

た
な
媒
体
で
あ
る
エ
フ
エ
ム
文
字
多
重
放
送

(見
え

る
ラ
ジ
オ
)
が
放
送
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
三
三
局
の

う
ち
、
｢㈱
エ
フ
エ
ム
東
京
｣
及
び
｢㈱
エ
フ
エ
ム
ラ

ジ
オ
新
潟
｣
へ
道
路
交
通
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い

ろ
%

②

新
聞
･
雑
誌

ゴ
ー
ル
デ
ン
･
ウ
ィ
ー
ク
、
月
遅
れ
盆
、
年
末
年

始
等
の
予
想
さ
れ
る
混
雑
状
況
、
冬
期
に
お
け
る
交

通
不
能
区
間
及
び
主
な
道
路
工
事
の
予
定
な
ど
を
提

供
し
て
い
る
o

六

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
情
報
提
供

過
去
、
当
情
報
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
よ
る
と
、｢リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
道
路
交
通
情
報
を
欲
し

い
｣、
｢欲
し
い
と
き
に
い
つ
で
も
道
路
交
通
情
報
を
得
た

欲 る 、　 　 　 　

　　　
B S NHK -

- 三百 ･ と り 報 フ

隠に
磁
器

ノ
メメタギニ搦手ヴキングナ
　

　 　
( 1o c h )

を
鮴

　　　

　.〆　　　

　
　

＼
/　　　　

′
＼

蟇

ぃ
｣
と
い
う
声
が
高
く
、
ま
た
新
し
い
媒
体
の
出
現
な
ど

当
情
報
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
こ
こ
数
年
で
大

き
く
変
化
し
て
い
る
。
特
に
、
携
帯
･
自
動
車
電
話
の
普

及
、
鰤
V
I
C
S
セ
ン
タ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
な
ど
走
行

中
に
道
路
交
通
情
報
が
得
ら
れ
る
環
境
が
で
き
あ
が
り
っ

(財) 日本道路交通情報センター

図 5 C Sデジタル放送の流れ
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　　　　　　　　(受託放送事業者)

　　　 　　 　 　

　
　
　
　
　

薑
聖
霊



つ
あ
る
た
め
、
当
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
よ
り
一
層
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
、
且
つ
詳
細
な
道
路
交
通
情
報
を
提
供
す

る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
き
て
い
る
o

そ
こ
で
前
述
し
た
と
お
り
、
道
路
交
通
情
報
の
収
集
に

つ
い
て
は
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
都
道
府
県
警
察
な

ら
び
に
道
路
管
理
者
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
当
情
報
セ
ン
タ
ー
内
の
電
算
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
図
っ
て
い
る
。
当
情
報
セ
ン
タ
ー
電
算
ネ
ッ
ト
ヮ

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　
　　

鰤　　

　堀切 ~

　 　
　　　　　　　

　　　
　

　　　
　　　

ば
可
/

,

東

＼さ
、

石川町　　　　　
　　　　　　 　　　　　

永田螂 .

図 6 C S デジタル放送提供画面

大泉
美女木 　

　薹 鬱 入谷

鷲

町

三
鎌

谷

ー
ク
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中
に
ほ
ぼ
そ
の
外
郭
が
完
成

す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
以
前
よ
り
、
道
路
交
通
情
報
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

提
供
し
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
放
送
局
な
ど
か
ら
あ
っ

た
が
、
前
述
し
た

｢東
京
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
テ
レ
ビ
㈱
｣

で
実
現
し
た
。
ま
た
同
テ
レ
ビ
局
の
ほ
か
に
も

｢鰤
道
路

交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー

(V
I
C
S
セ
ン
タ

ー
)｣、
｢交
通
情
報
サ
ー
ビ
ス
㈱
(A
T
I
S
)｣
及
び
｢関

西
国
際
空
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
｣
な
ど
へ
も
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
な
道
路
交
通
情
報
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
提
供

し
て
い
る
。

平
成
八
年
一
〇
月
か
ら
放
送
を
開
始
し
た
、
通
信
衛
星

(C
S
)
を
利
用
し
た
国
内
初
の
C
S
デ
ジ
タ
ル
放
送

(せ
①
蘇
8
弓
く
じ
の
｢A
C
C
E
S
S
-
｣
と
い
う
交
通
情

報
専
門
番
組

(道
路
交
通
情
報
、
フ
ル
ラ
イ
ト
情
報
、
新

幹
線
の
情
報
等
)
に
対
し
て
、
当
情
報
セ
ン
タ
ー
で
開
発

し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

･
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
画
面
に
よ
り
、
二

四
時
間
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
道
路
交
通
情
報
を
提
供
し
て

い
る

(図
5
･
6
参
照
)
。

七

こ
れ
か
ら
の
提
供
に
つ
い
て

ま
す
ま
す
発
展
す
る
で
あ
ろ
う
高
度
情
報
通
信
社
会
に

対
応
し
て
い
く
た
め
、
｢情
報
収
集
｣
の
電
算
シ
ス
テ
ム
化

を
行
い
、
二
七
年
間
積
み
上
げ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

し
た

｢情
報
編
集
｣
に
よ
り
様
々
な
要
求
に
対
応
し
、
も

っ
て

｢情
報
提
供
｣
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
展
開
す
る
こ
と

に
よ
り
既
存
の
メ
デ
ィ
ア
は
も
と
よ
り
、
新
た
な
メ
デ
ィ

ア
に
も
積
極
的
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

｢財
団
法
人
日
本
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー
｣
に
期
待

さ
れ
て
い
る
方
々
の
満
足
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
設
立
趣
旨

の
目
的
を
達
成
す
る
と
と
も
に
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
機
関
と

し
て
の
責
務
を
今
後
と
も
果
た
し
て
い
き
た
い
。
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特
集
/
道
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維
持
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管
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サ
ー
ビ
ス
曇
り
"
、パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
お
け
る

清
掃
と
ご
み
処
理
の
現
況

㈱
道
路
施
設
協
会
計
画
･
環
境
部
環
境
整
備
課

れ
て
い
る
o

班

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
設
置
さ
れ
て
い
る
エ
リ
ア
の

旧　
　

利
用
状
況
は
表
2
に
示
す
と
お
り
年
間
で
一
、
一
八
八
百

4年

万
人
、
一
日
当
た
り
三
･
二
百
万
人
の
お
客
様
に
ご
利
用

9

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
o

載

㈱
道
路
施
設
協
会
で
は
ガ
ス
ス
テ
1
シ
ョ
ン
や
レ
ス
ト

期

ラ
ン
･

ハ
イ
ウ
エ
イ
シ
ョ
ッ
プ
･

レ
ス
ト
イ
ン
等
の
サ
ー

鑓

ビ
ス
施
設
の
建
設
･
管
理
運
営
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た

の設

な
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

ベ
ー
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
、

鰯

郵
便
ポ
ス
ト
･

キ
ャ
ッ
シ
ュ
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
設
置
や

桝

宝
-
じ
･

お
米
･

焼
き
た
て
パ
ン
の
販
売
や
朝
食
バ
イ
キ

窯

ン
グ
等
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
案
に
努
め
て
い
る
0

ま
た

麓

当
協
会
で
は
こ
れ
ら
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
運
営
以
外
に
、
お

高

客
様
へ
の
道
路
案
内
、
交
通
情
報
提
供
等
を
行
う
と
と
も

副

に
、
快
適
な
エ
リ
ア
の
環
境
を
保
つ
た
め
エ
リ
ア
の
お
手

高速道路等の休憩施設の配置状況 (平成 9年4月 1日現在)

道路の種類
長延

翁
通
&

開

礬 灘
衞鷲 計合

ス
あ

鈎

ビ

の

率

一
設

比

サ

施

る

高速道路

劔
該
ア

ト
“

AU 194 200 効
パーキング

エリア
155 267 422 鰈

計 161 461 622 閨

料有
路

般

道
一

鋼

欽
ア

華
幻

nY り乙 ′̂& ●
グン

ア
′

キ

リ
し
ェ

ノ QJ “ 銘 鰯
十
I、ノ うり 31 34 鰡

計 6
,
782

.
O 164 492 656 即

一
は
じ
め
に

高
速
道
路
の
開
通
延
長
も
六
、
一
一
〇
如
を
超
え
日
本

列
島
を
縦
貫
す
る
路
線
は
完
成
し
、
横
断
道
の
建
設
が
本

格
的
に
展
開
さ
れ
地
域
の
拠
点
都
市
を
連
結
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
着
々
と
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
閉
鎖
さ
れ
た
高
速
道
路
空
間
で
の
お
客
様
の

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
設
置
さ
れ
て
い
る
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

(以
下

｢
エ
リ
ア
｣

と
い
う
。)
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い

る
し0こ

れ
ら
エ
リ
ア
の
配
置
状
況
は
、
表
1
に
示
す
と
お
り
、

全
国
で
六
五
六
個
所
に
達
し
て
お
り
そ
の
う
ち
高
速
道
路

の
サ
i
ビ
ス
エ
リ
ア
で
は
約
九
七
%
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
で
は
約
六
三
%
の
エ
リ
ア
に
サ
ー
ビ
ス
施
設
が
整
備
さ
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)
な

回

は
(

し
掃

1

、
を
清

の
し

回
な

掃
示
巡
的

清

を

は
凖

o

い
掃

字

標
す

洗
清
数
の

示

手

い
の
ら
を

お
洗
内

が
数

休憩所 a4 〆̂〕 ?“ り乙 1上
歩道

、
休憩園地 ?“ (乙 14 1具 1驫

駐車場 ?“ ?“ 1▲ 1具 11
植栽園地 吻 吻 壤 搦 燃

表 2 サービス施設の利用状況

カ頁 目 年 間 日平均

全国のサービス施設のある休憩施設の利用者数 1,188
百万人 3

,
250千人

ビ
設

用
等

一
施

利

数

サ

ス
別

者

働劔珍以 獄 撒鵬
聯繍フ3シ先M 臥300 人1▲82

鰄鱒計設嬬 羸 臥邸
所個硼ンヨシーテススガ 台万nb蜆 台杆に･〉

*利用人数等は平成 7年度に実施した実態調査結果からの推定値、 施設の個所
数は平成 8年 3月31日現在

表 3 標準的な清掃個所毎の清掃頻度(回/日)

は平成 7年度に実施した実態調査結果からの推定値、 施設の個所
し ず 云年 3月31日現在
て る が

洗
い
や
駐
車
場
、
歩
道
、
園
地
及
び
休
憩
所
等
の
清
掃
や

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
に
草
花
を
植
え
た
り
、
お
手
洗
い
に
切

り
花
を
飾
る
な
ど
の
作
業

(以
下

｢環
境
整
備
作
業
｣
と

い
う
。
)
を
行

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
当
協
会
が
環
境
整

備
作
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
清
掃
作
業
や
ご
み
処
理
等
の

エ
リ
ア
の
裏
方
の
作
業
実
態
等
に
つ
い
て
紹
介
す
る
も
の

と
す
る
。

環
境
整
備
作
業
は
当
協
会
が
、
道
路
管
理
者
に
成
り
代

わ
り
高
速
道
路
等
を
利
用
す
る
お
客
様
に
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
べ
く
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
費
用

は
平
成
九
年
度
に
は
約
一
〇
〇
億
円
に
達
す
る
こ
と
は
確

実
と
考
え
ら
れ
、
昭
和
四
二
年
度
か
ら
平
成
八
年
度
ま
で

の
累
積
額
は
約
九
〇
〇
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に

要
す
る
費
用
は
当
協
会
か
ら
お
客
様
及
び
道
路
管
理
者
に

環
境
整
備
作
業
と
し
て
還
元
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と

言
え
る
。

二

環
境
整
備
作
業
の
現
況

環
境
整
備
作
業
は
、
当
協
会
が
高
速
道
路
等
の
エ
リ
ア

の
一
部
を
占
用
し
て
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
運
営
し
て
い
る
こ

と
か
ら
義
務
行
為
と
し
て
道
路
管
理
者
が
設
置
し
た
お
手

洗
い
や
駐
車
場
等
の
施
設
の
清
掃
作
業
等
を
行
っ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

清
掃
作
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
度
か
ら
エ
リ
ア
各

部
の
面
積
と
ご
み
発
生
量
か
ら
各
場
所
ご
と
に
A
か
ら
E

写真 1 お手洗いの清掃状況

表 4 清掃面積等一覧表 (平成 8年度)

清掃個所 項 目 概算数量 備 考

お手洗い

輌 88千評

男子大使器 2
.
2千穴

男子小便器 6
.
6千穴

女子便器 7
.
3千穴

内域

歩道部 568千肝
入

定

ち

想

o

立
う

を

う

れ

い
り

い

さ

を

入

を

置

地

ち

地

設

園

立

園

が

な

は

い

等
能
に

な

チ

可

的

い

ン
が

本

て

ベ

リ

基

し

地

地

鯛

姻

休

植

駐車場部 鞄蛆
休憩園地部 岼肝“

植栽園地部 姪辞鱒
休憩所 琳清掃面積計 姪乾視 醸知個175薊一棘

トイレットぺ

一パー使用量 馴 さ
~纖瀬糘対長

ラ
ン
ク
ま
で
の
五
の
ラ
ン
ク

(ラ
ン
ク
は
、
例
え
ば
A
ラ

ン
ク
は
面
積
が
広
く
ご
み
の
発
生
量
も
多
い
エ
リ
ア
で
あ

り
、
逆
に
E
ラ
ン
ク
は
面
積
が
狭
く
、
ご
み
発
生
量
も
少

な
い
エ
リ
ア
と
な
る
)
に
分
け
て
一
定
の
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ

ル
を
確
保
す
る
た
め
に
各
ラ
ン
ク
毎
に
標
準
的
な
清
掃
頻

度
を
定
め
て
清
掃
を
行
う
方
式
を
導
入
し
て
い
る
。
標
準

的
な
清
掃
頻
度
は
表
3
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
お
手
洗

い
清
掃
に
つ
い
て
は
臭
気
対
策
上
必
ず
ど
の
ラ
ン
ク
で
も

一
日
一
回
の
水
洗
い
清
掃
を
行
い
、
そ
の
後
巡
回
し
な
が
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五
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五

0
･七
五
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図

ら
の
補
助
的
な
清
掃
を
行
う
こ
と
と
し
A
ラ
ン
ク
で
は
一

日
三
回
、
B
と
C
ラ
ン
ク
で
は
二
回
、
D
と
E
ラ
ン
ク
で

は
一
回
程
度
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
場
所
に
つ
い
て

も
表
に
示
す
と
お
り
ラ
ン
ク
毎
に
標
準
的
な
清
掃
回
数
を

定
め
て
作
業
を
行
い
エ
リ
ア
の
環
境
美
化
に
努
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
作
業
は
、
ほ
と
ん
ど
が
人
力
に
よ
る
作
業
で
あ

り
、
汚
い
、
き
つ
い
作
業
で
あ
る
と
い
え
る
。

環
境
整
備
作
業
を
実
施
し
て
い
る
エ
リ
ア
数
や
清
掃
し

て
い
る
面
積
及
び
便
器
の
穴
数
等
を
表
4
に
示
す
。
表
か

ら
清
掃
を
実
施
し
て
い
る
個
所
の
総
面
積
は
八
、
一
八
二

千
脛
と
な
り
面
積
的
に
は
東
京
ド
ー
ム
約
一
七
五
個
分
に

相
当
す
る
面
積
の
清
掃
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
年
間
六
〇
八
万
個
使

用
し
て
お
り
、

一
巻

一
一
0
m
と
し
て
地
球
を
一
六
･
七

周
で
き
る
長
さ
で
あ
る
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
一
人

当
た
り
の
使
用
量
は
、
図
1
･
2
に
示
す
と
お
り
男
子
で

は
二

･
○
-
五

･
五
m
と
大
き
く
ば
ら
つ
い
て
い
る
が
平

均
で
三
･
三
m
/
人
、
女
子
は
一
･
○
-
三
･
o
m
/
人
、

男
子
と
比
較
し
て
ば
ら
つ
き
も
少
な
く
平
均
値
で
も
一
･

六
m
/
人
と
な
っ
て
お
り
男
子
よ
り
少
な
い
。
便
器
の
汚

れ
具
合
で
見
て
も
男
子
の
大
使
器
は
、
女
子
の
便
器
に
比

較
し
て
一
般
的
に
汚
れ
は
ひ
ど
い
よ
う
で
あ
り
男
子
と
女

子
で
は
主
な
使
用
目
的
は
異
な
る
も
の
の
女
子
の
方
が
一

般
に
丁
寧
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
エ
リ
ア
へ
立
ち
寄
っ
た
お
客
様
の

八
0
%
以
上
が
ト
イ
レ
を
利
用
し
て
お
り
、
ま
た
ブ
ー
ス

の
利
用
時
間
を
調
査
す
る
と
、
平
均
で
男
子
は
三
分
/
人
、

女
子
は
一
分
五
〇
秒
/
人
、
程
度
の
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

環
境
整
備
作
業
の
う
ち
、
清
掃
個
所
数
と
環
境
整
備
費

等
に
つ
い
て
、
平
成
三
年
度
か
ら
平
成
八
年
度
ま
で
の
推

移
を
平
成
三
年
度
を
一
○
○
と
し
た
指
数
で
見
る
と
、
図

3
に
示
す
よ
う
に
清
掃
個
所
数
は
平
成
三
年
度
か
ら
平
成

八
年
度
ま
で
の
伸
び
は
三

四
･
四
と
な
っ
て
い
る
が
、

環
境
整
備
費
用
に
つ
い
て
は
、
作
業
の
ほ
と
ん
ど
が
人
力

作
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
人
件
費
の
高
騰
に
よ
り
一
五
二
･

臨

め

45
40

35

卸
偽
20

臨

め

お

刃
成

1

1

1
1

1

1
1

1

1

1

1

1
平

指
数

ノ一〆イ
/ ＼
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/ / 濃, ＼ノ

ノそそ/
.

r 締鞠年度 5年度 6年度
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表 5 環境整備費等の推移

項 目 平成 3 年度 4 年度 5 年度 6 年度 7 年度 8 年度

清掃個所数 430 448 458 465 481 492

ごみ発生量( t ) 33
,
100

幼剱彌㈱幼費
)

備
円

整
万

境

百

環

( 鋤 鰔 緘 繞 螂 鰡

六
と
大
き
く
伸
び
て
お
り
、
平
成
八
年
度
に
は
表
5
に
示

す
と
お
り
約
九
四
億
円
と
多
額
の
費
用
が
必
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
な
お
、
図
3
に
お
い
て
平
成
七
年
度
か
ら
環

境
整
備
費
の
伸
び
率
が
鈍
化
し
た
の
は
前
述
し
た
平
成
七

年
度
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
と
清
掃
頻
度
を
定
め
て
作

業
を
行
う
等
の
合
理
化
策
の
効
果
が
表
れ
た
結
果
で
あ
る
。

ま
た
環
境
整
備
作
業
費
の
内
訳
を
見
る
と
、
お
手
洗
い

の
清
掃
で
約
二
九
%
、
駐
車
場
や
休
憩
園
地
の
清
掃
で
約

一
0
%
、
ご
み
処
理
関
係
で
約
四
四
%
と
な
っ
て
お
り
こ

の
三
項
目
で
全
体
の
約
八
三
%
を
占
め
て
い
る
。

し
に

別
ク

分
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図 4 現行のごみ処理システム

表 6 高速道路内部発生ごみ量と
外部発生ごみ量の比率

査

度
調
年

査
撤

調

リェ
盪
)

ご

贈
体
(

全 比率 ( % )

外部発生ごみ 内部発生ごみ

S 59 9 エリア 鰓 沸 箙
リムH 18エリア

廊 鱗 焉
AUH 20エリア

鬱 鰡 椛

三

ご
み
処
理
の
現
況

ご
み
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
み
る
と
、
表
5
に
示
す
よ

う
に
年
間
約
三
五
、
○
○
○
t
i
三
七
、
0
0
o
t
に
達

し
て
お
り
、

一
日
当
た
り
約

一
〇
0
t
程
度
の
ご
み
が
発

生
し
て
い
る
。
こ
の
ご
み
の
量
は
人
ロ
一
〇
万
人
の
都
市

で
発
生
す
る
ご
み
量
に
匹
敵
す
る
。
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図 5 ごみ発生の月変動 (平成 8年度)
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四
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1ユ
ー▲

ご
み
発
生
量
(t
)

ま
た
、
ご
み
処
理
作
業
を
費
用
面
で
見
れ
ば
環
境
整
備

費
の
約
半
分
の
費
用
を
占
め
て
い
る
が
、
表
6
に
示
す
よ

う
に
約
半
数
弱
の
ご
み
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
容
器
や
、

段
ボ
ー
ル
、
弁
当
等
の
明
ら
か
に
高
速
道
路
以
外
の
場
所

で
購
入
さ
れ
た
物
か
ら
発
生
し
て
い
る
ご
み
で
あ
り
、
そ

の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

エ
リ
ア
の
ご
み
処
理
は
、
基
本
的
に
は
図
4
に
示
す
よ



う
に
エ
リ
ア
の
歩
道
上
に
ゴ
ミ
箱
を
設
置
し
、
ご
み
箱
の

中
に
袋

(約
九
0
@
)
を
入
れ
て
お
き
、
そ
こ
か
ら
人
力

に
よ
り
袋
ご
と
ご
み
を
回
収
し
、
一
輪
車
等
に
よ
り
運
搬

し
エ
リ
ア
内
の
ご
み
仮
置
き
場
に
集
積
し
、
仮
置
場
で
分

別
し
処
理
場
に
運
搬
す
る
シ
ス
テ
ム
を
と
っ
て
い
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
o

ご
み
の
発
生
量
の
経
年
変
化
を
図
3
で
見
る
と
平
成
三

年
度
以
降
ご
み
は
増
加
し
て
い
た
が
、
平
成
七
年
度
に
は

一
転
し
て
ご
み
は
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る
ご

み
の
減
量
策
を
講
じ
た
こ
と
に
よ
る
効
果
や
、
阪
神
･
淡

路
大
震
災
に
よ
る
一
部
エ
リ
ア
の
閉
鎖
の
影
響
や
、
地
下

鉄
サ
リ
ン
事
件
に
関
連
し
て
一
時
ご
み
箱
の
一
部
を
撤
去

つ

ク

缶
む

ッ

缶

ル
お

チ

他

ミ

一
緩
み

ス

の

ル
チ

･
ご

ラ

そ
瓶
ア
ス
布
生
木
プ
紙

図 6 ごみの内容 (平成 5年度 中井P A ･蓮田S A )

し
た
こ
と
な
ど
が
そ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
ご
み

発
生
量
を
月
別
に
見
る
と
図
5
に
示
す
と
お
り
と
な
る
。

図
か
ら
ご
み
の
発
生
量
は
八
月
に
最
も
多
く
通
常
月
の
一
･

五
倍
程
度
に
な
り
次
に
五
月
が
若
干
多
い
結
果
と
な
っ
て

お
り
、
年
末
年
始
に
は
あ
ま
り
ご
み
は
増
加
し
な
い
こ
と

が
わ
か
る
。

ま
た
、
ご
み
の
内
容
は
図
6
に
示
す
と
お
り
、
平
日
で

は
紙
類
が
多
く
、
休
日
に
は
高
速
道
路
外
か
ら
発
生
す
る

生
ご
み
や
、
布
や
紙
オ
ム
ツ
、
ア
ル
ミ
缶
が
増
加
す
る
傾

向
が
見
ら
れ
る
。

ご
み
の
発
生
量
を
エ
リ
ア
別
に
見
る
と
、
図
7
･
8
に

示
す
と
お
り
、
年
間
当
た
り
の
ご
み
発
生
量
は
、
サ
ー
ビ

粘
352
329
322
306
296

　
　　
　　　　　　　　　

　　
　
　
　
　
　

生
名
名
菓
葉
坂

発
老
老

合

み
海
海
双
双
談

ご
L
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3
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三
0
O
ユ
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　図 7 サービスエリアでのごみ発生量の分布
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図 8 パーキングエリアでのごみ発生量の分布

(平成 7年度)

写真 2 ごみ回収作業状況

140
平均 :54.o t /年

2.三芳PA (1F)242
3.羽生PA (上)233
4.三芳PA (上)231
5.羽生PA (1F)194
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ア



ス
エ
リ
ア
で
平
均
一
〇
0
･
四
t

(
一
日
当
た
り
二
七
五

庭
、
九
○
@
の
袋
で
三
四
袋
)、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で
平

均
五
四
･
o
t

(
一
日
当
た
り
一
四
八
鱈
、
九
〇
の
の
袋

で

一
九
袋
)
と
な
っ
て
い
る
。
ご
み
の
発
生
量
の
多
い
エ

リ
ア
は
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
は
、
東
名
の
海
老
名
S
A

(上
り
･
下
り
)、
中
央
道
の
双
葉
S
A

(上
り
･
下

り
)、
談
合
坂
S
A

(下
り
)、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で
は
、

中
央
道
の
石
川
P
A
(上
り
)、
関
越
道
の
三
芳
P
A
(上

り
･下
り
)、
東
北
道
の
羽
生
P
A

(下
り
)
等
関
東
周
辺

の
エ
リ
ア
が
上
位
を
占
め
て
い
る
。

車
両
別
の
ご
み
の
発
生
比
率
を
表
7
に
示
す
。
表
か
ら

類

　

　

　

“化
ノ
カ

]他

し

の
む
し

の

ツ

続
き
ロ
ツ

を

　　
　
　
　
　
　
　
　

.
三
蔓
に
憔
凡
ラ
ン
鰡

耗
ピ
ネ
生
司
ア
ス
ビ
不

口
囮
自
国
国
田
田
口
剛剛不燃その他

100%

図 9 お客様による一次分別の状況
(平成 8年度 守谷SA ･足柄S A ･福山S A )

写真 3 エリアでのごみ箱の例

表 7 利用車両別ごみ発生量

調査年度 査
撤

調

リェ
珍
鯰

ト

者
、
用

車
利

矧
碆

ス
拗

バ
者翳 備 考

ワ･‘H 3 エリア “ 筑

QUH 1lエリア 盟 26

(調査個所 : H 7年度、 安達太良、 蓮田、 那須高原SA

機　
　

原

谷

熊

高
守
北

須

、

、

郡

原

浜

　
　
　

蓮

、
松

　
　
　

　
　
　

安
砂
岸

ノ専用ごみ箱
2

度
度
賀

年

年

多

　　
　　

　

H

H

海

観
光
バ
ス
利
用
者
か
ら
の
発
生
が
平
成
七
年
度
の
調
査
結

果
で
は
三
六
%
、
平
成
八
年
度
の
調
査
結
果
で
は
二
六
%

と
な
っ
て
お
り
平
成
八
年
度
の
調
査
で
は
若
干
減
少
し
て

い
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
平
成
八
年
度
の
調
査

時
点
で
の
立
寄
り
車
両
の
中
で
観
光
バ
ス
の
占
め
る
割
合

は
三
･
八
%
程
度
で
あ
り
約
四
%
の
観
光
バ
ス
が
二
六
%

の
ご
み
を
排
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

エ
リ
ア
の
ゴ
ミ
箱
に
つ
い
て
は
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
、

お
客
様
に
分
別
し
て
ご
み
を
捨
て
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し

写
真
3
に
示
す
よ
う
に
、
缶
用
ご
み
箱
、
瓶
用
ご
み
箱
、

紙
ビ
ニ
ー
ル
用
ご
み
箱
の
三
種
類
の
ご
み
箱
を
設
置
し
て

い
る
。
そ
の
ご
み
箱
に
お
客
様
が
ど
の
よ
う
に
分
別
し
て

捨
て
て
い
た
だ
い
て
い
る
か
を
表
し
た
の
が
図
9
で
あ
る
。

。

図
か
ら
可
燃
物
用
ご
み
箱
で
の
目
的
と
す
る
ご
み
の
割
合

は
、
八
七

･
一
%
、
瓶
用
ご
み
箱
で
は
九
七
･
五
%
、
缶

用
ご
み
箱
で
八
四
･
三
%
と
い
ず
れ
も
高
い
分
別
率
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
紙
ビ
ニ
ー
ル
用
ご
み
箱
に
捨
て
ら

れ
る
ご
み
の
中
に
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ッ
ク
の
小
袋
に

入
れ
て
さ
ら
に
ロ
を
縛

っ
て
捨
て
ら
れ
て
い
る
ご
み
が
多

く
見
ら
れ
、
ご
み
の
分
別
作
業
の
支
障
に
な
っ
て
い
る
。

家
庭
の
生
ご
み
、
粗
大
ご
み
や
事
業
系
等
の
ご
み
は
排

出
者
自
ら
処
理
し
エ
リ
ア
の
ご
み
箱
に
捨
て
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
た
い
。
ま
た
エ
リ
ア
で
ご
み
を
捨
て
る
場
合
に

は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ッ
ク
等
の
小
袋
か
ら
出
し
所
定
の

ご
み
箱
に
分
別
し
て
投
入
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
エ
リ
ア
で
の
分
別
作
業
の
効
率
化
が
図

ら
れ
確
実
な
リ
サ
イ
ク
ル
も
可
能
に
な
り
、
費
用
の
削
減

が
図
ら
れ
れ
ば
、
さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
充
実
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

四

取
り
組
ん
で
い
る
ご
み
の
減
量
策
及
び
作

業
の
効
率
化
“

以
上
述
べ
た
よ
う
に
エ
リ
ア
で
発
生
す
る
ご
み
は
膨
大

で
あ
り
環
境
整
備
作
業
費
の
約
半
数
近
く
を
占
め
て
お
り
、

費
用
の
削
減
の
観
点
か
ら
も
、
地
球
環
境
の
保
全
の
観
点

か
ら
も
発
生
す
る
ご
み
の
減
量
と
ご
み
処
理
作
業
の
効
率

化
を
図
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。
平
成
七
年
度
か
ら
本
格



的
に
取
り
組
ん
で
い
る
ご
み
減
量
策
等
を
表
8
に
示
す
。

こ
れ
ら
の
方
策
は
前
述
し
た
と
お
り
一
定
の
効
果
を
あ
げ

て
い
る
と
い
え
る
。

エ
リ
ア
で
の
ご
み
箱
の
配
置
の
在
り
方
や
ご
み
回
収
の

方
法
を
含
ん
だ
全
体
的
な
エ
リ
ア
で
の
ご
み
処
理
作
業
の

効
率
化
を
図
る
た
め
、
図
4
に
示
す
従
来
か
ら
実
施
し
て

き
た
ご
み
の
処
理
方
法
を
見
直
し
、
図
酸
に
示
す
三
タ
イ

プ
の
新
し
い
ご
み
処
理
シ
ス
テ
ム
を
日
本
道
路
公
団
で
設

置
し
当
協
会
で
運
営
し
て
い
る
。
東
名
足
柄
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア

(上
り
)
の
シ
ス
テ
ム
は
、
平
成
七
年
度
か
ら
導
入

し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
の
リ
サ
イ
ク

ル
カ
ー
ト

(四
五
0
@
)
入
り
の
屋
根
付
き
ご
み
箱
を
設

置
し
、
ご
み
の
回
収
は
こ
れ
ら
の
リ
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ト
ご

と
乗
用
カ
ー
ト
に
接
続
し
仮
置
場
ま
で
運
搬
し
、
転
倒
装

置
で
荷
箱
に
積
み
込
む
方
式
で
あ
り
、
回
収
、
運
搬
、
積

み
込
作
業
の
効
率
化
を
図
る
方
式
で
あ
る
。
な
お
ご
み
箱

で
の
分
別
数
は
処
理
場
で
あ
る
程
度
の
機
械
分
別
が
可
能

で
あ
る
た
め
、
可
燃
と
不
燃
と
の
二
分
別
と
し
て
い
る
。

山
陽
道
福
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

(上
り
)
の
シ
テ
ス
ム
は

平
成
八
年
度
に
導
入
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
エ
リ
ア
一

個
所
に
大
型
の
ご
み
箱

(
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
約
四
、

八
〇
0
@
)
を
設
置
し
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
仮
置

場
ま
で
の
搬
送
は
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
で
自
動
的
に
搬
送

す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
ご
み
箱
で
の
お
客
様
に
よ
る
分

別
は
行
わ
ず
、
仮
置
場
で
補
助
的
に
缶
の
簡
易
分
別
機
を

導
入
し
、
ご
み
の
回
収
と
分
別
作
業
の
効
率
化
を
図
っ
た

表 8 エリアで取り組んでいるごみ減量策等

項 目 内 容 備 考

営業に伴うごみの

減量策

使い捨て容器を陶器性等の反復使

用できる容器に変更

使い捨ての紙コップをメラミン製

のコップに変更

箸袋の使用の抑制

お土産品の簡易包装の徹底

お手洗いでのごみ

の減量策

"
糺

n

減
る

照
勲
掴

を
芻
彊

し
交
鯛

一
し
み

K
鮴
狡

の
終
は

イ
芯
紙

ト

で

芯

年
ご

り

の

よ

t

漏

に

0

削

れ

m
を

こ

間
み

に

の

イ

収

別

サ

回

分

り

別

の
び

進

分
み

及
推

の

ご

化
の

み

る

率

ル

ご

よ

効

ク

み

の

ご

箱
用

み

缶

ご
繊
捌

み

三

ご

の
洲
獺

ー
ご

ニ
用

入

ビ

瓶
導

、

、
面

紙

箱

金 釀
の

弩
み変げ

鑓
瀕
物

舵
糒

分
広

龍図

鰔れ瀬莪ビ鰤
高速道路外から発

生するごみの抑制

鰍拗鰤味莪ビ鰔 弼談繃り
示

汐
鍋

縣
巻

報
所

広

金
図

の

設
鳩
物

鮴
錆

道

り
速
断

高

お

の

の
へ
み

部

込鮠
鷁

み

み

ご

ご
置

10図

図11 広報用ポスター

駐車場側

施 設 側

高速道路外からのゴミの持ち込みは、( 迩
粗大コミや弁当の空き箱等

)
彗暫自家慈公団 (財)道路･設協会

ら取り出して ｢紙･ビニール｣ ｢カン｣
廷

分別
器
収姦行っています。袋か)

　　　　　　　　　　　　
図10 広報看板の提示内容



シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
東
名
牧
之
原
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

(上

エ
リ
ア
の
駐
車
場
で
リ
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ト
か
ら
直
接
運
搬

可
燃
と
不
燃
の
二
分
別
で
お
客
様
に
捨
て
て
も
ら
う
こ
と

り
)
の
シ
ス
テ
ム
は
平
成
九
年
度
に
導
入
さ
れ
た
シ
ス
テ

車
両
に
積
み
込
み
、
回
収
作
業
の
効
率
化
を
図
っ
た
シ
ス

と
し
て
い
る
。

ム
で
あ
り
、
エ
リ
ア
に
は
足
柄
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
と
同
様

テ
ム
で
あ
る
。
牧
之
原
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
も
処
理
場
で

こ
の
三
種
類
の
シ
ス
テ
ム
と
も
現
場
で
の
お
客
様
の
評

R

リ
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ト
入
り
の
屋
根
付
き
ご
み
箱
を
設
置
し
、

あ
る
程
度
の
機
械
分
別
が
可
能
で
あ
る
た
め
エ
リ
ア
で
は

価
は
高
く
、
作
業
環
境
も
大
き
く
改
善
さ
れ
て
い
る
こ
と

□ → 処分場･
｢

箱

、

荷転轍機で 荷箱 アームロール車に
荷箱に積込み 荷箱を積込み運搬

< 仮置場で簡易分別機で分別>

) ÷』 処分蜴　　
　　

　

>

運

収

で

回

ト

<

-

　　　
乗用カートで運搬

< 仮置場で転倒機で積込み>蚕
食
/

/
で

45
力

&

袋
お
客
様
は

&
鮭

客
様
る
別

べ
に

)
開

　
　

　　
　　　

工
は

ベルコンで自動的 簡易分別機で分別し, 袋詰し
に仮置場に運搬 トラックに人力箔込み

か
ら
、
今
後
の
エ
リ
ア
の
ご
み
処
理
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方

の
検
討
の
た
め
に
も
運
営
実
態
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等

の
検
証
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

五

お
わ
り
に

高
速
道
路
等
に
お
け
る
エ
リ
ア
の
清
掃
や
ご
み
処
理
の

現
況
を
紹
介
し
た
が
、
エ
リ
ア
の
環
境
整
備
は
高
速
道
路

全
体
の
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
も
非
常
に
重
要
な
業
務

で
あ
る
。
し
か
し
、
作
業
そ
の
も
の
は
人
力
に
よ
る
作
業

が
大
半
で
あ
り
い
わ
ゆ
る
三
K
の
職
場
そ
の
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
労
務
費
の
高
騰
に
よ
り
費
用
は
増
加
傾
向
を
示

し
て
お
り
、
作
業
環
境
の
改
善
と
経
費
削
減
の
た
め
に
も

さ
ら
に
作
業
の
効
率
化
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
と

も
に
、
エ
リ
ア
で
発
生
す
る
ご
み
に
つ
い
て
も
関
係
す
る

皆
様
方
や
お
客
様
の
さ
ら
な
る
御
協
力
の
下
ご
み
の
減
量

に
努
め
、
快
適
な
エ
リ
ア
環
境
を
保
持
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

圓全壊
鱈
図12 新しいごみ処理システムの概要

一 - → 処分場

バツ カ ー 車 に
直接機込み

転倒機で

分
別
せ
ず

多
大

お
客
様
2
分
別



規
制
緩
和
推
進
謝
画
の
再
轢
筵

道
路
局
路
政
課

は
じ
め
に

平
成
九
年
三
月
二
八
日
、
｢規
制
緩
和
推
進
計
画
の
改
定

に
つ
い
て

(平
成
八
年
三
月
二
九
日
閣
議
決
定
)
の
改
定

が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
は
、
我
が
国
経
済
社
会

の
抜
本
的
な
構
造
改
革
を
図
り
、
国
際
的
に
開
か
れ
、
自

己
責
任
原
則
と
市
場
原
理
に
立
つ
自
由
で
公
正
な
経
済
社

会
と
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
①
内
外
価
格
差
の

縮
小
等
に
よ
り
国
民
生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
す
②
内
需

拡
大
や
輸
入
促
進
、
事
業
機
会
の
拡
大
等
を
図
り
、
国
際

的
調
和
の
実
現
に
資
す
る
③
国
民
負
担
の
軽
減
、
行
政
事

務
の
簡
素
化
を
図
る
等
の
観
点
か
ら
、
規
制
緩
和
等
を
計

画
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の

で
、
昨
年
の
改
定
に
続
き
、
平
成
七
年
度
か
ら
平
成
九
年

度
ま
で
の
三
か
年
の
計
画
期
間
の
｢規
制
緩
和
推
進
計
画
｣

と
し
て
再
改
定
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
今
回
の
再
改
定
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
項
目
の

う
ち
、
道
路
行
政
に
関
係
す
る
項
目
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

今
回
の
再
改
定
ま
で
の
動
き

昨
年
の
改
定
か
ら
今
回
の
再
改
定
ま
で
の
規
制
緩
和
の

流
れ
を
整
理
し
た
も
の
が
、
表
1
で
あ
る
。

建
設
省
関
係
で
は
、
平
成
八
年
一
〇
月
一
日
現
在
ま
で

に
昨
年
の
改
定
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
一
三
八
項
目
の
う

ち
一
〇
八
項
目
に
つ
い
て
措
置

(措
置
済
八
八
項
目
･
一

部
措
置
済
二
〇
項
目
)
し
て
き
た
が
、
内
外
の
団
体
等
の

意
見
･
要
望
を
積
極
的
に
聴
取
し
、
平
成
八
年
一
一
月
に

｢規
制
緩
和
等
に
関
す
る
意
見
･
要
望

(未
定
稿
)
に
つ

い
て
｣
を
と
り
ま
と
め
、
平
成
九
年
一
月
に
検
討
状
況
に

つ
い
て
中
間
公
表
を
行
っ
た
。
こ
の
中
間
公
表
対
象
事
項

表

平

成

八

年

月

月

月

月

月

月

建

見

ず

申

を

(

の

関

具

｣

d

調
進
親
難

定
勒

縦
鱗
跨
見

決
"

和

和

一
意

鱗舞
騨

か難猿鱒拙癩鱗鰐
饑

定

見

を

平
会
に
で

制

閣

改

意

)

｢

員

理

意

規

J

の

る

望

り

委

総

創

｢

ム

画

ず

要

よ

親

り

-
た

ラ

計

関

た

会

が

よ

)

れ

グ

進
に

れ

員

｣
会
次
ら

口

推
等
ら
委
て
員
2

せ

プ

和
和
せ

小

い

委
第
寄

革

緩

緩

寄

和

つ
革
(

に

改

制

制

に

緩

に
政

見

庁

政

規
規
省
制
し
政
意
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表
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｢
｢
設
規
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行
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総
公
｢

九

年

nn]
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14
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月

月

14
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槻

臟

検
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賄
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酌

朧
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再

樅
酌

鯏
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推

槻

瀰
饑
舒
蹴

建

を

｢



に
つ
い
て
は
、
建
設
省
所
管
の
規
制
に
係
る
も
の
に
つ
い

て
の
内
容
の
重
複
を
避
け
つ
つ
整
理
し
、
そ
の
事
項
数
は
、

七
三
団
体
か
ら
の
二
〇
一
件
と
な
っ
た
。
そ
の
内
訳
は
、

措
置
済
･検
討
予
定
八
一
件
、
検
討
中
二
件
、
措
置
困
難
･

そ
の
他
一
一
八
件
と
な
っ
た
。
(｢措
置
困
難
｣
は
①
安
全

上
、
防
災
上
の
最
低
基
準
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
も
の
、

②
環
境
保
全
等
の
観
点
か
ら
現
行
の
基
準
が
最
低
限
必
要

で
あ
り
、
一
律
の
緩
和
は
困
難
で
あ
る
も
の
等
に
よ
り
規

制
緩
和
推
進
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と
が
困
難
な
も
の
で
あ

る
。
｢そ
の
他
｣
は
意
見
･要
望
の
内
容
が
誤
解

(事
実
誤

認
等
)
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
)

行
政
改
革
委
員
会
か
ら
は
、
平
成
八
年
三
一月
に
総
理

大
臣
に
対
し
て

｢規
制
緩
和
の
推
進
に
関
す
る
意
見

(第

二
次
)
-
創
意
で
造
る
新
た
な
日
本
-
｣
が
意
見
具
申
さ

れ
、
同
月
二
五
日
、
行
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、
同
意
見

を
最
大
限
に
尊
重
し
て
、
平
成
八
年
度
末
ま
で
に
規
制
緩

和
推
進
計
画
を
再
改
定
し
、
規
制
緩
和
を
計
画
的
に
推
進

す
る
こ
と
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
道
路
関
係
で
は
運
輸
関

係
分
野
で

｢鉄
道
施
設
、
送
電
線
施
設
等
に
係
る
各
種
占

用
手
続
き
に
つ
い
て
｣
が
項
目
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
た
。

こ
れ
ら
の
後
、
内
外
か
ら
の
意
見
･
要
望
を
踏
ま
え
つ

つ
、
行
政
改
革
委
員
会
の
意
見
を
最
大
限
尊
重
し
て
、
新

た
な
規
制
緩
和
策
を
積
極
的
に
盛
り
込
む
と
と
も
に
、
平

成
九
年
度
が
本
計
画
の
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
既

に
計
上
さ
れ
て
い
る
項
目
に
つ
い
て
も
実
施
内
容
の
明
確

化
、
実
施
時
期
の
前
倒
し
等
を
図
り
な
が
ら
、
各
省
庁
に

お
け
る
更
な
る
検
討
及
び
他
省
庁
等
と
の
調
整
等
を
経
て
、

平
成
九
年
三
月
二
八
日
に
、
新
規
項
目
に
約
八
九
〇
項
目

を
含
む
合
計
約
ニ
ト
八
二
三
項
目
の
再
改
定
計
画
が
閣
議

決
定
さ
れ
た
。

建
設
省
関
係
で
は
、
既
定
計
画
一
三
八
項
目
に
、
新
た

に
四
一
項
目
を
計
画
に
盛
り
込
み
、
計
画
再
改
定
後
の
関

係
項
目
数
は
一
七
九
項
目
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
一
部

措
置
済
ま
た
は
措
置
済
は
一
三
ニ
項
目
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
道
路
関
係
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
一
項
目
を
盛
り

込
ん
だ
二
八
項
目
で
、
内
訳
は
一
部
措
置
済
ま
た
は
措
置

済
二
○
項
目
、
未
措
置
七
項
目
、
新
規
一
項
目
と
な
っ
て

い
る

(表
2
)
。

平
成
九
年
度
は
本
計
画
の
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
計
画
に
つ
い
て
、
今
後
も
規
制
緩
和
が
積
極
的

に
推
進
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。



表 2 ー

運輸関係 情報 ･ブ重信関係 住宅 ･ 土地関係

乗
合
バ
ス
事
業
に
係

る
道
路
管
理
者
の
意

見
徴
収

二
次
占
用
に
係
る
道

路
占
用
許
可

C
A
T
V
事
業
用
電

線
の
共
同
溝
の
使
用

C
A
T
V
事
業
者
の

道
路
占
用
許
可

電
気
通
信
事
業
者
の

道
路
占
用
許
可

道
路
損
害
予
防
義
務

に
係
る
許
可
申
請

道
路
管
理
者
以
外
の

者
が
行
う
道
路
工
事

承
認
に
係
る
申
請
書

様
式

道
路
を
占
用
す
る
導

管
、
制
圧
器
等
の
協

議 道
路
に
お
け
る
鉄
道

施
設
、
送
電
施
設
、

送
電
施
設
等
に
係
る

占
用
手
続

事

項

名

路
線
を
定
め
る
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
免
許
等
に
際
し
て
の
道

路
管
理
者
の
意
見
の
徴
収
を
不
要
と
す
る
場
合
を
追
加
す
る
。

い
わ
ゆ
る
二
次
占
用
に
係
る
道
路
占
用
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
見

直
し
を
行
う
。

C
A
T
V
事
業
用
電
線
の
共
同
溝
の
使
用
の
可
否
に
関
す
る
検
討

を
行
う
。

⑲

C
A
T
V
事
業
者
に
よ
る
道
路
占
用
に
つ
い
て
は
、
添
付
書
類

の
簡
素
化
を
図
る
と
と
も
に
、
第
一
種
電
気
通
信
事
業
者
に
準
じ

て
許
可
を
与
え
る
こ
と
と
す
る
。

④

C
A
T
V
な
ど
占
用
期
間

｢三
年
以
内
｣
と
さ
れ
て
い
る
占
用

物
件
に
つ
い
て
占
用
期
間
の
延
長
を
行
う
。

C
A
T
V
の
普
及
状
況
を
踏
ま
え
、
将
来
的
に
は
占
用
期
間
の

一
層
の
延
長
を
検
討
す
る
。

電
気
通
信
事
業
者
に
よ
る
道
路
占
用
に
つ
い
て
、
手
続
の
一
層
の

簡
素
化
を
図
る
。

道
路
の
沿
道
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
等
の
道
路
損
害
予
防
義
務

に
係
る
許
可
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
調
整
を
図
っ
た
上
、
申
請
書

類
の
簡
素
化
、
処
理
の
迅
速
化
を
図
る
。

道
路
管
理
者
以
外
の
者
が
道
路
管
理
者
の
承
認
を
受
け
て
行
う
道

路
工
事
を
実
施
す
る
際
の
申
請
書
に
つ
い
て
、
運
用
実
態
の
調
査
を

行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
統
一
様
式
を
策
定
す
る
。

一
定
の
高
圧
ガ
ス
の
供
給
施
設
に
係
る
道
路
占
用
許
可
の
建
設
本

省
へ
の
事
前
協
議
を
廃
止
す
る
。

道
路
法
第
二
〇
条
及
び
第
三
一
条
に
係
る
鉄
道
施
設
に
つ
い
て
は
、

道
路
管
理
者
と
鉄
道
事
業
者
と
の
協
議
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
施
設
と
一
体
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
物
件
に
つ
い
て
は
、
許

可
手
続
き
を
不
要
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
徹
底
を
図
る
。

ま
た
、
占
用
期
間
に
つ
い
て
の
所
定
の
期
間
内
で
の
長
期
化
、
占

用
許
可
の
更
新
手
続
の
簡
素
化
を
図
る
。

措

置

内

容

措
置
済

七
年
五
月
八
日

措
置
済

七
年
一
〇
月
二
五

措
置
済

八
年
三
月
二
九
日

措
置
済

八
年
三
月
二
九
日

平
成
七
年
度

実

施

予

定

時

期

措
置
済

九
年
三
月
一
四
H

措
置
済

八
年
六
月
二
八
日

措
置
済

九
年
三
月
二
五
日

措
置
済

九
年
三
月
二
五
日

平
成
八
年
度

九
年
度

九
年
四
月

平
成
九
年
度

許
可
、
認
可
等
の
整
理
及
び
合

理
化
の
た
め
の
運
輸
省
関
係
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に

よ
る
道
路
運
送
法
の
一
部
改
正

等 道
路
局
路
政
課
長
通
達

道
路
局
長
通
達

道
路
局
路
政
課
長
通
達

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令

C
A
T
V
の
普
及
状
況
を
踏
ま

え
、
将
来
的
に
は
延
長
を
検
討

道
路
局
路
政
課
事
務
連
絡

道
路
局
路
政
課
事
務
連
絡

道
路
局
路
政
課
長
通
達

道
路
局
長
通
達

備

考

4
②
⑫

2
⑨
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2
③
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⑨
②
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2
⑨
②
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2
③
①

1
㈱
⑪

1
㈱
⑲

1
同
⑨

新
規

改
定
計
画

と
の
関
係

運
輸
省

建
設
省

建
設
省

建
設
省

建
設
省

建
設
省

建
設
省

建
設
省

建
設
省

建
設
省

建
設
省

所
管
省
庁

表
具
ス
事
業
に
係

路
線
を
定
め
る
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
免
許
等
に
際
し
て
の
道

措
置
済

許
可
･

認
可
等
の
整
理
及
び
合

48

運
輸
省

皺

る
道
路
管
理
者
の
意

路
管
理
者
の
意
見
の
徴
収
を
不
要
と
す
る
場
合
を
追
加
す
る
。

七
年
五
月
八
日

理
化
の
た
め
の
運
輸
省
関
係
法

建
設
省

道

係

る
道
路
管
理
者
の
意

路
管
理
者
の
意
見
の
徴
収
を
不
要
と
す
る
場
合
を
追
加
す
る
。

七
年
五
月
八
日

嗣
見
徴
収

運

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に

よ
る
道
路
運
送
法
の
一
部
改
正

斎

等



表 2 ー 2

運輸関係

鉄
道
･
軌
道
財
団
に

係
る
規
制

一
般
自
動
車
道
の
工

事
着
手
の
届
出
等

特
殊
車
両
通
行
許
可

に
お
け
る
審
査

危
険
物
積
載
車
両
に

係
る
規
制

海
上
コ
ン
テ
ナ
の
道

路
輸
送
に
係
る
規
制

分
割
可
能
貨
物
を
積

載
し
た
車
両
に
係
る

規
制

特
殊
車
両
通
行
許
可

限
度

デ
ュ
ア
ル
モ
ー
ド
型

交
通
シ
ス
テ
ム
に
係

る
諸
規
制

③

軌
道
財
団
に
係
る
抵
当
権
の
設
定
又
は
変
更
の
認
可
を
廃
止
す

る
等
の
規
制
緩
和
を
行
う
。

⑲

自
動
車
道
事
業
者
が
、
運
輸
大
臣
及
び
建
設
大
臣
の
指
定
し
た

期
間
内
に
一
般
自
動
車
道
の
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
必
要
な
一
般
自
動
車
道
の
工
事
着
手
期
間
の
伸
長
の
届
出

を
廃
止
す
る
。

@

自
動
車
道
事
業
者
が
、
一
般
自
動
車
道
を
設
置
し
よ
う
と
す
る

場
合
の
工
事
着
手
の
届
出
を
廃
止
す
る
。

特
殊
車
両
通
行
許
可
の
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
、
電
子
フ
ァ
イ
ル

に
よ
る
通
行
許
可
申
請
、
パ
ソ
コ
ン
を
用
い
た
通
行
許
可
算
定
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
図
る
。

危
険
物
積
載
車
両
の
水
底
ト
ン
ネ
ル
等
の
通
行
規
制
に
つ
い
て
、

一
般
交
通
へ
の
影
響
の
回
避
、
交
通
の
安
全
の
確
保
を
前
提
に
エ
ス

コ
ー
ト
方
式
の
導
入
等
に
よ
る
緩
和
の
可
否
を
検
討
す
る
。

物
流
上
重
要
な
路
線
に
つ
い
て
、
道
路
整
備
を
勧
め
、
特
殊
車
両

通
行
許
可
に
よ
り
、
I
S
O
規
格
の
四
〇
フ
ィ
ー
ト
及
び
二
〇
フ
ィ

ー
ト
コ
ン
テ
ナ
を
フ
ル
積
載
し
た
状
態
で
の
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
通

行
を
可
能
と
す
る
。

な
お
、
迂
回
路
の
確
保
等
一
定
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
れ

ば
、
当
該
路
線
に
お
け
る
フ
ル
積
載
を
可
能
と
す
る
。

バ
ン
型
等
の
車
両
と
同
様
に
、
貨
物
の
落
下
等
の
恐
れ
の
な
い
一

定
の
構
造
を
有
す
る
ト
レ
ー
ラ
に
つ
い
て
、
特
殊
車
両
通
行
許
可
の

対
象
と
す
る
。

道
路
整
備
状
況
に
応
じ
、
高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
け
る
特
殊
車

両
の
通
行
許
可
の
限
度
重
量
の
引
上
げ
を
行
う
。

｢軌
道
法
｣
と

｢道
路
運
送
車
両
法
｣
の
双
方
の
適
用
を
受
け
る

車
両
等
に
係
る
規
制
に
つ
い
て
は
、
二
重
の
規
制
と
な
っ
て
事
業
者

に
過
度
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
調
整
を
図
る
。

措
置
済

七
年
五
月
八
日

措
置
済

七
年
四
月
一
日

措
置
済

七
年
四
月
一
日

措
置
済

八
年
三
月
二
九
日

措
置
済

八
年
七
月
一
〇
日

措
置
済

九
年
二
月

(エ
ス
コ
ー
ト
方

式
に
つ
い
て
検
討

結
果
取
り
ま
と

め
)

九
年
度
末

九
年
度
末

九
年
度

許
可
、
認
可
等
の
整
理
及
び
合

理
化
の
た
め
の
運
輸
省
関
係
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に

よ
る
鉄
道
抵
当
法
の
一
部
改
正

等 許
可
、
認
可
等
の
整
理
及
び
合

理
化
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
道

路
運
送
法
一
部
改
正

許
可
、
認
可
等
の
整
理
及
び
合

理
化
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
道

路
運
送
法
一
部
改
正

建
設
省
令

エ
ス
コ
ー
ト
方
式
以
外
の
方
法

に
よ
る
通
行
の
可
否
に
つ
い
て

今
後
検
討

物
流
上
重
要
な
路
線
に
つ
い
て
、

I
S
O
規
格
フ
ル
積
載
に
対
応

で
き
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

整
備

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
長
通

達

4
の
⑪
⑬

4
㈱
①
⑲

4
@
①
@

4
③
⑥

4
⑤
④

4
③
③

4
◎
②

4
㈱
①

4
②
⑳

運
輸
省

建
設
省

運
輸
省

建
設
省

運
輸
省

建
設
省

建
設
省

建
設
省

運
輸
省

建
設
省

建
設
省

建
設
省

運
輸
省

建
設
省

鉄
道
･
軌
道
財
団
に

③

軌
道
財
団
に
係
る
抵
当
権
の
設
定
又
は
変
更
の
認
可
を
廃
止
す

措
置
済

許
可
、
認
可
等
の
整
理
及
び
合

4
の
⑪
⑬

運
輸
省

係
る
規
制

る
等
の
規
制
緩
和
を
行
う
。

七
年
五
月
八
日

理
化
の
た
め
の
運
輸
省
関
係
法

建
設
省

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に

よ
る
鉄
道
抵
当
法
の
一
部
改
正

等



輪
係

連
関

鉄
道
･
軌
道
財
団
に
係
る
規
制

事

項

名

◎

軌
道
財
団
に
係
る
財
産
目
録
の
様
式
に
つ
い
て
、
記
載
方
法
の
適
正
化
、
記
載
項
目
の
削
減
等
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

措

置

内

容

七
年
九
月
二
九
日

実
施
時
期

運
輸
省

建
設
省

所
管
省
庁

○
そ
の
他
の
措
置
済
事
項

エネルギー関係
係

･
関

準
証

基
認

運輸関係

熱
供
給
導
管
の
共
同

構
の
使
用

熱
供
給
導
管
の
道
路

占
用
許
可

ガ
ス
導
管
、
地
中
電

線
類
の
埋
設
深
さ

水
力
発
電
所
の
水
路

等
に
係
る
道
路
占
用

許
可

特
殊
自
動
車
に
関
す

る
輪
荷
重
規
制

鉄
道
事
業
者
の
道
路

管
理
者
と
の
交
差
協

議
に
よ
る
道
路
占
用

許
可
手
続

鉄
道
の
道
路
へ
の
敷

設
に
係
る
許
可
申
請

手
続

軌
道
法
と
鉄
道
事
業

法
の
整
合
性

熱
供
給
導
管
の
共
同
溝
の
使
用
に
関
す
る
検
討
を
行
う
。

熱
供
給
導
管
の
道
路
占
用
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
義
務
占
用
物
件

に
準
じ
て
許
可
を
与
え
る
こ
と
と
す
る
。

ガ
ス
導
管
、
地
中
電
線
類
の
埋
設
深
さ
に
つ
い
て
、
道
路
構
造
の

保
全
の
観
点
等
を
踏
ま
え
て
、
技
術
的
検
討
を
実
施
し
、
基
準
の
緩

和
の
可
否
を
検
討
す
る
。

直
轄
国
道
に
係
る
道
路
占
用
許
可
事
務
手
続
の
簡
素
化
を
行
う
。

特
殊
自
動
車

(
ロ
ー
ド
ロ
ー
ラ
ー
)
に
関
す
る
輪
荷
重
規
制
に
つ

い
て
、
使
用
実
態
、
構
造
等
を
把
握
し
、
そ
の
把
握
結
果
を
踏
ま
え

緩
和
す
る
。

道
路
に
鉄
道
を
交
差
す
る
場
合
の
踏
切
道
の
新
設
又
は
改
築
に
関

し
て
、
道
路
管
理
者
と
鉄
道
事
業
者
の
交
差
協
議
を
道
路
占
用
許
可

に
替
え
る
取
扱
い
に
つ
い
て
、
そ
の
趣
旨
の
徹
底
を
図
る
。

審
査
期
間
等
の
短
縮
が
図
れ
る
よ
う
許
可
の
条
件
を
見
直
し
、
許

可
手
続
の
簡
素
化
を
図
る
。

鉄
道
及
び
軌
道
の
特
性
に
配
慮
し
つ
つ
、
両
者
の
整
合
性
確
保
の

た
め
の
改
善
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
関
係
機
関
に
お
い
て
調

整
を
図
る
。

措
置
済

八
年
三
月
二
九
日

措
置
済

八
年
六
月
二
八
日

一部
措
置
済

(土
木
研
究
所
に

お
い
て
、
埋
設
物

件
の
浅
層
化
に
係

る
実
験
を
実
施
)

八
年
度

(検
討
開
始
)

措
置
済

九
年
三
月
二
五
日

措
置
済

九
年
三
月
二
四
日

九
年
度

九
年
度

九
年
度

九
年
度

道
路
局
路
政
課
長
通
達

道
路
局
路
政
課
事
務
連
絡

道
路
局
路
政
課
長
通
達

道
路
局
路
政
課
長
通
達

7
の
③

7
初
②

7
◎
③

7
㈱
⑲

5
の
湘
⑰

4
の
⑯

4
の
⑮

4
初
⑫

建
設
省

建
設
省

建
設
省

建
設
省

運
輸
省

建
設
省

建
設
省

建
設
省

運
輸
省

建
設
省

運輸関係



道
路
管
理
瑕
疵
訴
訟
判
例
の
動
向
第
三
国
)

盡
不
全
に
関
す
る
事
故

高

鍋

誠
治

④

側
溝
の
蓋
に
隙
間
が
あ
り
、
そ
の
隙
間
に
起
因
し

た
事
故

⑤

蓋
が
破
損
あ
る
い
は
外
れ
て
い
た
た
め
に
起
こ
っ

た
事
故

⑥

車
両
が
蓋
に
乗
っ
た
と
き
、
蓋
が
跳
ね
た
た
め
に

起
こ
っ
た
事
故

⑦

マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
が
路
面
よ
り
も
盛
り
上
が
っ
て

い
た
た
め
起
こ
っ
た
事
故

⑧

マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
の
構
造
に
問
題
が
あ
っ
た
た
め

起
こ
っ
た
事
故

こ
れ
ら
を
一
覧
表
に
し
ま
す
と
表
1
の
と
お
り
に
な
り

ま
す
。

全
体
の
傾
向
と
し
て
平
成
に
入
っ
て
か
ら
の
判
決
が
少

な
い
こ
と
が
目
を
引
き
ま
す
。

一
は
じ
め
に

今
回
は
蓋
不
全
に
関
す
る
事
故
の
判
例
に
つ
い
て
考
察

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の

｢蓋
不
全
｣
の
定
義
で
す
が
、
こ
こ
で
は
、
側
溝

の
蓋
が
も
と
も
と
な
か
っ
た
も
の
や
蓋
が
破
損
し
て
い
た

も
の
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
が
破
損
し
て
い
た
も
の
や
盛
り

上
が
っ
た
り
し
て
い
た
も
の
、
蓋
に
車
両
が
乗
っ
た
と
き

に
蓋
が
跳
ね
た
も
の
な
ど
を
定
義
し
て
い
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
蓋
が
な
か
っ
た
た
め
に
道
路
脇
の
用
水

路
に
転
落
し
た
事
件
な
ど
は
、
第
一
回
目
で
検
討
し
ま
し

た

｢防
護
柵
｣
の
事
件
と
よ
く
似
た
形
態
を
示
す
も
の
も

多
く
、
両
者
の
分
類
が
難
し
く
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は

判
決
に
お
い
て

｢蓋
｣
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
れ
ば
今
回

の
検
討
に
入
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
防
護
柵
の
設
置
の

必
要
性
に
触
れ
て
い
る
判
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
防
護
柵

の
判
例
を
検
討
す
る
際
に
は
蓋
不
全
の
事
件
に
も
目
を
通

さ
れ
た
方
が
万
全
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

二

事
件
(事
故
)
の
分
類

今
回
も
前
回
と
同
じ
よ
う
に
蓋
不
全
の
事
故
を
さ
ら
に

細
分
化
し
た
上
で
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
以
下
の
と
お
り
八
つ
の
類
型
に
分
類
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

①

側
溝
や
用
水
路
に
も
と
も
と
蓋
が
な
か
っ
た
た
め

転
落
し
た
事
故

(大
人
)

②

側
溝
や
用
水
路
に
も
と
も
と
蓋
が
な
か
っ
た
た
め

転
落
し
た
事
故

(子
供
)

③

側
溝
に
蓋
が
あ
る
部
分
と
な
い
部
分
が
あ
り
、
な

い
部
分
に
転
落
し
た
事
故



こ
の
原
因
と
し
て
は
ま
ず
第
一
に
道
路
管
理
の
水
準
が

上
が
っ
て
き
た
た
め
に
、
上
記
の
よ
う
な
事
故
自
体
が
減

少
し
て
き
た
こ
と
と
、
次
に
示
談
に
よ
る
解
決
が
増
え
て

き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

三

側
溝
や
用
水
路
に
も
と
も
と
蓋
が
な
か
つ

を
定
め
転
落
し
左
事
故
(大
人
)

こ
の
分
類
は
い
わ
ゆ
る

｢無
蓋
側
溝
｣
の
事
故
と
通
称

さ
れ
る
事
故
で
す
。
こ
こ
で

｢大
人
｣
と

｢子
供
｣
に
さ

ら
に
分
け
た
の
は
、
子
供
に
つ
い
て
は
遊
び

･
ふ
ざ
け
な

ど
の
予
測
不
可
能
な
行
為
が
多
く
、
判
例
と
し
て
検
討
す

る
に
は
別
の
要
素
が
多
い
と
考
え
ら
れ
た
た
め
右
記
の
分

類
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

①前
橋
地
裁

昭
和
四
六
年
三
月
一
六
日

有
責

(過
失
相
殺
四
割
)

判
決
要
旨

酩
酊
者
が
自
転
車
で
閣
渠
部
に
落
下

状

況

9

-六
四
六
六

例
規
葉
巻
･
頁

群
馬
国
道
一
七
号
水
路
自
転

車
転
落
事
件

事

件

名

一
名
死
亡

有
貴

四
割

被
害

結
果

過
失
相
殺

直
轄
国
道

道
路
種
別

1

当
該

近
の
地
多

す
る
者
は

自
転
車
、

場
所
に
は

は
車
道
と

が
困
難
で
そ
の
付

↓
該
現
場
を
通
行

む
危
険
性
が
あ
り

ず
カ

ー

莇

た
が
当
該

当
該
歩
道

鞠

学
専
用
道

活

ま
れ
に
あ

　

路
｣
と
い
う
標
識
は
立
っ
て
い
た
が
、
自
転
車
の
通
行
も
ま
れ
に

っ
た
。

2

通
行
者
が
少
し
注
意
を
欠
く
と
開
渠
部
分
に
転
落
す
る
危
険
性
が

表 1 蓋不全
分
類

巻
数 ページ 事 件 名 路

別 状 況 階 課 失
投

過
相 最終審 年月月 前 審 年月ロ 前々 審 年月日

“T"‘1- QJ 鰍
群馬国道17号水路自転
車転落事件

轄
道

両
国 酩酊者が自転車で開渠部に落下 雑 被 鰤 前橋地裁

糒 ふt1 m 期 鮫事ニコニ}ラ側昔ィ･全中両横転事件 離 溢水していたため有萱と誤認して
落下

両
害

中
損 責有 劉 東京高裁

蹴
東京地裁

蹴11 m 鼾 奈良市道用水路歩行者
転落水死事件 鑓 溢水のため、路面との識別不可能 燧 犢 卿 奈良地裁

鰊増･くま m か
こ

657
609

宮城国道113号水路歩
行者転落事件 繊麗

用水路上の橋(24条工事)から落
下 楚 費無 仙台高裁

噂
仙台地裁

蹴'｣ m 鼾 堺市道側溝歩行者転落
事件 市道 交差点で右折車を避けようとして

落下 蟻 無 大阪高裁

鞠,4 m 鼾
,

小林市道水路歩行者転
落事件 纈 袋柵のない水路に歩行中転落 蟻 貴有 翻 宮崎地裁 H 3. 7.26

14 約 鼾 稚内中班…蒋問簿自転車転倒事件 道Lケー
被用自転車が派き1ocmの側溝に
下 婚 責無 旭川地裁 H 5, 2. 9

m 鯖 徳島県道側溝原付転倒
事件 県道 大型車との接触を避けようとして

落下 協 積 鰤 徳島地裁

硼11 12 鬱
直〃=】岨1制鱒歩行者転
落事件 市道 対向車両の照明に幻惑され舟盈隅-

溝に転落した 蟻 責無 福岡地裁

鰓リム m 蟹 鹿児島市道無蓋側溝児
童転落事件 漣 設けていた鉄柵が徐々 になくなっ

ていた 粍 積 れ 鹿児島地裁

飜リレ m 鼾 恵庭市道用水路児童転
落事件 纜 防護柵がない用水路に転落、死亡 雑 貴無 最 高 裁

鰄
札幌高裁

蹴
札幌地裁

銑り“ m 鼾 古屋市道側溝児童転
事件 市道 童が側溝に足を入れて遊び、落 雑 責無 名古屋地裁

檮リム m 艀 名古屋市道冠水側溝児
童転落事件 道市 集中豪雨時に側溝に転落水死 粍 斉一〆三… 名古屋地裁

稼hD m 群 山ロ国道262号用水路
臼導云車転落事件

助
道

補
国

用水路の蓋なし部分で自転車が落
下 婚 積 鋼 ul n地裁

,QJ 12 鵺鶴
山梨国道20号側溝ロ転
車転落事件

轄
道
･

直
同

なくなった部分の無蓋艇身腕雑 磧 鰤 裁高京東

* 繊ば什中 幼QU 12 艀 藷事件 嘲 無萱同瀧に転落(虹Y各防報謝は破損) 傷負 …員有 れ 栽地京東

*hD m 蟹 香川同道32鰯刺すイ削減
転落輸事件

轄
道

直
国

製蓋が交差点部分に限りなか 婚 貴無 栽高松高

●
栽地松高

棚イ, Qし艀 崎国道10号側溝蓋隙
転落事件 離 叢27cmの隙間に 協 被 第 栽地崎官

鰄連篭 m 艀 美原町道グレーチンク隙間自転車転倒事件 碗 グレーチングの隙間が4.2cmあった 蟻 硝 れ 栽地阪大 鋭L･元H

rb q〉“
千葉国道6号無蓋街渠
事件

轄
道

直
国 バイクが無蓋側溝に気づき転倒 疑 積 鰤 栽地京東

纖尺J QU 瀞 nR李='i旦ト水桝蓋不全事件 禰 左後輪が破損した桝に落下 雑 砿 糺 栽地本熊

纖尺･U QJ 鼾 東京国道246号通風n
転落事件

館
道 はずされていた開口部に 雑 責無 裁地京東

鰊に･U “ 群 長野県道歩行者歩道下
水路転落事件 随 歩行者が蓋を踏んだ際、蓋がはず

れ転落 棒 額 れ 裁地野長

蹴ro QJ 鼾 葉県道側溝蓋陥没臼
車転倒事件 贓 自転車が側溝蓋の陥没部分で転倒 蟻 績 剛 栽高｣尿東

雙 鱗榛 蹴に･U OV 鰭 大阪国道170号側溝歩
行者転落事件

助
道

捕
国

歩行者がずれた鉄板の隙間から
下

名
傷
1
負 責無 栽高阪大

蹴 饑顯 蹴RU 13 猛“視 名瀬市道制水弁鉄蓋不
全事件 道市 二輪車が通過した際蓋が持ち上が

って転倒した 蟻 積 姐 臟鵜 $套U 野 欝 束名高速道路足柄S A
側溝蓋不全事件

料
路

有
道

車両が鉄製蓋を跳ね上げ、蓋がバ
スの乗客に激突

名
傷
1
負 織 泓 裁地阜岐

飜"′ 13 礎 神奈川県道マンホール並不全事件 県道 蓋が熱面より15cm高くなっていた
ため損傷した

両
舎

車
損 禎 栽地浜横

靴ワー 第 雜7394 岡卿県道マンホール蓋
不全単車転倒事件 願 原付が約1ocm突き出たマンホール

の蓋で転倒した 錘 檄 獅 裁地山岡

幼×̂) OV 鼾 福岡県道マンホール板転倒事件 賄 蓋の6cmのくぼみに転倒
名
傷
1
負 額 創 栽地岡福

緘nb 蜷
"
“

73
10
--

音羽町道マンホール蓋不全児童転落事件 随 児童がマンホールに転落した(蓋
は重さ17kgであった) 絶 舶 偽

割 繊蝿 彎



考
え
ら
れ
る
状
況
に
あ
り
な
が
ら
、
設
置
の
際
防
護
柵
を
設
け
ず
、

③

ま
た
事
故
発
生
ま
で
防
護
柵
を
設
置
し
な
い
で
放
置
し
た
こ
と
は
当

該
道
路
が
通
常
備
え
る
べ
き
安
全
性
に
欠
け
て
い
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
設
置
又
は
管
理
に
つ
き
瑕
疵
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

3

道
路
の
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て
は
道
路
管
理
者
の
過
失

を
要
し
な
い
。

4

被
害
者
は
当
然
払
う
べ
き
前
方
注
視
義
務
を
怠
っ
て
お
り
、
一
割

の
過
失
相
殺
を
行
う
。

(地
裁
判
決
要
旨
)

1

激
し
い
降
雨
に
は
た
び
た
び
溢
水
し
、
路
面
と
排
水
溝
の
識
別
が

困
難
と
な
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
通
行
車
両
の
排
水
溝
へ
の
落
輪
を

防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
を
欠
く
と
き
は
、

道
路
の
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
備
え
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
、

損
害
賠
償
責
任
を
負
う
。

2

運
転
者
と
し
て
は
、
冠
水
し
て
い
る
部
分
か
ら
、
前
方
の
排
水
溝

部
分
が
無
蓋
で
あ
る
こ
と
を
看
取
し
得
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

点
に
つ
き
十
分
な
注
意
を
払
う
こ
と
な
く
本
件
排
水
溝
は
有
蓋
で
あ

る
と
軽
信
し
、
原
告
車
左
前
輪
を
溢
水
部
分
の
本
件
排
水
溝
上
に
進

行
さ
せ
た
点
に
お
い
て
過
失
あ
る
を
免
れ
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で

あ
る
か
ら
、
右
過
失
を
五
割
と
し
て
相
殺
す
る
。

(高
裁
判
決
要
旨
)

本
件
事
故
は
、
被
控
訴
人
の
業
務
執
行
中
の
過
失
及
び
控
訴
人
の
本

件
道
路
の
管
理
の
瑕
疵
に
よ
り
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
各
自
共

同
不
法
行
為
者
と
し
て
当
該
荷
主
に
対
す
る
損
害
賠
償
義
務
を
有
し
、

被
控
訴
人
は
既
に
支
払
っ
た
積
荷
損
か
ら
積
荷
売
却
代
金
を
控
除
し
た

額
の
う
ち
、
過
失
割
合
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
の
み
控
訴
人
に
対
し

求
償
が
で
き
る
も
の
と
解
す
る
。

東
京
地
裁

昭
和
五
三
年
九
月
二
八
日

有
責

(過
失
相
殺
五
割
)

東
京
高
裁

昭
和
五
四
年
九
月
二
七
月

有
責

(過
失
相
殺
二
割
)

溢
水
し
て
い
た
た
め
有
蓋
と
誤
認
し
て
落
下
-
車
両
損
害

有
貴

二
割

め
一“.墨。比熱七
一鼓一祷楓繃鼾仇“““‘●
｢直轄国道

②

(地
裁
判
決
要
旨
)

1

道
路
法
二
四
条
の
承
認
は
道
路
の
管
理
者
が
道
路
交
通
の
安
全
確

保
と
道
路
の
維
持
管
理
と
い
う
観
点
か
ら
行
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、

工
事
に
よ
っ
て
作
出
さ
れ
た
工
作
物
の
安
全
性
に
つ
い
て
当
該
道
路

管
理
者
が
何
ら
か
の
行
政
指
導
を
な
す
べ
き
義
務
を
負
う
も
の
で
は

力
ひ
い
。

2

本
件
桟
橋
通
路
下
の
水
路
の
存
在
は
周
囲
の
看
板
灯
等
の
明
か
り

の
た
め
こ
れ
を
識
別
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
こ
と
、
本
件
水
路
上

仙
台
地
裁

昭
和
五
九
年
二
月
二
三
自

生
聖
只

仙
台
高
裁

昭
和
六
〇
年
七
月
二
二
日

無
責(桟

橋
設
置
者
は
有
賀
)

用
水
路
上
の
橋

(雄
条
工
事
)
か
ら
落
下

-
-
名
死
亡

無
責

m
一炊福溶虻丸三二箱罐
縦事件,-““““
~補助国道

(地
裁
判
決
要
旨
)

確

⑥
本
件
事
故
の
発
生
は
本
件
右
折
車
の
過
失
の
ほ
か
、
客
観
的
な
危
険

性
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
付
添
者
が
狼
狽

の
余
り
被
害
者
を
側
溝
側
へ
押
し
た
過
失
の
結
果
で
あ
り
、
通
常
予
測

し
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

道
路
の
設
置
、
管
理
の
瑕
疵
と
は
こ
れ
が
通
常
備
え
る
べ
き
性
質
ま

た
は
設
備
を
欠
く
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
通
常
予
測
で
き
な
い
よ
う
な
事

態
に
つ
い
て
の
対
応
が
欠
け
て
い
て
も
、
そ
の
た
め
に
道
路
の
設
置
、

管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

大
阪
地
裁
堺
支
部

平
成
二
年
三
月
二
二
日

無
責

交
差
点
で
右
折
車
を
避
け
よ
う
と
し
て
落
下
三

名
負
傷

鉦
堂
貝

並
達

聖

鯛
“
“
“
“
“
‘“
“
“
-市
道

保
と
道
路

の
た
め
こ
れ
を
識
別
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
こ
と
、
本
件
水
路
上

工
事
に
よ
っ
て
作
出
さ
れ
た
工
作
物
の
安
全
性
に
つ
い
て
当
該
道
路

管
理
者
が
何
ら
か
の
行
政
指
導
を
な
す
べ
き
義
務
を
負
う
も
の
で
は

力
ひ
い
。

2

本
件
桟
橋
通
路
下
の
水
路
の
存
在
は
周
囲
の
看
板
灯
等
の
明
か
り

に
は
他
に
も
同
様
の
桟
橋
通
路
が
多
数
あ
っ
て
そ
れ
ら
も
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
等
は
設
置
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
転
落
事
故
は
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
本
件
桟
橋
通
路
が
本
来
備
え
る
べ
き
安
全
な
性
状
や
設
備

を
欠
い
て
い
た
と
は
い
え
な
い
。

(高
裁
判
決
要
旨
)

1

本
件
事
件
は
、
事
故
者
が
本
件
桟
橋
通
路
上
に
桟
橋
設
置
者
が
置

い
て
い
た
自
動
販
売
機
を
利
用
す
る
た
め
不
用
意
に
桟
橋
通
路
の
側

端
に
近
寄
り
、
誤
っ
て
転
落
し
た
も
の
で
あ
る
。
自
動
販
売
機
の
設

置
者
と
し
て
は
こ
の
よ
う
な
危
険
を
除
去
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ

る
等
の
注
意
義
務
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
、
そ
の
設
備
を
欠
い
た
本

件
桟
橋
通
路
の
通
常
備
え
る
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。

2

町
及
び
県
が
本
件
橋
を
管
理
し
て
い
た
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
し
、
行
政
指
導
を
な
す
や
否
や
は
あ
く
ま
で
も
行
政
主
体
の
裁
量

に
属
す
る
の
で
あ
っ
て
、
行
政
指
導
を
し
な
い
こ
と
は
違
法
性
を
有

す
る
も
の
で
は
な
い
。

⑤1

本
件
市
道
は
、
夜
間
に
お
い
て
証
明
が
な
く
カ
ー
ブ
し
て
い
る
箇

所
か
ら
通
行
中
た
ま
た
ま
逸
脱
し
た
者
が
転
落
し
、
排
水
溝
壁
面
な

宮
崎
地
裁

平
成
三
年
七
月
二
六
日

有
責

(過
失
相
殺
八
割
)

防
護
柵
の
な
い
水
路
に
歩
行
中
転
落

三
名
負
傷
有
貴
八
割

m
｣“‘-虻
軌
弓こ
軋
鮴
““
“
“
“
“
‘
“
“
一市
道

1

本
件
市
道
は
、
夜
間
に
お
い
て
証
明
が
な
く
カ
ー
ブ
し
て
い
る
箇

所
か
ら
通
行
中
た
ま
た
ま
逸
脱
し
た
者
が
転
落
し
、
排
水
溝
壁
面
な

④ 1

本
件
用
水
路
は
法
定
外
公
共
物

(国
が
所
有
し
県
知
事
が
機
関
委

任
事
務
と
し
て
管
理
)
で
あ
る
と
こ
ろ
、
国
賠
方
上
、
公
の
営
造
物

の
管
理
者
と
右
所
有
者
が
異
な
る
場
合
の
責
任
の
負
担
は
同
法
四
条
･

民
法
七
一
七
条
の
規
定
に
よ
る
。
従
っ
て
国
は
直
ち
に
国
賠
法
二
条

の
責
任
を
負
う
べ
き
い
わ
れ
は
な
く
、
ま
た
県
知
事
が
委
任
を
受
け

て
い
る
管
理
の
内
容
は
財
産
管
理
に
止
ま
っ
て
営
造
物
の
機
能
の
維

持
管
理
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
所
有
者
が
自
ら
行
う
財
産
管
理
と
し

て
の
城
を
出
な
い
も
の
で
あ
る
以
上
知
事
も
同
様
に
責
任
を
負
う
も

の
で
は
な
い
。

2

本
件
用
水
路
は
事
実
上
の
都
市
下
水
路
と
し
て
の
機
能
を
果
し
て

い
る
以
上
、
用
水
路
の
管
理
者
で
あ
る
市
は
そ
の
溢
水
を
防
止
す
べ

き
義
務
を
負
う
。

3

道
路
と
用
水
路
が
接
し
て
お
り
道
路
を
通
行
す
る
人
車
が
用
水
路

内
へ
転
落
す
る
危
険
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
道
路
管
理
者
は
そ
の

利
用
者
が
安
全
に
通
行
し
う
る
よ
う
転
落
防
止
施
設
を
設
置
す
べ
き

義
務
が
あ
る
o

奈
良
地
裁

昭
和
五
七
年
三
月
二
六
日

有
責

(過
失
相
殺
四
割
)

溢
水
の
た
め
、
路
面
と
の
識
別

m
…山.五疵
勁七
-滌根擶鑓鋼““““““
-市道

不
可
能

-
-名
死
亡

有
貴

四
割



1

現
場
付
近
の
県
道
の
幅
は
、
車
両
の
路
側
帯
を
含
め
て
七
m
に
満

た
な
い
狭
さ
で
あ
り
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
型
自
動
車
が
頻
繁

に
行
き
交
う
交
通
量
の
多
い
場
所
で
あ
る
か
ら
、
車
両
が
路
側
帯
に

進
入
し
、
更
に
道
路
と
段
差
の
な
い
側
溝
蓋
上
を
走
行
す
る
可
能
性

は
十
分
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
通
行
す
る
車
両
の
あ
る
こ
と
を
予

測
し
て
、
溝
に
蓋
を
す
る
な
ど
し
て
事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
注

意
を
尽
く
す
義
務
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

2

原
告
の
運
転
ミ
ス
の
過
失
割
合
は
九
割
が
相
当
で
あ
る
。

徳
島
地
裁

平
成
六
年
三
月
九
日

有
責

(過
失
相
殺
九
割
)

大
型
車
と
の
接
触
を
避
け
よ
う
と
し
て
転
落

-
-
名
負
傷

有
責

九
割

m
一+“-‘粃
軌
○
一徹
“
1
1
1
“
1
“
1
1
1

一県
道

⑧
本
件
無
蓋
側
溝
は
、
深
さ
一
0
m
、
幅
が
上
部
で
六
五
伽
、
底
部
で

四
一
伽
で
通
常
の
通
行
方
法
で
あ
る
限
り
は
仮
に
落
輪
し
て
も
転
倒
に

ま
で
は
至
ら
な
い
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。
ま
た
、
そ
の
構
造
等
か

ら
転
倒
す
る
危
険
性
が
高
い
た
め
、
状
況
に
応
じ
て
転
倒
を
回
避
す
る

よ
う
な
適
切
な
走
行
方
法
を
と
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
競
技
用
自
転
車

に
乗
り
、
街
路
灯
等
の
な
い
本
件
事
故
現
場
付
近
を
、
明
確
に
照
射
す

る
範
囲
が
前
方
三
m
程
度
に
過
ぎ
な
い
取
付
型
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
た
状

況
の
も
と
で
時
速
二
五
如
と
い
う
相
当
な
高
速
で
通
行
し
ハ
ン
ド
ル
の

切
り
方
を
過
っ
て
側
溝
に
落
輪
し
、
転
倒
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
本
件
事
故
は
危
険
な
態
様
で
走
行
し
た
運
転
者
の
通
常
予
測
し
得

な
い
過
失
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

旭
川
地
裁

平
成
五
年
二
月
九
日

鉦
堂
貝

高
“
“
“
“
義

き

“
“
“
“
‘
“

÷
名
負
傷
無
責

m
一+“‘施勁
○
一難砺鮒償11
1““11

一市道

以
上
九
件
が
無
蓋
側
溝
に
関
す
る
事
件
で
す
が
、
有
責

が
五
件
、
無
責
が
四
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
有
責
の
う
ち
二
件
は
過
失
相
殺
が
八
割
と
九
割
認
め
ら

れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
厳
密
な
意
味
で
有
責
と
言
え
る

か
ど
う
か
は
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
ず
①
の
事
件
で
す
が
、
開
渠
部
分
の
識
別
が
困
難
で

あ
っ
た
た
め
、
酩
酊
し
た
自
転
車
利
用
者
が
用
水
路
に
転

落
、
死
亡
し
た
事
件
で
す
。
こ
の
事
件
は
防
護
柵
が
な
か

っ
た
こ
と
が
事
故
の
原
因
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

被
害
者
の
前
方
不
注
意
に
関
し
て
一
割
の
過
失
相
殺
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
酩
酊
し
て
自
転
車
で
通
行
し
て
い

た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
こ
の
相
殺
率
は
少
し
低
い
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

②
の
事
件
は
、
溢
水
し
て
路
面
と
側
溝
の
区
別
が
付
か

な
く
な
り
、
車
両
が
落
輪
し
て
横
転
し
た
事
件
で
す
が
、

落
輪
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
が
必
要
で
あ
っ
た
と
判
決

さ
れ
て
い
ま
す
。
過
失
相
殺
は
一
審
で
五
割
、
二
審
に
お

い
て
二
割
が
不
注
意
な
運
転
に
対
し
て
相
殺
さ
れ
て
い
ま

す
。③

の
事
件
も
②
と
同
じ
く
降
雨
の
た
め
道
路
部
分
と
用

水
路
部
分
の
判
別
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
高
校
生
が
転

落
し
て
死
亡
し
た
事
件
で
す
が
、
道
路
管
理
者
に
対
し
て

は
転
落
防
止
施
設
を
設
置
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
判
決
さ

れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
過
失
相
殺
は
四
割
行
わ
れ
て
い
ま

す
。④

は
少
し
変
わ
っ
た
事
件
で
、
道
路
と
民
地
の
間
に
水

路
が
あ
り
、
そ
の
水
路
の
上
に
民
地
所
有
者
が
道
路
法
二

四
条
の
承
認
を
得
て
設
置
し
て
い
た
桟
橋
上
に
自
動
販
売

機
を
設
置
し
、
そ
れ
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
被
害
者
が
誤

っ
て
水
路
に
転
落
･
死
亡
し
た
事
件
で
す
。
一
審
、
二
審

を
通
じ
て
道
路
管
理
者
は
無
責
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
理

由
と
し
て
は
、
当
該
桟
橋
か
ら
の
転
落
防
止
を
な
す
べ
き

義
務
が
あ
る
の
は
自
動
販
売
機
の
設
置
者
で
あ
る
桟
橋
所

有
者

(民
地
所
有
者
)
で
あ
り
、
道
路
管
理
者
が
そ
の
安

全
性
に
つ
い
て
行
政
指
導
を
し
な
い
こ
と
が
違
法
性
を
有

す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
も
の
で
す
。

現
在
で
は
、
こ
の
判
決
内
容
を
す
べ
て
鵜
呑
み
に
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
筆
者
が
考
え
る
と
こ
ろ
で

は
、
道
路
法
二
四
条
の
い
わ
ゆ
る
承
認
工
事
に
つ
い
て
は

道
路
管
理
者
側
は

｢非
承
認
｣
と
い
う
行
為
が
出
来
る
の

で
す
か
ら
、
あ
く
ま
で

｢承
認
｣
し
た
場
合
に
は
そ
の
施

本
件
側
溝
の
位
置
、
形
状
、
道
路
状
況
及
び
夜
間
照
明
設
備
等
か
ら

昼
間
は
も
と
よ
り
、
夜
間
に
お
い
て
も
本
件
側
溝
の
存
在
自
体
は
認
識

で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
防
護
柵
や
防
護
蓋
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
一
般

人
が
注
意
を
払
っ
て
お
れ
ば
、
全
く
予
期
し
な
い
突
発
的
事
態
が
生
じ

な
い
限
り
、
本
件
側
溝
に
転
落
す
る
可
能
性
は
ま
ず
な
い
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
か
ら
、
本
件
側
溝
に
転
落
防
止
の
た
め
の
防
護
柵
や
防
護
蓋
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い

て
い
た
と
は
い
え
な
い
る
。

福
岡
地
裁
直
方
支
部

平
成
六
年
三

月
一
日

無
責

瓣

痺
嫡
“
“
1
‘
“
“
“
“
“
…“
“
“
‘

寸
名
負
傷
無
責

乾
す
五
±
÷

聯

“
“
“
“
“
“
“
“
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⑨

ど
に
激
突
し
て
負
傷
す
る
危
険
性
が
多
分
に
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で

き
ず
、
道
路
と
し
て
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
。

2

原
告
側
に
も
転
落
事
故
の
責
任
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
割
合
は
八
割

と
す
る
。

⑦



設
の
安
全
性
に
つ
い
て
全
く
考
慮
し
な
く
て
よ
い
と
い
う

転
車
で
走
行
し
た
こ
と
が
通
常
の
道
路
利
用
に
比
べ
て
危

た
め
、
見
舞
金
的
な
判
決
に
つ
い
て
は
注
意
す
る
必
要
が

こ
と
は
常
識
的
に
不
可
能
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
そ
の
施
設

険
な
態

孫

あ
っ
た
と
し
て
、

、

目

に
と
っ

る
と

ぶ

o

を
利
用
す
る
の
が
常
識
的
に
み
て
全
く
申
請
者
に
限
ら
れ

る
場
合
な
ど
に
つ
い
て
は
求
め
ら
れ
る
安
全
性
の
判
断
は

少
し
異
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
従
っ
て
対
向
車
線
の
車

の
集
客
の
た
め
に
中
央
分
離
帯
を
切
る
よ
う
な
承
認
を
し

た
結
果
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
道
路
管
理
瑕
疵
責
任

を
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
言

う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、承
認
工
事
の
申
請
者
に
｢当

該
部
分
で
起
こ
っ
た
事
故
の
責
任
は
、
承
認
工
事
申
請
者

側
で
負
う
｣
と
の
条
件
は
当
該
部
分
が
道
路
区
域
内
で
あ

る
限
り
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

⑤
の
事
件
は
、
歩
行
者
が
U
字
溝
に
は
ま
り
込
み
負
傷

し
た
事
件
で
す
が
、
事
故
地
点
の
客
観
的
危
険
性
は
高
く

な
く
、
か
つ
、
被
害
者
と
付
き
添
い
者
の
行
動
が
予
測
で

き
な
い
も
の
と
し
て
生
霊
貝
と
さ
れ
た
事
件
で
す
。
こ
の
判

決
は
道
路
管
理
瑕
疵
の
事
件
の
中
で
も
珍
し
く
、
瑕
疵
の

三
要
件
の
う
ち
の

｢危
険
性
｣
か
ら
否
定
し
た
事
件
で
す
。

⑥
の
事
件
は
歩
行
者
が
足
を
踏
み
外
し
排
水
溝
に
転
落

し
た
事
件
で
す
が
、
過
失
相
殺
が
八
割
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
通
常
、
過
失
相
殺
が
八
割
と
い
う
の
は
な
か
な
か
考

え
が
た
い
数
値
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
目
損
事
故
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。
裁
判
所
が
見
舞
金
的
性
格
の
判
断
に

傾
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
ま
す
。

⑦
の
事
件
は
競
技
用
自
転
車
が
無
蓋
側
溝
に
落
輪
し
た

事
件
で
す
が
、
夜
間
十
分
な
照
明
を
有
し
な
い
競
技
用
目

険
な
態
様
で
あ
っ
た
と
し
て
、
道
路
管
理
者
に
と
っ
て
予

測
で
き
な
い
異
常
行
動
と
し
て
無
責
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
判
決
の
検
討
に
つ
い
て
も
注
意
を
要
す
る
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
競
技
用
自
転
車
で
起
こ
っ
た
事
故
す
べ
て

に
つ
い
て
道
路
管
理
者
の
責
任
は
な
い
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
か
ら
で
す
。
例
と
し
て
は
、
車
道
側
の
グ
レ
ー
チ
ン

グ
が
何
者
か
に
よ
っ
て
裏
返
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
昼
間
、

競
技
用
自
転
車
が
通
り
か
か
り
車
輪
が
挟
ま
っ
て
転
倒
し

た
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
事
故
に
つ
い
て
は
、
グ
レ

ー
チ
ン
グ
が
裏
返

っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
通
常
の
パ
ト

ロ
ー
ル
で
は
な
か
な
か
発
見
は
出
来
ま
せ
ん
が
道
路
管
理

上
の
瑕
疵
が
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
瑕
疵
の
有
無
の
判
断
は
あ
く
ま
で
利
用
状

況
と
対
比
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
⑦
の
事
件
は

｢夜

間
｣
｢高
速
度
走
行
｣と
い
う
目
損
の
要
素
が
強
い
た
め
に

鉦
箋
貝
に
な
っ
た
事
件
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

⑧
の
事
件
は
、
原
付
が
ダ
ン
プ
と
並
進
し
よ
う
と
し
て

路
側
帯
の
通
行
を
し
た
と
こ
ろ
側
溝
に
蓋
が
な
か
っ
た
た

め
落
輪
し
た
事
件
で
す
が
、
こ
れ
も
有
責
と
さ
れ
な
が
ら
、

九
割
の
過
失
相
殺
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
⑥
の
事
件
と
同

様
の
高
率
の
過
失
相
殺
で
す
が
、
道
路
管
理
瑕
疵
の
裁
判

は
交
通
事
故
の
裁
判
と
異
な
り
、
一
割
で
も
瑕
疵
が
認
め

ら
れ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
改
善
や
行
政
内
部
の
事

故
の
原
因
調
査
、
さ
ら
に
場
合
に
よ
っ
て
は
職
員
や
パ
ト

ロ
ー
ル
の
請
負
業
者
へ
の
求
償
も
検
討
す
る
必
要
も
あ
る

札
幌
地
裁

昭
和
五
八
年
七
月
一
五
日

生
堂
貝

札
幌
高
裁

昭
和
六
〇
年
一
〇
月
二
一
日

無
責

最
高
裁

昭
和
六
一
年
四
月
二
四
日

無
責

防
護
柵
が
な
い
用
水
路
に
転
落

-
-
名
死
亡
無
責

m
一“‘
砒
競
ニニ
穰
“
1
1“
“
11“““

一市
道

(地
裁
判
決
要
旨
)

②
道
路
管
理
者
は
、
子
供
ら
が
側
溝
に
転
落
し
、
か
つ
地
下
水
路
へ
押

し
流
さ
れ
る
危
険
性
が
存
在
す
る
以
上
は
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
の
設
置
以
外

に
側
溝
へ
の
転
落
防
止
の
た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
側
溝
と
地
下

水
路
と
の
接
点
に
設
け
た
鉄
柵
を
点
検
し
て
こ
れ
が
な
く
な
っ
て
お
れ

ば
再
度
遮
蔽
物
を
設
置
す
る
等
の
管
理
責
任
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
怠
っ

た
の
で
あ
る
か
ら
、
道
路
管
理
者
の
本
件
側
溝
の
管
理
に
は
瑕
疵
が
あ

っ
た
。

鹿
児
島
地
裁

昭
和
五
七
年
一
〇
月
六
日

有
責

(過
失
相
殺
な
し
)
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あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

“

最
後
に
⑨
の
事
件
は
歩
行
者
が
対
向
車
両
の
照
明
に
幻

A

惑
さ
れ
て
側
溝
に
転
落
し
た
と
す
る
事
件
で
、
こ
の
事
件

。　

に
つ
い
て
も
⑤
の
事
件
と
同
じ
く
、
｢客
観
的
な
危
険
性
は

高

認
め
ら
れ
な
い
｣
と
し
て
鉦
箋
貝
と
さ
れ
た
案
件
で
す
が
、

現
在
高
裁
で
審
理
中
で
す
。

①

四

側
溝
や
用
水
路
に
も
と
も
と
蓋
が
な
か
つ

を
定
め
転
落
し
左
事
故

(子
供
)



本
件
道
路
の
冠
水
に
よ
り
一
部
道
路
と
側
溝
と
の
区
別
が
一
見
し
て

不
分
明
に
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
前
後
の
状
況
か
ら
容
易
に
本

件
側
溝
の
存
在
は
認
識
で
き
る
の
に
事
故
者
は
異
例
の
増
水
に
好
奇
心

名
古
屋
地
裁

昭
和
六
二
年
三

月
一
八
日

無
責

集
中
豪
雨
時
に
側
溝
に
転
落
水
死

三
名
死
亡
無
責

m
一“
‘
批
凱
五
一翳
輻
儒
“
“
“
““
“‘“
一市
道

④件
側
溝
の
存
在
は
認
識
で
き
る
の
に
事
故
者
は
異
例
の
増
水
に
好
奇
心

こ
の
四
件
は
蓋
が
な
い
側
溝
や
用
水
路
に
子
供
が
転
落

し
た
事
件
で
す
が
、
①
の
事
件
が
有
責
と
さ
れ
、
そ
の
他

は
無
貴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
供
の
行
動
に
つ
い
て
は
道
路
管
理
者
が
施
設
を
設
置
･

管
理
す
る
に
際
し
て
通
常
予
測
で
き
な
い
行
為
で
あ
る
場

合
が
多
い
の
で
す
が
、
ど
う
い
う
理
由
か
ら
判
断
が
分
か

れ
て
い
る
の
か
具
体
的
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
②
の
事
件
は
、
小
学
一
年
生
が
何
ら
か
の
原
因
で

排
水
管
に
転
落
し
た
事
件
で
す
が
、
こ
れ
は
事
故
と
道
路

管
理
瑕
疵
の
因
果
関
係
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
事
件
で

す
の
で
あ
ま
り
参
考
に
な
り
ま
せ
ん
。

次
に
①
③
④
の
事
件
は
い
ず
れ
も
激
し
い
降
雨
時
に
小

学
生
が
無
蓋
の
側
溝
に
転
落
･
死
亡
し
た
事
件
で
す
が
前

述
し
た
よ
う
に
①
だ
け
有
責
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
側
溝
の
寸
法
を
見
て
み
ま
す
と
①
幅
七
○
釦
深
さ

六
〇
皿
、
③
幅
四
五
血
深
さ
四
五
m
、
④
幅
四
七
伽
深
さ

七
三
伽
で
大
差
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
次
に
転

落
防
止
施
設

(防
護
柵
)
の
設
置
に
つ
い
て
は
①
は
設
置

さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
少
し
ず
つ
な
く
な
っ
て
事
故
時
に

は
全
く
な
く
、
③
④
は
当
初
か
ら
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

次
に
被
害
者
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
見
て
み
ま
す
と
、
①

は
詳
細
不
明
、
③
が
そ
ば
の
金
網
に
捕
ま
っ
て
足
を
入
れ

を
示
し
て
行
動
し
て
い
る
う
ち
に
転
落
し
、
本
件
事
故
の
発
生
に
至
っ

た
も
の
で
あ
る
o

本
件
事
故
は
予
測
不
可
能
な
未
曾
有
の
降
水
量
に
よ
る
冠
水
と
相
僕

っ
て
被
害
者
の
危
険
な
行
動
及
び
そ
の
監
視
を
怠
っ
た
保
護
者
の
不
注

意
が
重
な
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
件
側
溝
が
開
渠
さ
れ
て
い
る
点
は
路
面
排
水
と
い
う
側
溝
設
置
の

目
的
か
ら
す
れ
ば
合
理
性
が
あ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
本
件
側

溝
付
近
の
歩
道
は
通
常
の
歩
行
を
す
る
限
り
特
に
危
険
な
箇
所
は
な
い
。

本
件
事
故
は
小
学
五
年
の
児
童
が
大
雨
時
に
ふ
ざ
け
て
足
を
入
れ
て
選

ん
で
い
て
足
を
す
べ
ら
せ
流
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
被
告
に

お
い
て
通
常
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
行
動
に
起
因
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

名
古
屋
地
裁

昭
和
六
一
年
一
〇
月
二
三
日

無
責

児
童
が
側
溝
に
足
を
入
れ
て
遊
び
、
落
下

=
名
死
亡
無
責

m
一“
‘
姥
軌
九
一酩
篇
1
“
“
1
1
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“
“
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道

③ 1

死
亡
し
て
い
た
児
童
は
友
達
二
人
と
本
件
道
路
を
通
行
中
、
当
時

排
水
溝
の
増
水
に
よ
り
道
路
上
に
溢
水
が
あ
っ
た
た
め
こ
れ
を
排
水

す
る
目
的
で
道
路
上
に
横
断
し
て
掘
ら
れ
て
い
た
深
さ
一
〇
伽
の
溝

の
上
を
飛
ん
で
遊
ん
で
お
り
、
他
の
二
人
が
そ
の
現
場
を
離
れ
た
際
、

同
人
が
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
右
の
溝

は
路
端
か
ら
三
0
-
四
〇
皿
道
路
内
側
に
掘
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
見
て
も
本
件
排
水
溝
に
転
落
し
た
場
所
が
本
件
道
路
上
で
あ

っ
た
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

2

仮
に
、
本
件
道
路
の
ぬ
か
る
み
に
足
を
と
ら
れ
転
落
し
た
も
の
と

し
て
も
、
道
路
が
一
時
的
に
滑
り
や
す
い
状
態
に
な
る
こ
と
は
融
雪

期
や
降
雨
の
際
に
通
常
発
生
す
る
や
む
を
得
な
い
自
然
現
象
で
あ
る

か
ら
、
未
舗
装
道
路
で
溢
水
と
排
水
の
溝
の
掘
削
で
生
じ
た
ぬ
か
る

み
程
度
を
も
っ
て
直
ち
に
本
件
道
路
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ

っ
た
も
の
と
は
言
え
な
い
。

(高
裁
及
び
最
高
裁
判
決
要
旨
)

地
裁
判
決
と
同
旨
。

① て
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
誤
っ
て
転
落
し
て
お
り
、
④
は
異

例
の
増
水
に
好
奇
心
を
示
し
て
行
動
し
た

(具
体
的
態
様

は
不
明
)
と
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
ま
と
め
て
も
な
ぜ
①
だ
け
有
責
と
さ
れ

た
理
由
を
考
え
る
と
、
推
測
と
し
て
は
一
度
整
備
し
た
防

護
柵
が
そ
の
後
適
切
な
管
理
が
な
さ
れ
ず
事
故
時
に
は
全

く
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
不
十
分
な
管
理
に
つ
い
て
責

任
を
認
め
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
子
供
の
場
合
は
ふ
ざ
け
た
り
し
て
異

常
な
行
動
に
出
る
場
合
が
多
く
、
道
路
管
理
者
と
し
て
そ

の
す
べ
て
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
安
全
施
設
を
設
置
す
る

こ
と
は
事
実
上
無
理
で
し
ょ
う
が
、
あ
る
程
度
の
子
供
の

ふ
ざ
け
る
行
動

(具
体
的
に
示
す
の
は
困
難
で
す
が
)
は

常
識
的
な
範
囲
内
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

通
学
路
の
側
溝
に
は
蓋
が
あ
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。

五

側
溝
に
蓋
が
あ
る
部
分
と
な
い
部
分
が
あ

り
、
な
い
部
分
に
転
落
し
彪
事
故

1

本
件
転
落
場
所
は
、
深
い
用
水
路
の
蓋
が
け
が
し
て
い
な
い
と
こ

ろ
で
あ
っ
て
、
蓋
が
け
部
分
は
歩
道
と
高
低
の
差
が
な
く
、
殊
に
東

山
ロ
地
裁

昭
和
五
〇
年
三

月
一
九
日

有
責

(過
失
相
殺
六
割
)

用
水
路
の
蓋
な
し
部
分
で
自
転
車
が
落
下

三
負

傷
“
‘

過
失
相
殺
六
割

m
一“‘“也酎四
一朗靱蠣瀰海歎件“1““
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1

本
件
転
落
場
所
は
、
深
い
用
水
路
の
蓋
が
け
が
し
て
い
な
い
と
こ

ろ
で
あ
っ
て
、
蓋
が
け
部
分
は
歩
道
と
高
低
の
差
が
な
く
、
殊
に
東



側
の
部
分
は
、
歩
道
が
拡
幅
さ
れ
た
観
を
呈
し
て
お
り
、
通
行
の
用

に
供
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
推
測
に
難
し
く
な
い
。

ま
た
現
場
に
は
柵
も
何
も
な
く
、
転
落
す
る
危
惧
を
抱
か
せ
、
そ

の
危
険
性
は
夜
間
に
お
い
て
増
大
し
て
い
た
。

2

通
行
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
道
路
の
管
理
者
に
お
い

て
、
本
件
転
落
場
所
の
歩
道
沿
い
に
防
護
柵
を
設
け
る
か
、
少
な
く

と
も
危
険
を
表
示
す
る
標
識
を
置
く
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
用
水
路
の

管
理
者
に
お
い
て
蓋
が
け
を
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

3

原
告
に
お
い
て
も
、
転
落
場
所
に
蓋
が
け
の
な
い
状
態
は
知
っ
て

い
た
。
ま
た
、
前
方
不
注
視
を
怠
り
、
慢
然
と
歩
行
し
て
い
た
過
失

は
大
き
い
。
(過
失
相
殺
六
割
)

1

本
件
事
故
現
場
側
溝
に
設
け
ら
れ
た
防
護
柵
が
損
壊
し
、
歩
行
者

が
側
溝
へ
転
落
す
る
危
険
が
存
し
た
の
に
か
か
わ
ら
ず
被
告
に
お
い

て
こ
れ
を
放
置
し
た
状
況
に
あ
っ
た
か
ら
、右
道
路
は
歩
行
者
に
対
し

通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
如
し
て
い
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

2

現
場
付
近
の
照
明
設
備
で
は
事
故
現
場
ま
で
光
が
届
か
ず
、
は
じ

め
て
同
所
を
歩
行
す
る
原
告
が
側
溝
の
蓋
の
有
無
を
識
別
し
、
進
路

左
上
方
に
設
け
ら
れ
た
歩
道
を
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
況
に
あ

っ
た
と
は
到
底
認
め
難
く
、
原
告
が
通
常
払
う
べ
き
注
意
を
怠
っ
た

こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
か
ら
、
原
告
に
過
失
は
存
し

東
京
地
裁
八
王
子
支
部

昭
和
五
六
年
一
〇
月
二
六
日

有
責

(過
失
相
殺
な
し
)

無薑
側
溝
に
転
落
(転
落
防
護
柵
は
破
損
二

-“
議

錘
耕

し

12
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{県道

③

(地
裁
判
決
要
旨
)

1

本
件
側
溝
の
位
置
、
形
状
、
特
に
夜
間
に
お
け
る
照
明
度
等
か
ら

考
え
る
と
、
昼
間
な
ら
格
別
、
暗
く
て
見
通
し
の
悪
い
夜
間
に
、
本

件
歩
道
若
し
く
は
第
三
車
線
を
西
進
し
て
本
件
事
故
現
場
付
近
を
通

過
し
よ
う
と
す
る
自
転
車
通
行
者
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
近
隣
の
者
で

あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
ま
た
、
灯
火
を
つ
け
て
通
行
し
た
と
し
て

も
本
件
側
溝
の
よ
う
に
無
蓋
で
、
一
度
転
落
す
れ
ば
生
命
を
も
失
い

か
ね
な
い
営
造
物
が
行
手
に
存
在
す
る
こ
と
は
通
行
上
極
め
て
危
険

で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

2

被
告
者
の
飲
酒
、
指
定
通
行
方
法
違
反
、
前
方
不
注
意
等
の
過
失

は
四
割
を
相
当
と
す
る
。

(高
裁
判
決
要
旨
)

1

本
件
側
溝
は
そ
の
位
置
、
形
状
、
構
造
か
ら
す
れ
ば
自
転
車
で
通

行
す
る
も
の
に
と
っ
て
危
険
で
あ
る
こ
と
が
当
然
予
想
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
か
ら
本
件
側
溝
は
設
置
、
管
理
に
つ
き
瑕
疵
が
あ
る
営
造

物
で
あ
り
、
こ
れ
が
た
め
本
件
事
故
が
発
生
し
た
も
の
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

2

被
害
者
の
飲
酒
、
無
燈
火
、
指
定
通
行
方
法
違
反
、
注
意
散
漫
な

運
行
等
に
よ
る
過
失
は
八
割
を
相
当
と
す
る
。

甲
府
地
裁

昭
和
五
四
年
四
月
二
七
日

有
責

(過
失
相
殺
四
割
)

東
京
高
裁

昭
和
五
五
年
三
月
一
九
日

有
責

(過
失
相
殺
八
割
)

“
“
だ

く
“
o
“
“
“
“
1
“
“
“
‘
‘

÷
“
“
●
“
“

落

過
失
相
殺
八
割
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②

④
(地
裁
判
決
要
旨
)

1

本
件
事
故
現
場
付
近
は
交
通
量
も
頻
繁
で
あ
り
、
道
路
の
左
端
に

寄
っ
て
通
行
す
る
自
動
二
輪
車
の
運
転
者
は
か
な
り
の
不
安
感
、
恐

怖
感
を
覚
え
、
道
路
の
路
側
帯
な
い
し
は
更
に
左
側
の
鉄
板
製
蓋
上

を
通
行
す
る
結
果
と
な
る
こ
と
は
十
分
予
測
で
き
、
本
件
道
路
及
び

側
溝
は
危
険
性
を
内
包
し
て
い
た
と
い
え
る
。

2

側
溝
上
を
通
行
す
る
こ
と
は
法
令
違
反
で
あ
る
が
、
自
動
二
輪
車

の
運
転
者
の
心
理
と
し
て
は
無
理
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る

を
得
ず
、
そ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
道
路
管
理
者
の
通
常
予
測
で
き
な

い
行
動
で
あ
る
と
し
て
非
難
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

3

事
故
現
場
付
近
の
見
通
し
が
よ
く
て
も
経
験
則
上
一
般
に
自
動
車

の
運
転
者
の
視
線
は
路
面
上
よ
り
や
や
上
方
の
地
点
を
注
視
す
る
の

が
通
常
で
あ
り
、
相
当
接
近
す
る
ま
で
無
蓋
部
分
の
存
在
に
気
付
か

高
松
地
裁

昭
和
五
九
年
七
月
三
一
ロ

有
責

(過
失
相
殺
九
割
)

高
松
高
裁

昭
和
六
〇
年
一
一
月
一
九
日

無
責

鉄
板
製
蓋
が
交
差
点
部
分
に
限
り
な
か
っ
た
三

名
負
傷

鉦
坐
貝

ぬ
-+“‘.靴
ユ
ー
一鯖
糊輯
備
,三
““
“1
“
｢直
轄
国道

(地
裁
判
決
要
旨
)

1

本
件
事
故
現
事

寄
っ
て
通
行
す
る

怖
感
を
覚
え
、
道

を
通
行
す
る
結

側
溝
は
危
険
性
を

恐

の
鉄
板
製
蓋
上

本
件
道
路
及
び

一輪
車

の
運
転
者

を
得
ず
、

な

自
動
車

の
運
転
者
の
視
線
は
路
面
上
よ
り
や
や
上
方
の
地
点
を
注
視
す
る
の

が
通
常
で
あ
り
、
相
当
接
近
す
る
ま
で
無
蓋
部
分
の
存
在
に
気
付
か

こ
の
事
故
分
類
は
側
溝
の
蓋
が
あ
る
と
こ
ろ
と
な
い
と

こ
ろ
が
あ
り
、
被
害
者
が
蓋
が
あ
る
も
の
と
誤
認
し
て
事

故
に
あ
っ
た
案
件
を
分
類
し
て
み
ま
し
た
。

①
の
事
件
は
用
水
路
上
の
蓋
か
け
の
部
分
が
事
実
上
歩

道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
自
転
車
で
通
行
し
て
い
た

被
害
者
が
蓋
か
け
の
な
い
部
分
で
転
倒
し
た
も
の
、
②
は

事
実
上
の
歩
道
が
切
れ
た
部
分
が
突
然
無
蓋
の
用
水
路
に

な
っ
て
お
り
、
自
転
車
が
そ
こ
に
落
ち
た
事
件
、
③
は
そ

れ
ま
で
側
溝
に
蓋
か
け
が
あ
り
、
歩
道
と
し
て
利
用
し
て

い
た
部
分
が
交
差
点
を
過
ぎ
る
と
本
来
の
歩
道
が
設
置
し

な
い
場
合
も
あ
り
得
る
の
で
本
件
事
故
が
道
路
管
理
者
に
お
い
て
通

常
予
想
し
得
な
い
事
故
で
あ
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
。

4

道
路
管
理
者
は
、
た
と
え
法
令
上
の
根
拠
は
な
い
に
し
て
も
道
路

交
通
の
危
険
防
止
の
上
か
ら
必
要
性
が
あ
れ
ば
道
路
標
識
を
設
置
し
.

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

5

原
告
に
お
い
て
も
、
減
速
、
停
車
等
に
よ
り
容
易
に
本
件
事
故
を

回
避
す
る
こ
と
が
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
漫
然
と
時
速
二
○
如

で
進
行
し
、
前
方
注
視
を
欠
い
た
た
め
本
件
事
故
に
至
っ
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
、
そ
の
過
失
は
九
割
と
す
る
。

(高
裁
判
決
要
旨
)

本
件
自
動
二
輪
等
の
車
両
は
、
道
路
外
の
施
設
又
は
場
所
に
出
入
り

す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
車
道
を
通
行
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
極
端
に
側
溝
よ
り
の
路
側
帯
を
車
両
が
通
行
す
る
場
合
、

そ
の
運
転
者
は
、
当
該
側
溝
の
上
蓋
の
存
否
を
注
視
し
、
運
行
上
の
安

全
を
確
認
し
な
が
ら
通
行
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
、
本
件
事
故
当
時

進
路
前
方
の
見
通
し
は
よ
か
っ
た
の
で
、
被
控
訴
人
が
前
方
不
注
視
義

務
を
尽
く
し
て
い
れ
ば
、
無
蓋
側
溝
部
分
の
発
見
は
き
わ
め
て
容
易
で

あ
っ
た
と
推
認
さ
れ
る
こ
と
、
本
件
事
故
は
、
被
控
訴
人
の
運
転
上
の

過
失
が
直
接
の
原
因
と
な
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
本
件
事
故

の
発
生
ま
で
、
本
件
無
蓋
側
溝
部
で
本
件
の
よ
う
な
転
落
事
故
が
発
生

し
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
転
落
防
止
の
格
別

の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
本
件
道
路
の
設
置

管
理
に
通
常
右
す
べ
き
安
全
性
を
欠
き
、
瑕
疵
が
あ
っ
た
も
の
と
い
う

こ
と
は
で
き
な
い
。



て
あ
り
側
溝
は
無
蓋
に
な
り
、
そ
こ
に
歩
行
者
が
転
落
し

た
こ
と
、
照
明
に
よ
っ
て
は
鉦
裳
興部
分
を
発
見
で
き
な
か

た
事
件
、
④
は
自
動
二
輪
車
が
交
差
点
内
で
鉄
蓋
の
更
に

左
側
部
分
が
鑑
箋
皿で
あ
っ
た
た
め
転
落
し
た
も
の
で
す
。

訴
訟
の
結
果
と
し
て
は
①
ー
③
が
有
責
、
④
が
一
審
で

有
責
と
さ
れ
た
も
の
の
控
訴
審
で
鉦
坐
貝
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
の
ポ
イ
ン
ト
は
①
は
蓋
か
け
、
あ
る

い
は
防
護
柵
の
設
置
不
備
、
②
は
自
転
車
で
通
行
し
た
場

合
極
め
て
危
険
な
施
設
で
道
路
管
理
者
に
お
い
て
事
故
は

容
易
に
予
測
で
き
た
。
③
は
防
護
柵
が
設
置
さ
れ
て
い
た

が
そ
れ
が
損
壊
し
て
放
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
有
責
と
判

断
さ
れ
た
理
由
で
す
。

④
の
事
件
は
被
害
者
に
と
っ
て
無
蓋
側
溝
の
発
見
は
極

め
て
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
と
運
転
上
の
過
失
が
事
故
の
主

要
因
で
あ

っ
た
と
し
て
無
聖
貝
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
四
件
の
傾
向
と
し
て
は
、

･
無
蓋
側
溝
が
被
害
者
に
と
っ
て
容
易
に
発
見
で
き
る
も

の
か

(特
に
夜
間
)

･
転
落
防
護
施
設
は
あ
る
か

･
事
実
上
、
有
蓋
部
分
が
ど
う
い
っ
た
利
用
形
態
と
な
っ

て
い
る
か

が
判
断
の
要
素
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

次
に
過
失
相
殺
に
つ
い
て
は
①
は
鉦
雙
皿部
分
の
存
在
は

知
っ
て
い
た
こ
と
、
前
方
不
注
意
に
よ
り
六
割
の
相
殺
、

②
は
飲
酒
、
無
灯
火
、
指
定
通
行
方
法
違
反
、
前
方
不
注

意
に
よ
り
八
割
の
相
殺
が
そ
れ
ぞ
れ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

③
に
つ
い
て
は
被
害
者
が
は
じ
め
て
当
該
部
分
を
歩
行
し

1

側
溝
上
に
全
く
側
溝
蓋
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
こ
れ
を
も

っ
て
通
常
備
え
る
べ
き
安
全
性
を
欠
い
た
と
は
い
え
な
い
が
、
側
溝

蓋
が
設
置
さ
れ
て
い
て
そ
の
一
部
に
ち
ょ
う
ど
八
の
足
が
入
る
隙
間

穴
が
あ
り
、
し
か
も
深
さ
が
約
二
七
皿
も
あ
る
本
件
の
場
合
、
人
が

足
を
突
っ
込
み
傷
害
を
負
う
危
険
性
が
十
分
あ
る
わ
け
で
あ
り
、
通

常
備
え
る
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
お
り
、
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ

っ
た
と
し
て
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
が
あ
る
。

2

原
告
が
側
溝
に
下
り
る
際
足
元
を
確
か
め
れ
ば
容
易
に
本
件
隙
間

を
発
見
で
き
た
こ
と
等
か
ら
原
告
の
不
注
意
が
本
件
事
故
の
大
き
な

要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
原
告
の
損
害
額
に
つ
き
そ
の
三
分
の
二

を
過
失
相
殺
す
べ
き
で
あ
る
。

宮
崎
地
裁
都
城
支
部

昭
和
五
六
年
三
月
二
日

有
責

(過
失
相
殺
2
/
3
)

側
溝
蓋
二
七
伽
の
隙
間
に
転
落

-
-恭

“
“

過
失
相
殺
2
/
3

9
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① っ
た
こ
と
を
考
慮
し
過
失
相
殺
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

六

側
溝
の
蓋
に
隙
間
が
あ
り
、
そ
の
隙
間
に

起
因
し
定
事
故

た
原
因
は
八
枚
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
が
は
め
込
ま
れ
て
い
た
溝
の
横
幅
の

遊
び
が
大
き
過
ぎ
た
た
め
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
被
告
の
町

道
設
置
上
の
瑕
疵
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

バ
イ
洛

無
蓋
側
溝
に
気
づ
き
転
倒

--
“
“
‘

“
‘

過
失
相
殺
八
割

9

-六
四
〇
七

一
千
葉
国
六
号
無
蓋
街
渠
事
件

-
直
轄
国
道

①
こ
の
事
故
分
類
は
、
側
溝
に
蓋
か
け
が
し
て
あ
っ
た
も

の
の
、
そ
の
蓋
と
蓋
と
の
間
に
す
き
間
が
生
じ
て
い
た
た

め
そ
の
部
分
に
転
落
し
た
事
故
で
す
。

判
例
の
数
は
二
件
で
す
が
①
は
自
分
の
店
舗
前
で
作
業

し
て
い
た
と
こ
ろ
事
故
に
あ
っ
た
も
の
、
②
は
道
路
を
横

断
す
る
形
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
に
隙
間
が
あ
っ
た
た
め
自

転
車
が
転
落
し
た
も
の
で
す
。

結
果
と
し
て
は
い
ず
れ
も
有
責
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
過

失
割
合
は
と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
な
施
設
の
形
態
で
予
見

可
能
性
や
回
避
可
能
性
を
否
定
し
て
無
責
と
な
る
こ
と
は

極
め
て
難
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

過
失
相
殺
に
つ
い
て
は
①
は
被
害
者
が
足
元
を
確
か
め

な
か
っ
た
こ
と
で
2
/
3
の
過
失
相
殺
を
認
め
て
い
ま
す

が
、
②
に
つ
い
て
は
四
･
二
節
の
隙
間
を
被
害
者
は
事
前

に
発
見
で
き
な
い
と
し
て
過
失
相
殺
は
認
め
ら
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。

七

蓋
が
破
損
あ
る
い
は
は
ず
れ
て
い
旋
定
め

に
起
こ
つ
を
事
故

②
本
件
に
お
い
て
、
グ
レ
ー
チ
ン
グ
と
グ
レ
ー
チ
ン
グ
と
の
間
に
生
じ

た
間
隙
は
グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
實
の
目
幅
の
二
･
八
伽
に
対
し
四
･
二
伽

と
自
転
車
の
タ
イ
ヤ
が
は
ま
り
込
む
程
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
生
じ

大
阪
地
裁
堺
支
部

平
成
元
年
一
月
三
一
日

有
責(過

失
相
殺
な
し
)

グ
レ
ー
;

の
隙
間
が
四
二
而
あ
っ
た
亨

“
“

“
“

過
失
相
殺
な
し

m
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本
件
に
お
い
て
、
グ
レ
ー
チ
ン
グ
と
グ
レ
ー
チ
ン
グ
と
の
間
に
生
じ

た
間
隙
は
グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
實
の
目
幅
の
二
･
八
伽
に
対
し
四
･
二
伽

と
自
転
車
の
タ
イ
ヤ
が
は
ま
り
込
む
程
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
生
じ



③④
1

当
該
通
風
ロ
は
、
は
め
込
み
式
の
二
枚
の
鉄
格
子
製
覆
板

(重
量

約
三
○
陷
)
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
て
い
て
二
枚
の
覆
板
は
相
互
に
針
金

で
二
箇
所
を
結
び
つ
け
ら
れ
、
同
覆
板
の
重
量
そ
の
も
の
で
固
定
す

る
い
わ
ゆ
る
重
量
式
を
と
っ
て
い
た
。
同
覆
板
上
に
固
定
さ
れ
た
ガ

ー
ド
フ
ェ
ン
ス
の
支
柱
等
を
ゆ
さ
ぶ
っ
て
針
金
を
切
り
、
覆
を
は
ず

す
こ
と
は
物
理
的
に
は
可
能
で
あ
る
が
こ
れ
を
実
行
す
る
に
は
大
き

な
力
を
必
要
と
し
、
数
人
が
協
力
し
て
故
意
に
は
ず
す
等
の
場
合
を

除
い
て
は
通
常
考
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

2

一
方
当
該
開
口
部
の
管
理
に
つ
い
て
、
国
、
営
団
と
も
に
定
期
的

に
点
検
を
し
て
い
た
(国
は
一
日
一
回
、
営
団
は
事
故
の
一
〇
日
前
)′

と
こ
ろ
そ
の
際
に
は
異
常
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
当
該
開

口
部
に
つ
い
て
地
元
よ
り
危
険
で
あ
る
旨
の
訴
え
は
な
く
当
該
事
故

の
時
点
に
至
る
迄
覆
板
が
は
ず
さ
れ
て
い
た
と
い
う
目
撃
者
も
い
な

い
。

3

以
上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
勘
案
す
れ
ば
、
被
告
ら
に
お
け
る
日
常

の
本
件
通
風
口
及
び
覆
板
の
管
理
に
欠
け
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
本
件
の
よ
う
な
状
況
が
生
ず
る
こ
と
は
稀
有

の
場
合
を
除
い
て
は
殆
ど
な
い
と
認
め
ら
れ
、
本
件
の
よ
う
な
事
象

ま
で
を
予
測
し
て
こ
れ
ら
の
設
置
及
び
管
理
に
当
た
る
べ
き
で
あ
る

と
す
る
こ
と
は
困
難
を
強
い
る
も
の
で
あ
り
、
本
件
に
つ
い
て
は
設

置
及
び
管
理
に
瑕
疵
は
な
か
っ
た
も
の
と
い
え
る
。

東
京
地
裁

昭
和
五
一
年
五
月
二
一
日

無
責

は
ず
さ
れ
て
い
た
開
口
部
に
落
下

-
-
名
死
亡

無
責

9
一+““-宅
勅
九
一麟
翔
儀
--四
十,,
1
1
口
一直
轄
国道

1

本
件
溝
蓋
に
は
こ
れ
を
固
定
す
る
設
備
が
全
く
な
く
、
重
量
が
二

四
･
五
贈
あ
る
も
の
の
婦
女
子
一
人
で
も
そ
の
格
子
に
指
を
か
け
て

持
ち
上
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
現
に
そ
れ
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ

長
野
地
裁
松
本
支
部

昭
和
五
二
年
五
月
三
一日

有
責

(過
失
相
殺
な
し
)

“
“
‘
“
‘
“
実

は

、
･
“
“
“
“
.

±
“
“
‘
“
“

落

過
失
相
殺
な
し
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1

本
件
溝
蓋
に
は
こ
れ
を
固
定
す
る
設
備
が
全
く
な
く
、
重
量
が
二

四
･
五
贈
あ
る
も
の
の
婦
女
子
一
人
で
も
そ
の
格
子
に
指
を
か
け
て

持
ち
上
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
現
に
そ
れ
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
本
件
溝
蓋
は
歩
道
上
の
設
備
と
し
て

本
来
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
。
即
ち
、
被
告
の
右
蓋
の
設

置
に
は
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

2

蓋
を
は
ず
し
て
ゴ
ミ
を
捨
て
る
行
為
が
違
法
行
為
で
あ
る
と
し
て

も
、
道
路
の
利
用
上
の
一
般
性
、
公
共
性
を
考
え
る
と
そ
の
よ
う
な

違
反
者
が
あ
る
こ
と
も
予
想
し
て
右
蓋
の
設
置
を
す
べ
き
で
あ
っ
た

(地
裁
判
決
要
旨
)

1

車
道
の
側
端
に
沿
っ
て
設
け
ら
れ
て
い
る
側
溝
部
分
は
、
本
来
は

車
両
の
走
行
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
べ
き
場
所
で
は
な
い
が
、
側
溝

の
表
面
が
車
道
面
と
同
一
の
平
面
に
な
っ
て
い
て
特
段
段
差
の
な
い

形
状
の
道
路
に
お
い
て
は
、
一
般
に
軽
車
両
が
こ
の
部
分
を
利
用
す

る
こ
と
は
車
道
そ
の
他
の
道
路
状
況
に
照
ら
し
て
た
や
す
く
予
測
し

得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
当
該
道
路
の
管
理
は
道
路
の
状
況
及
び
車

両
の
走
行
の
実
態
を
踏
ま
え
実
情
に
則
し
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

2

交
通
量
の
極
め
て
多
い
本
件
道
路
の
側
溝
蓋
が
二
カ
月
余
も
陥
没

し
た
ま
ま
の
状
態
で
放
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
道
路
を
常

時
良
好
な
状
態
に
お
い
て
維
持
し
、
も
っ
て
交
通
の
安
全
性
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め

ざ
る
を
え
な
い
。

3

原
告
に
お
い
て
、
接
近
し
て
く
る
自
転
車
の
距
離
速
度
及
び
現
場

の
状
況
を
慎
重
に
判
断
し
て
い
た
な
ら
ば
、
危
険
を
事
前
に
回
避
す

る
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
、
一
割
程
度
の
過
失
が

考
え
ら
れ
る
。

(高
裁
判
決
要
旨
)

地
裁
判
決
と
同
旨
。

千
葉
地
裁
松
戸
支
部

昭
和
五
六
年
一
〇
月
二
二
日

有
責

(過
失
相
殺
一
割
)

東
京
高
裁

昭
和
五
七
年
一
一
月
二
九
日

有
責

(過
失
相
殺
一
割
)

自
転
車
が
側
溝
蓋
の
陥
没
部
分
で
転
倒

-
-“
“
礬

“

過
失
相
殺
一
割

9
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⑤

東
京
地
裁

昭
和
四
三
年
一
〇
月
八
日

有
責

(過
失
相
殺
八
割
)

本
件
下
水
桝
は
本
件
事
故
前
、
既
に
破
損
し
て
お
り
、
本
件
事
故
の

一
カ
月
位
前
か
ら
そ
の
地
の
住
民
よ
り
苦
情
が
出
て
い
た
。
本
件
下
水

桝
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

訴
外
A
に
は
過
失
が
な
い
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
れ
は
過
失
相
殺
を

す
べ
き
程
の
過
失
と
は
認
め
難
い
。

熊
本
地
裁

昭
和
四
五
年
三
月
二
〇
日

有
責

(過
失
相
殺
な
し
)

左
後
輪
が
破
損
し
た
桝
に
落
下

,亨

“
●
“
“

過
失
相
殺
な
し

9
爾

“
山

藤
“
“
‘
“
“
1
,
全

一市
道

②
1

事
故
の
第
一
原
因
は
、
被
害
者
の
無
謀
運
転
に
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
る
が
、
も
し
街
渠
桝
の
蓋
が
と
れ
て
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、

事
故
現
場
を
足
無
事
通
過
し
得
た
の
で
あ
っ
て
、
無
蓋
の
事
実
と
横

転
と
の
間
に
は
密
接
な
関
係
を
否
定
し
え
な
い
。

2

道
路
端
の
側
溝
部
分
は
、
本
来
は
自
動
車
の
走
行
に
使
用
さ
れ
る

べ
き
部
分
で
は
な
い
け
れ
ど
も
一
般
に
交
通
法
規
上

(道
交
法
一
八

条
)、道
路
の
左
側
端
に
寄
っ
て
通
行
す
べ
き
軽
車
両
が
走
行
に
あ
た

っ
て
こ
の
部
分
を
利
用
す
る
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
し
、
ま
た
、
自
動
車
及
び
原
付
自
転
車
に
と
っ
て
も
左
側
に
寄
っ

て
走
行
す
べ
き
も
の
で
あ
る
以
上
、
大
型
車
と
併
進
す
る
状
態
と
な

る
よ
う
な
場
合
、
走
行
の
安
全
を
求
め
て
側
溝
部
分
を
利
用
す
る
結

果
と
な
る
こ
と
は
通
常
の
出
来
事
で
あ
っ
て
、
十
分
予
測
し
得
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
こ
の
部
分
も
車
道
の
一
部
と
み
て
よ

い
。

3

首
都
近
郊
の
交
通
の
要
路
で
あ
る
国
道
六
号
の
側
溝
部
分
に
三
〇

節
平
方
の
蓋
な
し
部
分
が
生
じ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

は
、
道
路
管
理
上
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

4

被
害
車
の
速
度
が
適
切
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
十
分
事
故
を
回
避
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
事
故
の
第
一
の
原
因
は
車
の

錯
綜
す
る
交
差
点
に
お
い
て
高
速
運
転
を
行
っ
た
こ
と
に
あ
り
、
こ

れ
を
管
理
の
瑕
疵
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
過
失
は
八
割
で
あ
る
。



(地
裁
判
決
要
旨
)

1

本
件
側
溝
穴
は
夜
間
で
あ
れ
ば
発
見
し
に
く
く
、
こ
れ
に
落
ち
込

む
蓋
然
性
も
高
い
こ
と
か
ら
本
件
事
故
現
場
の
道
路
が
通
常
有
す
べ

き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

2

道
路
管
理
者
は
後
発
的
瑕
疵
の
発
見
、
補
修
の
た
め
に
定
期
的
に

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
頻
度
、
方
法
は
本
件
事
故
現
場

が
一
般
国
道
で
あ
る
こ
と
や
こ
れ
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
る
損
傷
箇
所

等
を
考
え
る
と
一
応
十
分
な
も
の
と
言
え
る
。
し
て
み
る
と
道
路
管

理
者
は
本
件
事
故
現
場
に
つ
い
て
通
常
予
期
さ
れ
る
安
全
性
の
欠
如

に
対
す
る
管
理
行
為
は
尽
く
し
て
い
た
こ
と
と
な
り
、
本
件
穴
の
出

現
は
そ
の
管
理
行
為
が
及
び
得
な
い
事
態
で
あ
っ
た
と
い
う
ほ
か
な

い
。

3

本
件
蓋
の
穴
は
事
故
前
日
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
存
在
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
側
溝
穴
が
比
較
的
軽
微
な
も
の
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
す
る
と
こ
れ
を
も
完
璧
に
避
け
得
る
管
理
体
制
を
求
め

る
の
は
不
可
能
を
強
い
る
も
の
で
あ
る
。

(高
裁
判
決
要
旨
)

地
裁
判
決
と
同
旨
。

大
阪
地
裁

昭
和
五
六
年
五
月
二
九
日

無
責

大
阪
高
裁

昭
和
五
八
年
一
月
二
八
日

無
責

歩
行
者
が
鉄
板
の
穴
に
落
下

三
名
負
傷
無
責
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⑥
こ
の
事
故
分
類
は
、
本
来
な
ら
蓋
か
け
が
し
て
あ
る
部

分
に
つ
い
て
、
蓋
が
破
損
あ
る
い
は
外
れ
て
い
た
こ
と
に

よ
り
事
故
を
招
来
し
た
も
の
を
分
類
し
て
あ
り
ま
す
。

①
は
、
自
動
二
輪
車
が
何
ら
か
の
原
因
で
外
れ
て
い
た

街
渠
桝
に
よ
り
転
倒
し
た
事
件
、
②
は
ト
ラ
ッ
ク
が
対
向

車
と
す
れ
違
い
の
た
め
既
に
破
損
し
て
い
る
街
渠
桝
に
乗

り
上
げ
車
両
が
傾
斜
し
、
荷
崩
れ
で
運
転
者
が
死
亡
し
た

事
件
、
③
は
歩
道
上
の
通
風
ロ
の
蓋

(三
〇
箱
)
が
何
者

か
に
よ
っ
て
は
ず
さ
い
て
い
た
た
め
、
酩
酊
し
た
歩
行
者

が
転
落
･
死
亡
し
た
事
件
、
④
は
歩
道
上
の
下
水
口
の
蓋

を
歩
行
者
が
踏
ん
だ
と
こ
ろ
、
蓋
が
外
れ
、
転
落
し
て
死

亡
し
た
事
件
、
⑤
は
自
転
車
が
陥
没
し
て
い
た
側
溝
蓋
に

よ
り
転
倒
し
た
事
件
、
⑥
は
歩
行
者
が
側
溝
鉄
板
の
穴
に

転
落
し
、
負
傷
し
た
事
件
で
す
。

訴
訟
の
結
果
と
し
て
は
、
①
②
④
⑤
の
事
件
が
有
責
、

③
と
⑥
の
事
件
が
鉦
堂
貝
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
責
の
理
由
を
見
て
み
る
と
、
①
が
交
通
の
要
路
の
側

溝
が
三
〇
節
平
方
に
わ
た
り
蓋
な
し
で
あ
っ
た
こ
と
は
瑕

疵
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
②
は
蓋
は
事
故
前
に
破
損
し

て
お
り
、
地
域
住
民
よ
り
苦
情
が
出
て
い
た
。
④
は
地
域

住
民
が
し
ば
し
ば
下
水
の
蓋
を
は
ず
し
て
ゴ
ミ
を
投
棄
し

て
お
り
、
そ
の
蓋
の
後
始
末
が
不
完
全
で
あ
っ
た
た
め
生

じ
た
事
故
で
す
が
、
裁
判
所
は
こ
の
蓋
が
固
定
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
を
瑕
疵
で
あ
る
と
認
定
し
て
い
ま
す
。
⑤

は
側
溝
の
蓋
が
二
ヵ
月
余
り
も
陥
没
し
た
ま
ま
で
放
置
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
瑕
疵
で
あ
る
と
認
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
結
果
に
つ
い
て
は
①
②
⑤
に
つ
い
て
は
無
理

の
な
い
判
断
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
道
路
管
理
者

は
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
っ
て
瑕
疵
を
発
見
し
、
修
繕
を
し
な

か
っ
た
点
に
お
い
て
予
見
可
能
性
･
回
避
可
能
性
を
認
め

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

疑
問
が
残
る
の
は
④
の
判
断
で
す
。
結
果
と
し
て
事
故

の
原
因
を
作
っ
た
の
は
道
路
管
理
者
で
は
な
く
、
ゴ
ミ
を

投
棄
し
て
い
た
地
域
住
民
で
あ
り
、
施
設
そ
の
も
の
に
は

瑕
疵
が
認
め
ら
れ
な
い
点
で
す
。
側
溝
の
蓋
に
つ
い
て
は

踏
ん
だ
り
、
車
両
が
通
行
す
る
ぐ
ら
い
で
簡
単
に
外
れ
た

り
ず
れ
た
り
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
必
ず
し
も
固
定
ま

で
は
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

次
に
見
ま
す
無
責
と
さ
れ
た
例
と
比
べ
て
も
道
路
管
理
者

に
責
任
を
負
わ
せ
る
の
は
酷
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
多
分
に
被
害
者
救
済
の
た
め
の
責
任
の
分
散
の
論
理

が
働
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

鉦
聖
貝
と
さ
れ
た
事
件
は
③
に
つ
い
て
、
通
風
ロ
の
蓋
が

は
ず
れ
る
た
め
に
は
数
人
が
協
力
し
て
故
意
に
は
ず
さ
な

い
限
り
考
え
ら
れ
な
い
と
し
、
事
故
の
直
前
に
行
わ
れ
た

可
能
性
が
強
い
も
の
と
し
て
、
道
路
管
理
者
に
回
避
可
能

性
は
な
か
っ
た
と
認
定
し
て
い
ま
す
。
⑥
に
つ
い
て
も
蓋

の
穴
の
出
現
は
事
故
前
日
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
も
存
在
し
て

い
な
か
っ
た
た
め
回
避
可
能
性
が
な
か
っ
た
と
認
定
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は

｢回
避
可
能
性
の
存
在
｣
と
い
う

従
来
の
判
例
の
考
え
方
を
踏
襲
す
る
も
の
と
し
て
妥
当
な

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

次
に
過
失
相
殺
に
つ
い
て
は
、

①
で
速
度
超
過
、
交
差
点
に
お
け
る
不
注
意
と
し
て
八

　
　

②
④
で
は
な
し
･

⑤
で
は
一
般
的
な
注
意
不
足
と
し
て
一
割
の
過
失
相
殺

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

48 道行セ 97.6



八

車
両
が
蓋
に
乗
つ
左
と
き
、
蓋
が
は
ね
左

定
め
に
起
こ
つ
を
事
故

1

本
件
鉄
蓋
は
一
週
間
位
前
か
ら
鉄
蓋
を
受
け
る
鉄
輪
の
左
側
部
分

が
一
部
破
損
し
て
い
た
た
め
荷
重
が
左
側
に
の
み
か
か
っ
た
場
合
に

は
右
側
が
約
三
-
五
伽
持
ち
上
が
る
状
態
に
あ
っ
た
。

2

本
件
制
水
弁
鉄
蓋
は
道
路
中
央
寄
り
に
路
面
と
平
面
に
な
る
よ
う

に
設
け
ら
れ
、
同
鉄
蓋
の
上
を
車
両
が
通
行
す
る
事
は
当
然
予
想
さ

れ
る
状
態
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
制
水
弁
鉄
蓋
の
破
損
を
放
置

し
て
い
た
こ
と
は
本
件
道
路
を
通
行
す
る
車
両
に
危
険
を
及
ぼ
す
も

の
で
あ
り
、
本
件
道
路
の
管
理
に
は
瑕
疵
が
あ
っ
た
。

鹿
児
島
地
裁

昭
和
五
一
年
一
月
三
〇
日

有
責(過

失
相
殺
な
し
)
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“
“
■
‘
“
“
‘
“
“
“
‘
“
“
‘
-
-
懇

“
“

転
倒
し
た

過
失
相
殺
な
し

13

七
三
二
九
･

三
一
-二
･

五
-
-

名
瀬
市
道
制
水
弁
鉄
蓋
不
全

事
件

市
道

①

ーで
あ
る
。
(共
同
不
法
行
為
を
認
定
)

-

こ
の
事
件
の
分
類
は
あ
え
て
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
で

し

よ
>フ
。

①
の
事
件
は
自
動
二
輪
車
が
制
水
弁
の
鉄
蓋
に
乗
っ
た

と
こ
ろ
蓋
が
持
ち
上
が
り
負
傷
し
た
事
件
、
②
は
高
速
道

路
の
S
A
内
で
ト
ラ
ッ
ク
が
鉄
蓋
上
を
走
行
し
た
と
こ
ろ

蓋
が
跳
ね
飛
び
通
行
人
に
当
た
り
重
傷
を
負
わ
せ
た
事
件

で
す
。

こ
の
二
つ
の
事
件
は
い
ず
れ
も
過
失
相
殺
も
な
く
全
面

的
に
敗
訴
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
②
の
事
件
は
ト
ラ
ッ

ク
の
運
転
も
粗
雑
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
運
転
者
と
道

路
管
理
者
の
共
同
不
法
行
為
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①

九

マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
が
路
面
よ
り
も
盛
り
上

が
つ
て
い
定
定
め
起
こ
つ
を
事
件

本
件
蓋
付
近
の
側
溝
蓋
は
こ
れ
ま
で
に
も
一
部
が
く
ぼ
ん
だ
り
し
て

取
替
え
て
い
た
こ
と
、
事
故
当
時
本
件
蓋
の
手
前
の
一
枚
が
破
損
し
て

お
り
こ
れ
に
車
両
の
タ
イ
ヤ
が
喰
い
込
ん
で
前
方
に
押
し
出
し
、
そ
の

圧
力
で
そ
の
前
方
に
あ
っ
た
本
件
蓋
が
は
ね
上
が
っ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
、
事
故
後
蓋
の
跳
ね
上
が
り
防
止
の
た
め
蓋
と
蓋
と
を
ワ
イ
ヤ
ー
ロ

ー
プ
で
つ
な
ぎ
合
せ
た
こ
と
を
総
合
す
る
と
、
本
件
事
故
が
原
告
の
運

転
者
の
粗
雑
な
走
行
方
法
に
も
そ
の
一
因
が
あ
る
と
は
い
え
被
告
の
道

路
管
理
の
瑕
疵
は
本
件
事
故
の
主
た
る
原
因
を
な
し
た
こ
と
は
明
ら
か

岐
阜
地
裁
大
垣
支
部

昭
和
五
四
年
一
〇
月
三
一
日

有
責

(過
失
相
殺
な
し
)

“
■
“
“
.
“
“
“
“
上
姿

奏

“
-
茗
“
“
“
“

乗
客
に
激
突

過
失
相
殺
な
し
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路
管
理
の
瑕
疵
は
本
件
事
故
の
主
た
る
原
因
を
な
し
た
こ
と
は
明
ら
か

1

本
件
道
路
の
路
面
は
、
地
下
鉄
建
設
工
事
後
の
舗
装
修
復
が
不
完

全
で
あ
っ
た
た
め
高
低
が
あ
る
状
態
と
な
っ
て
い
て
、
本
件
マ
ン
ホ

ー
ル
は
路
面
か
ら
約
一
五
伽
高
く
な
っ
て
い
た
。

2

こ
の
こ
と
は
、
道
路
が
通
常
備
え
る
自
動
車
交
通
上
の
安
全
性
を

欠
い
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
標
識
の
設
置
等
、
危
険
を
警
告
し
た
形

跡
も
な
い
以
上
道
路
管
理
の
瑕
疵
が
あ
る
。

3

原
告
車
の
損
傷
は
走
行
不
能
な
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
被
告
に
保
管
を
委
ね
た
ま
ま
放
置
し
、
そ
の
ま
ま
廃
車
手
続

き
を
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
本
件
事
故
に
よ
る
被
告
の
賠
償
義
務
は

修
理
前
に
要
す
る
費
用
に
限
ら
れ
る
が
、
的
確
な
証
拠
が
な
い
の
で

横
浜
地
裁

昭
和
五
二
年
七
月
三
一日

無
責

蓋
が
路
面
よ
り
一
五
伽
高
く
な
っ
て
い
た

-車
両
損
害
無
責

聡
一“三度
親五
一禍鐐酬偲“
“,“ー
““
、県道

1

本
件
道
路
の
路
面
は
、
地
下
鉄
建
設
工
事
後
の
舗
装
修
復
が
不
完

全
で
あ
っ
た
た
め
高
低
が
あ
る
状
態
と
な
っ
て
い
て
、
本
件
マ
ン
ホ

ー
ル
は
路
面
か
ら
約
一
五
伽
高
く
な
っ
て
い
た
。

2

こ
の
こ
と
は
、
道
路
が
通
常
備
え
る
自
動
車
交
通
上
の
安
全
性
を

欠
い
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
標
識
の
設
置
等
、
危
険
を
警
告
し
た
形

跡
も
な
い
以
上
道
路
管
理
の
瑕
疵
が
あ
る
。

3

原
告
車
の
損
傷
は
走
行
不
能
な
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
被
告
に
保
管
を
委
ね
た
ま
ま
放
置
し
、
そ
の
ま
ま
廃
車
手
続

き
を
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
本
件
事
故
に
よ
る
被
告
の
賠
償
義
務
は

修
理
前
に
要
す
る
費
用
に
限
ら
れ
る
が
、
的
確
な
証
拠
が
な
い
の
で

1

本
件
マ
ン
ホ
ー
ル
付
近
の
道
路
は
、
下
水
管
き
ょ
埋
設
工
事
の
後

も
仮
舗
装
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
地
盤
沈
下
が
進
ん
で
マ
ン

ホ
ー
ル
の
蓋
が
浮
き
上
が
り
、
こ
れ
ま
で
何
度
か
滑
走
事
故
が
起
き

る
な
ど
危
険
な
状
態
で
あ
り
、
事
故
当
時
、
本
件
マ
ン
ホ
ー
ル
は
路

面
か
ら
ほ
ぼ
垂
直
に
一
〇
伽
程
突
き
出
て
い
た
。

2

右
は
放
置
さ
れ
て
よ
い
軽
微
な
損
傷
で
な
く
、
し
か
も
補
修
は
容

易
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
件
マ
ン
ホ
ー
ル
の
浮
き
上
が
り
は
道
路

の
安
全
性
を
欠
く
も
の
と
し
て
道
路
管
理
の
瑕
疵
に
あ
た
る
。

3

訴
外
A
は
通
勤
の
往
復
に
本
件
マ
ン
ホ
ー
ル
付
近
を
通
行
し
て
い

た
も
の
で
あ
り
、
現
場
付
近
の
路
面
の
状
況
を
十
分
認
識
し
て
い
た

は
ず
で
あ
り
、
道
路
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
運
転
方
法
で
運
転
す
べ

き
注
意
義
務
を
怠
っ
た
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
。
(過
失
相
殺
二
割
)

岡
山
地
裁
倉
敷
支
部

昭
和
五
七
年
二
月
三
日

有
責

(過
失
相
殺
二
割
)

1““鉋
o
礬

襲
※

ル
≧

遥

““

蓋
で
転
倒
し
た

過
失
相
殺
二
割
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七
三
二
九
･

九
四
七
･

四
七

岡
山
県
道
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
不

全
単
車
転
倒
事
件

県
道

一
被
告
に
負
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

-

　

　　

マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
が
盛
り
上
が
っ
て
い
た
た
め
に
車
両

の
底
部
が
損
傷
し
た
り
転
倒
し
た
事
件
は
、
事
件
と
し
て

は
結
構
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
訴
訟
に
な
っ
た
の
は
二

件
し
か
な
い
よ
う
で
す
。

①
は
車
両
の
底
部
が
損
傷
し
た
事
件
で
す
が
、
路
面
か

ら
一
五
伽
蓋
が
盛
り
上
が
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
裁
判

所
は
一
応
の
瑕
疵
を
認
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
原

告
の
請
求
の
根
拠
が
は
っ
き
り
し
な
い
た
め
訴
訟
上
の
結

果
は
請
求
が
棄
却
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
こ
の
訴
訟

の
結
果
に
つ
い
て
は

｢無
責
｣
と
い
う
点
を
重
視
す
る
の

②



で
は
な
く

｢
一
五
m
で
は
瑕
疵
を
認
め
た
｣
と
い
う
内
容

に
つ
い
て
重
視
す
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

②
の
事
件
は
同
じ
く
一
○
伽
ほ
ど
浮
き
上
が

っ
て
い
た

マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
に
原
付
が
引
っ
か
か
っ
て
転
倒
し
死
亡

し
た
事
件
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
訴
訟
の
結
果
も
有
責

と
さ
れ
、
｢補
修
が
容
易
で
あ
っ
た
｣と
い
う
回
避
可
能
性

の
点
で
有
責
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
と
②
の
事
件
を
比
較
す
る
と
道
路
管
理
瑕
疵
と
い
う

点
で
は
一
五
伽
の
浮
き
上
が
り
の
方
が
一
○
伽
の
浮
き
上

が
り
よ
り
瑕
疵
の
度
合
い
は
高
い
の
で
す
が
、
被
害
の
重

大
さ
を
考
慮
す
れ
ば
判
決
の
内
容
も
逆
転
す
る
と
い
う
点

で
は
い
い
例
で
し
ょ
う
o

次
に
過
失
相
殺
に
つ
い
て
は
②
の
事
件
で
、
毎
日
通
勤

に
利
用
し
て
い
た
点
と
前
方
不
注
意
で
二
割
の
相
殺
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

1

本
件
貯
水
池
は
満
水
時
の
水
深
が
約
四
m
で
急
傾
斜
の
す
り
鉢
状

と
な
っ
て
い
て
年
少
の
子
供
が
転
落
し
た
場
合
に
は
非
常
に
危
険
が

高
く
、
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
侵
入
し
た
子
供
が
排
水
管
を
移
動
し
て
貯

水
池
に
至
る
こ
と
が
容
易
に
予
想
で
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
町

と
し
て
は
マ
ン
ホ
ー
ル
に
子
供
が
入
り
込
ま
な
い
よ
う
に
容
易
に
移

動
で
き
な
い
甲
蓋
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

2

被
害
児
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
排
水
用
ヒ
ュ
ー
ム
管
に
立
ち
入
り

貯
水
池
に
近
づ
け
ば
転
落
す
る
危
険
の
あ
る
こ
と
を
認
識
し
え
た
も

の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
か
ら
、
被
害
児
に
は
本
件
事
故
発
生

に
つ
き
過
失
が
あ
っ
た
。

3

原
告
両
名
に
お
い
て
も
本
件
貯
水
池
の
危
険
性
に
照
ら
し
両
親
と

し
て
被
害
児
に
対
し
貯
水
池
に
転
落
す
る
危
険
の
あ
る
行
動
を
具
体

的
に
仰
止
す
る
義
務
が
あ
っ
た
。
(過
失
相
殺
七
割
五
分
)

名
古
屋
地
裁

昭
和
五
八
年
一
二
月
二
六
日

有
責

(過
失
相
殺
七
･
五
割
)

児
謨

マ
ン
ホ
ー
ル
に
転
落
し
た

-
-凝

經

顔

五
割

13

七
三
二
九
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一
0
三
九
･三

音
羽
町
道
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
不

全
児
童
転
落
事
件

町
道

②

②

一〇

マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
の
構
造
に
問
題
が
あ

つ
彪
定
め
起
こ
つ
を
事
故

国
賠
法
二
条
一
項
に
い
う
道
路
の
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵
と
は
本
来

道
路
が
通
常
備
ぅ
べ
き
性
質
や
設
備
を
欠
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
解

す
べ
き
と
こ
ろ
、
本
件
道
路
は
利
用
者
も
多
く
、
以
前
に
も
自
動
二
輪

福
岡
地
裁
行
橋
支
部

昭
和
五
四
年
九
月
一
八
日

有
責

(過
失
相
殺
七
割
)

奏

伽
の
-
ぼ
み
に
転
倒

-
-“
“
“
“
“

過
失
相
殺
七
割

9
マ
01趾勁

五
十鏑
観
“
●,“-
“““
-県
道

う
道
路
の
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵
と
は
本
来

道
路
が
通
常
備
ぅ
べ
き
性
質
や
設
備
を
欠
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
解

す
べ
き
と
こ
ろ
、
本
件
道
路
は
利
用
者
も
多
く
、
以
前
に
も
自
動
二
輪

車
が
本
件
く
ぼ
み
で
転
倒
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
等
を
総
合
す
る
と
、

本
件
の
よ
う
に
道
路
に
く
ぼ
み
が
あ
る
場
合
に
は
歩
行
者
が
右
く
ぼ
み

に
足
を
ふ
み
入
れ
て
転
倒
す
る
危
険
性
が
な
い
と
は
い
え
ず
、
し
た
が

っ
て
本
来
道
路
が
備
ぅ
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
本
件
道
路
に
は
瑕
疵
が

あ
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
原
告
に
過
失
が
あ
る
と

し
て
も
こ
の
管
理
瑕
疵
責
任
を
免
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

最
後
に
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
の
構
造
な
ど
に
問
題
が
あ
っ

た
事
件
で
す
が
、
①
は
鉄
製
の
蓋
が
最
大
六
伽
く
ぼ
ん
で

い
た
た
め
に
足
を
す
べ
ら
せ
て
転
倒
し
て
骨
折
し
た
事
件

で
す
。
②
は
六
歳
の
子
供
が
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
を
は
ず
し

て
内
部
に
入
り
溺
死
し
た
事
件
で
す
。

①
は
く
ぼ
み
そ
の
も
の
を
瑕
疵
と
し
て
認
定
し
、
②
は

容
易
に
移
動
で
き
な
い
蓋
を
設
置
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
と

し
て
予
見
可
能
性
を
認
め
瑕
疵
を
認
定
し
て
い
ま
す
。

①
は
あ
ま
り
参
考
と
な
る
判
例
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

②
は
過
失
相
殺
七
割
五
分
と
い
う
結
果
か
ら
み
て
、
見
舞

金
的
性
格
が
濃
く
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

以
上
で
蓋
不
全
に
関
す
る
判
例
の
検
討
を
終
わ
り
ま
す
。

次
回
は
排
水
施
設
の
不
備
に
関
す
る
も
の
、
及
び
道
路

構
造
に
起
因
す
る
事
件
の
判
例
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

(道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係
)



弘良島岡

は
じ
め
に

平
成
八
年
二
月
一
〇
日
一
般
国
道
二
二
九
号
北
海

道
古
平
町
豊
浜
ト
ン
ネ
ル
に
お
け
る
大
規
模
な
岩
盤

崩
落
事
故
が
発
生
し
、
多
数
の
犠
牲
者
が
生
じ
た
こ

と
に
鑑
み
、
平
素
か
ら
道
路
に
お
け
る
危
険
箇
所
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
な
ど
、
重
点
監
視
に
万
全

を
期
す
こ
と
が
ま
ず
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

万
一
、
こ
の
よ
う
な
不
測
の
事
態
が
発
生
し
た
場

合
に
、
事
故
発
生
の
直
後
か
ら
被
災
者
の
救
出
と
土

石
等
の
除
去
作
業
を
、
よ
り
迅
速
か
つ
的
確
に
実
施

し
て
い
く
た
め
、
今
般
標
記
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

と
し
て

｢道
路
災
害
応
急
対
策

(風
水
害
等
)
要
綱

(案
)｣を
策
定
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

以
下
、
本
要
綱

(案
)
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
の

で
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
公
共
土
木
施
設
災
害
の

未
然
防
止
は
も
と
よ
り
、
道
路
災
害
発
生
に
よ
る
第

三
者
事
故
等
の
回
避
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
り
ま
す
。

要
綱
(案
)
の
構
成
等

本
要
綱

(案
)
の
構
成
と
要
旨
は
大
き
く
分
け
て

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(構
成
)

次
の
六
節
で
構
成
し
て
い
る
。

道
路
災
害
応
急
対
策

第
1
節

初
期
活
動

第
2
節

道
路
災
害
応
急
対
策
に
お
け
る
活
動

体
制

第
3
節

情
報
連
絡
･
収
集
提
供
等

第
4
節

交
通
規
制

第
5
節

土
石
等
除
去
作
業

第
6
節

支
援
体
制

道行セ 97,6 5 !

(要
旨
)

①

第
一
発
見
者
か
ら
の
通
報
を
受
け
て
関
係
機

関
へ
の
通
報
と
関
係
職
員
の
現
地
へ
の
急
派
い

わ
ゆ
る

｢初
期
活
動
｣
の
第
一
段
階
と
そ
の
後

の

｢応
急
復
旧
対
策
の
実
施
｣
の
二
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
方
式
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

②

大
規
模
災
害
や
そ
の
後
被
災
状
況
が
変
化
し

被
害
が
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
本
県

地
域
防
災
計
画
に
定
め
る

｢滋
賀
県
事
故
対
策

本
部
｣
へ
移
行
す
る
も
の
と
し
て
、本
要
綱
(案
)

で
は
、
こ
れ
ら
を
の
ぞ
く

｢小
規
模
災
害
｣
を

対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(見
出
し
写
真
は
主
要
地
方
道
大
津
信
楽
線

土
砂
崩
落
事
故
現
場
)

落石 ･雪崩等の発生に備える
道路応急復旧システムの構築



道
路
災
害
応
急
対
策

第
1
節

初
期
活
動

第
l

実
施
手
順

②

前
項
に
よ
り
連
絡
を
受
け
た
土
木
事
務
所
の

当
番
制
に
よ
る
待
機
職
員
は
、
現
地
に
直
行
し
、

第
一
受
信
者
も
到
達
し
て
い
る
と
き
は
、
合
流

の
あ
と
現
地
の
状
況
を
速
や
か
に
踏
査
し
、
ま

ず
最
初
に
被
災
者
が
存
在
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
き
は
、
直
ち
に
消
防
署
に
出
動
を
要
請
す
る

な
ど
、
被
災
者
の
救
出
を
最
優
先
に
行
う
も
の

と
す
る
。

⑤

一
方
、
土
木
事
務
所
長
は
前
項
ま
で
の
現
地

か
ら
の
報
告
･
協
議
内
容
か
ら
推
察
し
、
も
し

く
は
自
ら
現
地
確
認
の
う
え
、
第
2
節
第
2
項

に
定
め
る
崩
落
災
害
で
あ
る
と
判
断
(以
下
｢意

思
決
定
｣
と
い
う
。)
し
た
と
き
は
、
主
管
課
長

を
経
由
し
土
木
部
長
に

｢土
木
部
災
害
緊
急
対

策
本
部
｣
の
設
置
を
、
ま
た
被
災
規
模
が
著
し

く
大
規
模
な
崩
落
災
害
も
し
く
は
更
に
被
害
が

拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
意
思
決
定
し
た
と

き
は
、
土
木
部
長
を
経
由
し
生
活
環
境
部
担
任

副
知
事
に
対
し

｢滋
賀
県
事
故
対
策
本
部
｣
の

設
置
を
要
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
土
木
事
務
所
長
は
、
初
期
活
動
を
迅

速
に
機
能
さ
せ
る
た
め
、
現
地
か
ら
の
報
告
等

を
も
と
に
状
況
判
断
の
上
、
必
要
と
認
め
た
と

き
は
直
ち
に
別
図
ー
4
に
よ
り
、｢現
地
対
策
本

部
｣
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

く
は
自
ら
現
地
確
認
の
う
え
、
第
2
節
第
2
項

に
定
め
る
崩
落
災
害
で
あ
る
と
判
断
(以
下
｢意

思
決
定
｣
と
い
う
。)
し
た
と
き
は
、
主
管
課
長

を
経
由
し
土
木
部
長
に

｢土
木
部
災
害
緊
急
対

策
本
部
｣
の
設
置
を
、
ま
た
被
災
規
模
が
著
し

く
大
規
模
な
崩
落
災
害
も
し
く
は
更
に
被
害
が

拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
意
思
決
定
し
た
と

き
は
、
土
木
部
長
を
経
由
し
生
活
環
境
部
担
任

副
知
事
に
対
し

｢滋
賀
県
事
故
対
策
本
部
｣
の

設
置
を
要
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
土
木
事
務
所
長
は
、
初
期
活
動
を
迅

速
に
機
能
さ
せ
る
た
め
、
現
地
か
ら
の
報
告
等

を
も
と
に
状
況
判
断
の
上
、
必
要
と
認
め
た
と

き
は
直
ち
に
別
図
ー
4
に
よ
り
、｢現
地
対
策
本

部
｣
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
2
節

道
路
災
害
応
急
対
策
に
お
け
る
活
動
体
制

第
ー

実
施
方
針

第
一
節
の
初
期
活
動
の
⑤
に
よ
る
所
轄
土
木
事
務

所
長
の
要
請
を
受
け
て
、
設
置
さ
れ
た
土
木
部
災
害

緊
急
対
策
本
部
が
別
図
-
2
の
作
業
フ
ロ
ー
に
基
づ

き
適
切
に
機
能
し
、
迅
速
な
救
助
も
し
く
は
土
石
等

の
除
去
作
業

(以
下

｢作
業
｣
と
い
う
。)
を
円
滑
に

推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
速
や
か
に
道
路
の
機
能

回
復
を
図
り
、
も
っ
て
民
心
の
安
定
に
資
す
る
も
の

と
す
る
。

①

県
が
管
理
す
る
道
路
で
、
土
石
や
雪
崩
等
の

崩
落
災
害

(以
下

｢崩
落
災
害
｣
と
い
う
。)
が

発
生
し
、
こ
れ
を
発
見
し
た
者
か
ら
最
寄
り
の

市
町
村
ま
た
は
駐
在
所
等
に
通
報
が
入
っ
た
場

合
、
受
信
者
(以
下
｢第
一
受
信
者
｣
と
い
う
。)

は
予
め
配
布
さ
れ
た
別
図
-
ー
に
よ
る
所
轄
土

木
事
務
所
の
技
術
次
長
に

｢0
0
地
先
で
土
石

(又
は
雪
崩
)
崩
落
事
故
が
発
生
｣
し
た
旨
通

報
す
る
と
と
も
に
、
第
一
受
信
者
は
消
防
防
災

課
及
び
警
察
署
に
即
時
通
報
し
た
後
現
地
へ
急

行
す
る
も
の
と
す
る
。

な
お
、
伝
達
先
の
関
係
機
関
に
対
し
て
は
技

術
次
長
も
し
く
は
現
地
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ

た
と
き
に
は
情
報
班
員
が
速
や
か
に
通
報
す
る

も
の
と
す
る
。

④

ま
た
、
現
地
の
被
災
区
域
内
に
県
道
等
が
含

ま
れ
て
お
り
、
他
の
一
般
交
通
に
支
障
が
あ
る

と
き
は
交
通
管
理
者
及
び
土
木
事
務
所
長
と
協

議
の
上
、
速
や
か
に
通
行
規
制
等
を
実
施
す
る

な
ど
被
害
の
拡
大
を
未
然
に
防
止
す
る
措
置
を

講
じ
る
も
の
と
す
る
。

な
お
、
現
地
で
複
数
の
者
が
状
況
調
査
を
行

っ
て
い
る
と
き
は
、
さ
き
の
②
③
の
措
置
を
、

分
担
し
て
迅
速
に
判
断
し
て
遂
行
す
る
も
の
と

、す
る
。

③

次
に
被
災
箇
所
の
所
管
が
、
砂
防
施
設
等
他

課
に
所
属
も
し
く
は
関
連
す
る
と
判
断
し
た
と

き
は
、
こ
れ
ら
の
主
管
課
又
は
関
係
機
関
に
対

し
通
報
す
る
も
の
と
す
る
。



道 路 災 害 緊 急 連 絡 通 報 網
土小国務所

匙 雑 攣災害発生I

l第 1 発 見 者【 ±木事務所長

市町村 ･警察署

消防署‐駐在所 報告 ;
協議 " 指示

l

土木事務所 ･技術次長 公

道路計画課長 窓

待機職員 (緊急時連絡系統表による )

道路課所管の災害か 関係搬関等へ通報依頼

｢
I
I
l
-
I
l
-
-
l
l
l
l
l
-
l
I
i
-
l
l
l
-
‘
l
l
l
I
I
I- 報 告 被災状況の把握

被災規模 ･概要

被災者の有無 ･通行規制の要否

F A x
l

　

別記様式 1

被災状況等調書 (第 報) ◇

土木串務所 に
　

道路災害
発生個所

部 町 地先
市 丁目

同 上

発 生 日 時 平成 年 月 日 時頃

路 線 名
国道 号

主要地方道 線
一般県道

被 災 概 要
被 災 延 長 m 降 雨 量又は

積 雪 量
m/分

推定崩落土砂等 ぬ3 被 災 者 有 ･ 無
参考となる

位置図 ･

平面図 ･

横断面図

及び被災

状況写真
を添付する

同上に含まれる

岩石等の最大径 C m

人家の埋没 有 ( 戸 )

無

湧水 l布 ( ザノ分 ) 無 崩落面の勾配 r 度位

倒木類
の混入

イな目通り
om

〕

無 ‐

その他

出動に当たり

参考となる事項等

現地指揮者 道路計画課長

連 絡 先 十木事務所

T E L F A X

別図一 1 道路災害緊急連絡通報網図
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障灘難ふ
　
、、

警察署
駐在所
消防署
市町村

土木事務所
技術次長

消防署通報

Y E S

通行規制措置

れあり

救出作業

関係機関へ
通報依頼

Y E S
地元対応
(関係市町村･

別途対応
地元関係者
(被災者親族等)

情報提供

報道機関等

復旧作業関電 ･上下水道
N T T .ガ ス

-支援体制 ;

　 　　　　　
　　　　

土石裁蝋
指定業者の出動

; 土石等除去作業 ･
: 迂回路および仮設
!防護施設等の設置
も一----------------

復旧作業
完 了

土木事務所長
〔意思決定)

- -▲- - ムー… - - - - - /′
と

N O
害か

Y E S

滋賀県地域防災計画に定める i

l滋賀県事故対策本部へ移行 ;
‘‐--------------------------｣

土木部
災害緊急対策本部

Y E S

【災害情報の伝達先】

0
0
0
0

消防防災課
警察本部 (警備 2課)
河港課防災係
道路課舗装保全係

現地対陳策本部

別図一 2 道路災害応急復旧作業フロー



こ
れ
ら
の
対
策
を
迅
速
か
つ
効
率
的
に
実
施
す
る

た
め
に
、
当
該
市
町
村
、
土
木
部
道
路
課
員
及
び
支

援
組
織
等
は
、
総
力
を
挙
げ
て
災
害
対
策
活
動
に
協

力
す
る
も
の
と
す
る
。

第
2

土
木
部
災
害
緊
急
対
策
本
部
及
び
･現
地
対
策

本
部

(以
下
｢対
策
本
部
等
｣
と
い
う
。)
(別
図

-
3
･
4
)
の
設
置
ま
た
は
廃
止

　

　

　

　

　

　

　

賎

…

現

別図‐ 3 土木部災害緊急対策本部

1

設
置
基
準
及
び
廃
止
基
準

の

設
置
基
準

崩
落
災
害
と
は
、
県
が
管
理
す
る
道
路
の

局
部
的
な
範
囲
に
お
い
て
土
石
等
が
崩
落
し
、

も
し
く
は
雪
崩
が
発
生
し
た
た
め
、
負
傷
者

が
発
生
し
、
も
し
く
は
公
共
土
木
施
設
や
一

般
交
通
に
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
と
土

木
事
務
所
長
が
意
思
決
定
し
、
土
木
部
長
が

認
め
た
も
の
を
い
う
。

②

廃
止
基
準

ア

災
害
発
生
現
場
に
お
い
て
、
崩
落
災
害

の
新
た
な
発
生
又
は
拡
大
の
恐
れ
が
解
消

し
、
か
つ
応
急
対
策
が
概
ね
完
了
し
た
と

本
部
長
が
認
め
た
と
き
。

イ

そ
の
他
本
部
長
が
必
要
な
い
と
認
め
た

1と
きご
0

　

　

　
　　　

“
コ

マ
現
地
合
同
本
部
連
絡
会
議

本部長:土木事務所長
(兼)現地、ま

別図‐ 4 現地対策本部

関係市町村緊急対策本部

情

報

班

　

　

　

朧
]
“

広

報

班

総
後

-

…
総

後方支援総括責任者

長

ぞ

…

-

…

　
　
　

　　
　
　
　
　
　



2

滋
賀
県
事
故
対
策
本
部
へ
の
移
行

大
規
模
な
崩
落
災
害
も
し
く
は
、
そ
の
後
被
災
状

況
が
変
化
し
、
被
害
が
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

滋
賀
県
地
域
防
災
計
画

(風
水
害
等
対
策
編
)
に
定

め
る

｢滋
賀
県
事
故
対
策
本
部
｣
が
設
置
さ
れ
た
と

き
は
、
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
対
策
本
部
等
は

｢滋

賀
県
事
故
対
策
本
部
｣
の
中
の
土
木
部
と
し
て
そ
の

直
ち
に
総
務
班
が
各
班
に
伝
達
す
る
。

4

対
策
本
部
等
設
置
の
場
所

　
　　　
　
　
　
　
　

-｢

II
L -

蘭
皿

現
地
対
策
本
部

1
l
l
l
↓

土
木
事
務
所
内

3 ま 賀 き め
ま 県 は る

3

対
策
本
部
等
の
設
置
及
び
廃
止
の
伝
達

対
策
本
部
等
の
設
置
又
は
廃
止
が
決
定
し
た
時

別表一 1 各班の任務分担表

移 ｢
行 故 既 滋
す 対 に 賀
る

そ ｢ た に た 災
は の 湖 と 定 め 状

班 担当名 任 務 分 担

班

ア

管理担当
げ)対策本部等の班職員の管理及び交替要員の確保

(ィ)要員の水、 食糧、 活動用資機材の確保 (作業に用するも

のは除く)

○)職員の安否確認

粁)来訪者への対応

イ

総務担当
伊)本部長との連絡調整

(ィ)本部員会議、 班長会議及び現地合同本部連絡会議の設営

(ゥ)会議資料、 議事録の作成

国議員対応
封)対策本部等の設置、 または廃止の伝達

(ヵ)その他各班に属さない事務

ウ

調整担当
(ァ)消防防災課、 土木部緊急対策本部 ･現地対策本部各班、

合同本部連絡会議、 国ならびに関係市町村との連絡調整

(ィ)隣接土木事務所への応援要請と受入れ及び警察本部 (警

備 2課 ･交通規制課) 及び消防本部等との連絡調整

(ゥ)通信手段の確保

情

報

班

ア

情報収集
担当

の被災情報の収集 (防災行政無線等の活用)

(ィ)映像情報の収集 (ビデオカメラ等による収録等)

(ゥ)参集職員等からの被害情報収集

国活動情報の収集
団応援要請の接受

イ

情報整理
伝達担当

げ)被害情報等の整理、 まとめ

(ィ)被害情報等の伝達 (国、 市町村、 関係防災期間等)

(ゥ)復旧班、 広報班との連絡調整

復

旧

班

ア

計画担当
例気象情報の収集
(ィ)被災地の調査 測 量 (委託を含む)

(ゥ)復旧工法、 仮設工法の決定

国 の設計 積算業務
団占用者に対する連絡 ･調整と復旧作業への協力

仂)作業に係る各班への技術情報の提供

イ

工事担当
伊)通行規制に関する関係機関等との連絡 ･調整 ･実施

(ィ)被災者の有無確認に協力

(ゥ)作業に必要な資機材の調達

国作業に係る応援部隊等との調整連絡

(ォ)作業地及び周辺の安全点検及び安全対策の実施

例復旧作業指定業者への出動要請
鯖 作業指揮
(ク)作業従事者の交代要員の確保と時期の調整

広

報

班

ア

調整担当

げ)本部長と広報内容の調整

(ィ)総務班 “劇日班との連絡調整

“)現地対策本部と土木部災害緊急対策本部との連絡調整

国各班からの情報収集

(ォ)広報課 ･警察 ･消防との連絡調整 (広報時期 ;内容等)

仂)市町村の広報内容の把握及び連絡調整

イ

広報担当
げ)報道機関等への情報提供

“)広報用資料の作成

の)住民からの問い合わせや照会への対応

5

対
策
本
部
等
に
お
け
る
指
揮
命
令
権
者

対
策
本
部
等
に
お
い
て
、別
表
-
ー
の
各
班
の
夫
々

の
任
務
を
的
確
に
遂
行
し
て
い
く
た
め
、
責
任
者
を

別
図
-
3
･
4
の
よ
う
に
指
名
し
、
崩
落
災
害
発
生

時
に
こ
れ
ら
責
任
者
の
中
で
参
集
し
た
者
の
う
ち
、

あ
ら
か
じ
め
定
め
る
優
先
順
位
が
最
も
早
い
者
又
は

各
任
務
に
精
通
し
て
い
る
者
を
優
先
し
て
、
そ
の
活

動
班
に
お
け
る
指
揮
命
令
権
者
と
す
る
。

第
3

緊
急
対
策
本
部
等
の
活
動
体
制

1

土
木
部
災
害
緊
急
対
策
本
部

(以
下
｢対
策
本

部
｣
と
い
う
。)

土
木
部
は
、
道
路
課
内
に
前
項
第
1
号
の
に
定
め

る
規
模
の
崩
落
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の
業
務

現地対策本部情報班の ｢情報整理伝達担当は、 被害状況が判明次第別記 曰 1
様式 1により速やかに道路課 消防防災課 ･県警本部警備2課 河港課防 ぞ栫)

下
災係に連絡すること。



を
円
滑
に
遂
行
す
る
た
め
｢総
務
班
｣
｢情
報
班
｣
｢広

報
班
｣
｢復
旧
班
｣
か
ら
な
る
対
策
本
部
(別
図
ー
3
･

4
)
を
設
置
し
、
応
急
対
策
を
迅
速
か
つ
的
確
に
実

施
で
き
る
よ
う
、
別
図
-
2
に
従
事
す
る
職
員
を
配

置
す
る
も
の
と
す
る
。

2

現
地
合
同
本
部
連
絡
会
議

対
策
本
部
を
設
置
し
、
作
業
を
実
施
し
て
い
く
段

階
に
お
い
て
本
部
長
は
、
作
業
を
迅
速
か
つ
効
率
的

に
進
め
る
に
当
た
っ
て
、
関
係
市
町
村
、
対
策
本
部

及
び
現
地
対
策
本
部
間
で
密
接
な
連
携
を
図
る
た
め
、

状
況
に
応
じ
て
作
業
に
関
す
る
進
捗
状
況
、
懸
案
事

項
、
地
元
対
応
等
に
つ
い
て
報
告
、
協
議
等
を
行
う

た
め
、
｢現
地
合
同
本
部
連
絡
会
議
｣を
開
催
し
、
事

態
の
速
や
か
な
解
決
に
向
け
て
相
互
に
情
報
を
共
有

し
、
調
整
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

3

現
地
対
策
本
部

滋
賀
県
事
故
対
策
本
部
ま
た
は
土
木
部
災
害
緊
急

対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
と
き
、
も
し
く
は
土
木
事

務
所
長
が
必
要
と
認
め
た
場
合
に
設
置
し
、
活
動
に

つ
い
て
は
前
各
号
に
準
じ
る
も
の
と
す
る
。

4

任
務
分
担

対
策
本
部
及
び
現
地
対
策
本
部
各
班
の
任
務
分
担

を
別
表
-
1
の
と
お
り
に
定
め
る
。

-5

任
務
遂
行
上
の
留
意
事
項
一

◎
待
機
職
員
の
当
番
制
及
び
所
在
確
認

崩
落
災
害
発
生
に
備
え
各
土
木
事
務
所
毎
に
待
機

職
員
の
当
番
制
を
確
立
し
、
一
定
期
間
毎
に
順
次
引

き
継
い
で
い
く
も
の
と
し
、
各
当
番
の
責
任
者
を
定

め
て
お
き
、
そ
の
者
は
常
に
ポ
ケ
ベ
ル
を
携
帯
し
て

通
報
に
備
え
る
も
の
と
す
る
。

待
機
職
員
は
、
休
日
で
あ
っ
て
も
所
在
の
確
認
が

で
き
る
よ
う
予
め
責
任
者
に
連
絡
し
て
お
く
こ
と
。

e
緊
急
用
機
材
の
備
蓄
等

土
木
事
務
所
に
は
緊
急
出
動
に
備
え
、
公
用
車
に

は
緊
急
車
両
で
あ
る
旨
の
パ
ト
ラ
イ
ト
、
標
章
、
行

政
無
線
ま
た
は
携
帯
電
話
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
、
カ

メ
ラ
、
大
型
投
光
機
、
発
電
機
、
燃
料
、
大
型
パ
ー

ル
、
測
量
器
具
類
、
そ
の
他
現
地
調
査
に
必
要
な
機

材
を
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
o

e
保
安
幅
･
腕
章
の
着
用

現
地
に
出
動
す
る
職
員
は
、
身
分
を
明
ら
か
に
し

た
腕
章
、
血
液
型
、
氏
名
を
明
記
し
た
保
安
帽
を
着

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◎
地
質
調
査
デ
ー
タ
の
整
備
保
管

被
災
地
近
傍
の
土
質
が
判
明
す
る
資
料
を
速
や
か

に
取
り
出
せ
る
よ
う
、
平
素
か
ら
既
存
地
質
調
査
資

料
を
分
類
区
分
し
保
管
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

◎
占
用
者
へ
の
通
報

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

(電
気
、
N
T
T
、
水
道
等
)
が

被
災
し
て
い
る
場
合
に
は
、
直
ち
に
こ
れ
ら
を
管
理

し
て
い
る
関
係
機
関

(占
用
者
)
に
連
絡
し
、
出
動

を
要
請
す
る
も
の
と
す
る
。

@

一
斉
緊
急
点
検
の
実
施

現
地
対
策
本
部
長
は
、
管
内
の
類
似
地
形
等
の
危

険
想
定
箇
所
に
つ
い
て
も
、
直
ち
に
職
員
を
動
員
し

分
担
し
て
一
斉
緊
急
点
検
を
行
い
、
他
地
域
で
の
人

的
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

e
職
員
の
状
況
把
握

防
災
業
務
中
は
混
乱
防
止
の
た
め
、
班
編
成
、
業

務
内
容
及
び
配
属
さ
れ
て
い
る
職
員
氏
名
を
一
覧
表

に
記
入
し
た
用
紙
を
貼
り
出
し
て
お
き
、
常
に
更
新

す
る
こ
と
で
伝
達
、
状
況
把
握
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
よ
う
に
し
て
お
く
も
の
と
す
る
。

◎
情
報
の
統
一
共
有
化

各
班
の
責
任
者
は
、
指
揮
･
命
令
し
た
事
項
に
対

す
る
回
答
･
報
告
を
整
理
し
、
情
報
の
統
一
、
共
有

化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
復
旧
作
業
の
進
捗
に
齪
酷
を

き
た
さ
な
い
よ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◎
連
絡
事
項
等
の
整
理

職
員
等
か
ら
の
連
絡
が
あ
っ
た
と
き
、
所
属
、
氏

名
の
他
に
連
絡
方
法
、
連
絡
事
項
、
時
刻
、
連
絡
者
、

受
信
者
等
を
受
信
順
に
文
書
で
整
理
し
て
お
く
も
の

と
す
る
。

の
撮
影
記
録

被
災
状
況
、
復
旧
作
業
状
況
の
推
移
等
を
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
ま
た
は
ス
ラ
イ
ド
用
フ
ィ
ル
ム
で
写
真
撮
影

し
て
お
く
と
後
日
の
報
告
、
事
故
原
因
分
析
等
で
役



に
立
つ
。

の
模
擬
訓
練

崩
落
災
害
発
生
時
に
お
け
る
応
急
対
策
活
動
を
円

滑
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
日
頃
の
心
構
え
と
疑
似

体
験
が
役
に
立
つ
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、

一
-
二
年
に
一
回
程
度
の
模
擬
訓
練
を
実

施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

第
3
節

情
報
連
絡
･
収
集
提
供
等

第
1

情
報
通
信
連
絡

1

実
施
方
針

崩
落
災
害
発
生
時
に
お
け
る
関
係
機
関
相
互
の
通

報
、
協
議
、
指
示
、
伝
達
等
の
通
信
連
絡
を
迅
速
か

つ
円
滑
に
行
う
た
め
、
各
機
関
の
通
信
連
絡
窓
□
を

統
一
し
、
そ
の
後
の
復
旧
作
業
に
お
け
る
通
信
連
絡

の
確
保
及
び
情
報
収
集
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、
公

衆
通
信
設
備
、
防
災
行
政
無
線
の
ほ
か
、
自
動
車
電

話
、
携
帯
電
話
等
の
利
用
を
図
る
も
の
と
す
る
。

2

防
災
行
政
無
線
網
の
活
用
等

崩
落
災
害
発
生
時
に
お
い
て
は
、
使
用
可
能
な
通

信
連
絡
手
段
を
利
用
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
と
り
わ

け
、
有
線
の
途
絶
等
を
考
慮
し
、
無
線
を
積
極
的
に

活
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

①

防
災
行
政
無
線
の
有
効
活
用

事
故
発
生
時
に
お
い
て
、
復
旧
活
動
を
迅
速

か
つ
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、
本
節
に
定
め

る
情
報
の
収
集
及
び
伝
達
に
最
も
適
合
し
、
か

つ
信
頼
性
の
高
い
通
信
網
と
し
て
、
県
で
整
備

さ
れ
て
い
る
防
災
行
政
無
線
を
有
効
に
活
用
す

る
･0

②

通
信
回
線
の
確
保

山
間
部
等
の
無
線
不
感
知
帯
に
お
け
る
初
期

活
動
時
に
は
当
該
土
木
事
務
所
の
道
路
パ
ト
ロ

ー
ル
車
等
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
車
載
型
全

県
移
動
無
線
を
一
台
以
上
中
継
し
、
現
地
対
策

本
部
と
代
理
応
答
す
る
方
式
に
よ
り
通
信
回
線

を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
。

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
内
に
お
い
て
平
常
時

に
こ
う
し
た
通
信
困
難
な
地
域
に
お
け
る
通
信

訓
練
を
実
施
し
、
不
測
の
事
態
に
備
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

③

車
載
型
地
球
局
の
利
用

復
旧
作
業
に
時
間
を
要
す
る
も
の
で
、
か
つ

他
に
適
切
な
通
信
手
段
が
確
保
で
き
な
い
場
合

に
は
、
消
防
防
災
課
に
配
備
さ
れ
て
い
る
車
載

型
地
球
局
の
応
援
を
要
請
す
る
も
の
と
す
る
。

燭

非
常
通
信

大
規
模
な
災
害
で
被
災
者
が
多
数
発
生
し
た

場
合
、
ま
た
は
被
災
規
模
が
大
き
く
応
援
要
請

を
す
る
な
ど
、
非
常
通
信
を
必
要
と
す
る
と
き

は
、
前
各
号
に
よ
る
ほ
か
、
こ
れ
ら
を
利
用
す

る
こ
と
の
み
で
は
著
し
く
支
障
を
き
た
す
お
そ

れ
が
あ
る
と
き
は
、
警
察
、
消
防
、
関
電
等
の

非
常
通
信
協
議
会
構
成
の
自
営
通
信
回
線
ま
た

は
無
線
通
信
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
、
仮
説
電
話

の
設
置
等
の
通
信
連
絡
手
段
を
講
じ
、
効
果
的

に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
非
常
時
に
お
け
る

通
信
の
確
保
を
図
る
も
の
と
す
る
。

第
2

建
設
本
局
等
へ
の
被
災
情
報
の
伝
達
等

1

建
設
本
局
へ
の
情
報
伝
達

情
報
班
長
は
、
崩
落
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、

直
ち
に
別
紙
の
｢
一
般
国
道

(指
定
区
間
外
)、
都
道

府
県
道
及
び
市
町
村
道
の
災
害
発
時
に
お
け
る
連
絡

に
つ
い
て
｣
に
基
づ
き
、
建
設
省
本
局
担
当
課
に
当

該
情
報
を
伝
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

関
係
機
関
へ
の
通
報

情
報
伝
達
担
当
は
、
広
報
班
長
と
協
議
の
う
え
、

事
故
発
生
に
係
る
連
絡
を
別
図
ー
2
の

｢道
路
災
害

復
旧
作
業
フ
ロ
ー
｣
に
示
す
必
要
な
関
係
機
関
に
対

し
、
被
害
状
況
等
調
書

(別
紙
様
式
1
)
に
よ
り
迅

速
か
つ
的
確
に
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
3

情
報
の
収
集
･
提
供
等

1

実
施
方
針

崩
落
災
害
事
故
発
生
時
に
お
い
て
、
被
災
地
や
関

係
住
民
等
に
対
し
、
被
災
状
況
、
復
旧
作
業
の
進
捗

状
況
等
に
つ
い
て
正
確
な
情
報
を
速
や
か
に
提
供
す

る
と
と
も
に
、
被
災
地
及
び
周
辺
住
民
等
の
状
況
や

要
望
事
項
を
把
握
す
る
た
め
、
情
報
収
集
、
広
報
活



動
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
報
道
機
関
と
の
連
絡
調
整
を
密
に
し
、
適

時
に
的
確
な
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
報
道
機

関
と
の
協
力
体
制
を
確
立
し
、
被
災
地
関
係
住
民
の

立
場
に
立
っ
た
報
道
が
行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

2

情
報
の
収
集
提
供

の

現
地
対
策
本
部
の
初
期
活
動
と
し
て
現
地
へ

急
行
し
た
職
員
が
、
自
ら
収
集
し
た
被
災
状
況

報
告
を

｢被
害
状
況
速
報
｣
と
し
て
取
り
ま
と

め
、
ま
た
、
現
地
対
策
本
部
と
し
て
取
り
つ
つ

あ
る
措
置
の
概
要
と
と
も
に
土
木
部
災
害
緊
急

対
策
本
部

(情
報
班
)
に
逐
次
連
絡
す
る
も
の

と
す
る
。

②

情
報
班
長
は
、
被
害
の
状
況
に
よ
り
、
現
地

の
実
態
を
把
握
し
、
復
旧
作
業
の
円
滑
化
を
図

る
た
め
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
班
員
を
派
遣

し
被
災
現
地
の
調
査
を
行
う
。

③

情
報
班
長
は
、
前
各
号
に
よ
り
収
集
し
た
情

報
は

｢被
害
速
報
｣
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
本

部
長
、
各
班
長
に
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

船

広
報
班
長
は
、
被
害
に
関
し
て
寄
ら
せ
れ
る

相
談
、
照
会
、
苦
情
等
に
応
じ
る
。
ま
た
、
被

災
地
住
民
の
要
望
等
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も

に
、
関
係
機
関
と
も
協
力
し
な
が
ら
迅
速
な
処

理
を
行
う
も
の
と
す
る
。

③

情
報
班
長
は
、
各
班
か
ら
収
集
し
た
情
報
を

員
は
、
被
災
地
の
状
況
を
速
や
か
に
調
査
し
、
道
路

女

、

p

1し
、

K
N

、

整
理
、
調
整
し
、
本
部
長
及
び
班
長
と
と
も
に

随
時
報
道
機
関
、
関
係
住
民
等
に
対
し
、
現
時

点
に
お
け
る
復
旧
作
業
の
進
捗
状
況
等
の
最
新

情
報
を
広
報
し
、
関
係
者
に
対
す
る
不
安
の
解

消
や
要
望
等
の
解
決
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

◎

対
策
本
部
等
の
決
定
事
項
や
応
急
措
置
の
実

施
状
況
等
に
関
す
る
情
報
の
う
ち
、
特
に
重
要

な
も
の
に
関
す
る
記
者
発
表
は
、
原
則
と
し
て

土
木
部
災
害
緊
急
対
策
本
部
長
が
、
こ
れ
以
外

の
も
の
に
つ
い
て
は
現
地
対
策
本
部
長
が
行
う

も
の
と
す
る
。

第
4
節

交
通
規
制

第
ー

実
施
方
針

崩
落
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
応
急
対
策
を
迅

速
か
つ
円
滑
に
行
う
た
め
、
被
災
地
及
び
そ
の
周
辺

に
お
け
る
一
般
車
両
等
の
通
行
を
禁
止
、
ま
た
は
制

限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
復
旧
作
業
に
従
事
す
る
作
業

車
等
の
緊
急
車
両
の
通
行
を
優
先
さ
せ
、
速
や
か
な

復
旧
作
業
の
実
施
と
一
般
交
通
へ
の
二
次
災
害
の
防

止
を
図
る
。

第
2

交
通
規
制

1

被
災
直
後
の
交
通
規
制

通
報
者
か
ら
の
連
絡
に
よ
り
現
地
へ
出
向
い
た
職

等
が
埋
塞
す
る
な
ど
通
行
障
害
が
発
生
し
て
い
る
場

合
は
、
交
通
管
理
者
と
連
携
を
と
り
、
直
ち
に
進
入

車
両
等
の
流
入
を
制
限
又
は
禁
止
す
る
措
置
を
講
じ

る
も
の
と
す
る
。

2

災
害
応
急
対
策
時
の
交
通
規
制

復
旧
作
業
に
必
要
な
大
型
土
工
機
械
及
び
関
連
資

機
材
の
搬
入
等
に
当
た
り
、
道
路
管
理
者
は
通
行
の

支
障
と
な
る
道
路
に
つ
い
て
は
、
交
通
管
理
者
と
協

議
の
う
え
区
間
を
限
定
し
、
緊
急
通
行
車
両
以
外
の

一
般
車
両
の
通
行
を
禁
止
、
ま
た
は
制
限
す
る
こ
と

に
よ
り
緊
急
交
通
路
を
確
保
す
る
。

3

交
通
整
理
員
等
の
配
置

被
災
地
で
の
調
査
ま
た
は
復
旧
作
業
時
に
お
い
て

片
側
通
行
規
制
等
を
実
施
す
る
と
き
は
、
信
号
機
設

置
の
ほ
か
状
況
に
応
じ
て
交
通
整
理
員
を
配
置
す
る
。

第
3

交
通
情
報
の
提
供

緊
急
交
通
路
の
指
定
や
迂
回
路
へ
の
誘
導
等
に
つ

い
て
一
般
交
通
に
対
し
周
知
徹
底
を
図
る
た
め
、
道

路
情
報
板
を
は
じ
め
各
放
送
機
関
に
交
通
情
報
を
効

果
的
に
提
供
す
る
な
ど
交
通
情
報
網
の
活
用
に
努
め

　　
　第

4

緊
急
通
行
車
両
等
の
確
認

1

標
章
の
貼
付
等

･

被
災
地
及
び
そ
の
周
辺
の
通
行
規
制
区
間
を
通
行

し
よ
う
と
す
る
緊
急
車
両
は
現
場
に
配
備
さ
れ
た
警



察
官
の
確
認
手
続
き
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
滋
賀

県
地
域
防
災
計
画
第
5
節
第
1
②
に
定
め
る
緊
急
輸

送
車
両
の
確
認
を
受
け
交
付
さ
れ
た
標
章
を
、
車
両

の
前
面
ガ
ラ
ス
右
側
に
貼
付
す
る
と
と
も
に
、
作
業

に
従
事
す
る
関
係
者
等
は
別
記
様
式
1
に
定
め
る
腕

章
及
び
保
安
幅
を
着
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

作
業
指
揮
者
等
の
通
行

現
場
の
交
通
警
察
官
は
、
被
災
地
関
係
住
民
等
の

通
行
な
ど
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
前
項
に
掲

げ
る
も
の
及
び
作
業
指
揮
者
等
で
身
分
を
明
ら
か
に

し
た
腕
章
着
用
者
以
外
の
者
は
、
災
害
危
険
防
止
の

た
め
出
入
り
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

第
5
節

土
石
等
除
去
作
業

第
-

実
施
方
針

崩
落
災
害
発
生
は
、
目
的
の
項
で
述
べ
た
と
お
り
、

突
発
的
に
起
こ
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
何
日
、
い
か

な
る
場
合
に
お
い
て
も
適
切
な
対
応
が
可
能
と
な
る

よ
う
、
予
め
崩
落
災
害
の
復
旧
作
業
に
従
事
す
る
施

工
業
者
を
指
定
し
て
、
復
旧
作
業
に
速
や
か
に
対
処

で
き
る
体
制
を
整
備
し
て
お
く
も
の
と
す
る
。

第
2

復
旧
体
制
の
確
立

各
土
木
事
務
所
管
内
に
お
け
る
過
去
の
被
災
事
例

の
ほ
か
、
地
形
的
地
質
的
特
性
等
を
踏
ま
え
た
被
害

想
定
に
基
づ
い
て
、
災
害
規
模
に
見
合
っ
た
復
旧
体

制
を
確
立
す
る
。

第
3

土
石
等
除
去
作
業
者

1

土
石
等
除
去
作
業
者
の
指
定

土
木
事
務
所
長
は
、
管
内
の
土
木
工
事
指
名
登
録

業
者
の
中
か
ら
、
前
項
の
復
旧
体
制
に
整
合
す
る
土

石
等
の
除
去
に
関
す
る
技
術
力
を
有
す
る
者
で
、
必

要
な
作
業
員
を
確
保
で
き
る
と
と
も
に
、
機
械
力
を

保
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
施
工
業
者
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
、
こ
の
う
ち
被
害
想
定
地
区
も
し
く
は
そ
の
近

辺
に
拠
点
を
有
す
る
者
を

｢土
石
等
除
去
作
業
指
定

業
者

(以
下

｢指
定
業
者
｣
と
い
う
。)
と
し
て
、
そ

の
者
の
同
意
を
得
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

覚
書
の
交
換

(次
ペ
ー
ジ
参
照
)

指
定
に
当
た
っ
て
土
木
事
務
所
長
は
、
土
木
部
監

理
課
及
び
道
路
課
長
と
協
議
の
う
え
、
別
紙
様
式
に

よ
る
覚
書
を
毎
年
度
の
始
め
に
交
換
す
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
更
新
等
に
当
た
り
こ
の
者
よ
り
辞
退

の
申
し
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

3

土
石
等
除
去
作
業
指
定
業
者
の
出
動

○

現
地
対
策
本
部
長
は
、
速
や
か
に
被
災
状
況

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
指
定
業
者
の
出
動
を

要
請

(別
記
様
式
2
)
す
る
も
の
と
す
る
。

②

前
項
に
よ
る
要
請
を
受
け
た
指
定
業
者
は
、

必
要
な
装
備
を
整
え
、
直
ち
に
被
災
地
へ
出
動

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③

指
定
業
者
は
、
現
地
対
策
本
部
長
が
任
命
し

た
現
地
指
揮
者
の
指
示
の
も
と
に
、
災
害
応
急

復
旧
作
業
を
安
全
か
つ
迅
速
に
実
施
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

④

指
定
業
者
は
、
作
業
の
着
手
に
あ
た
り
、
現

地
指
揮
者
と
の
連
絡
調
整
及
び
作
業
員
を
指
揮

す
る
現
場
責
任
者
を
建
業
法
第
二
七
条
に
定
め

る
主
任
技
術
者
の
中
か
ら
選
任
し
別
記
様
式
3

に
よ
り
、
現
地
対
策
本
部
長
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

⑤

指
定
業
者
は
、
被
災
地
に
お
い
て
消
防
機
関

等
が
行
う
被
災
者
の
救
出
も
し
く
は
確
認
に
必

要
な
土
石
等
の
除
去
作
業
に
協
力
す
る
も
の
と

す
る
。

◎

復
旧
作
業
に
あ
た
り
、
現
地
指
揮
者
及
び
現

場
責
任
者
は
、
二
次
災
害
を
予
防
す
る
な
ど
作

業
全
般
の
安
全
管
理
に
万
全
を
期
さ
な
け
れ
ば

な
いら
な
い
い
。

の

現
場
責
任
者
は
、
復
旧
作
業
の
進
め
方
に
つ

い
て
現
地
指
揮
者
の
指
示
に
従
う
と
と
も
に
、

現
地
指
揮
者
と
協
議
し
て
災
害
防
止
そ
の
他
復

旧
作
業
を
行
う
う
え
で
特
に
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
臨
機
の
措
置
を
取
る
こ
と
が
で

きご
ス
↓0

③

大
規
模
災
害
等
で
自
衛
隊
が
派
遣
さ
れ
た
場

合
、
指
定
業
者
は
こ
れ
ら
の
組
織
と
連
携
し
て

復
旧
作
業
を
遂
行
す
る
も
の
と
す
る
。
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道路災害時における応急復旧
活 動 へ の 応 援 に関 す る 覚 書

滋賀県 (以下 ｢中｣という。)と (以下 ｢乙｣という。)
は、土石等の崩落による災害 (以下『災害｣という。)が発生した場合において、滋
賀県土木部道路操制定 ｢道路災害応急対策 (風水害等)要綱｣に基づき迅速かつ円滑
な応急復旧活動を行うために必要な応援に関し、災害時における応急救援活動への応
援に関する協定書第8条の規定により、次のとおり覚書を交換する。
(要轄)

第1条 甲は災害応急復旧活動として、道路施設の応急復旧、崩落土砂等の除去、
仮設防護施設の設置等に、土木資機材労力等を活用する必要があるときも
しくは交替要員の派遣を必要とするときは、乙に必要な協力を要請するこ
とができる。

(協力)
第2条 乙は前条による要請があったときは、その趣旨に従い乙が所有する土木

資機材労力等の提供について、可能な限り甲に協力するものとする。
(経費の負担)

第3条 前条に基づく応援に要した費用は、中の負担とし、その頼については災
害発生時における、 ｢滋賀県土木部土木工事標準積算基準書｣および r実
施設計積算単価表｣に基づき算定した煩を基準として、甲乙協議して決定
するものとする。

(損害の負担)
第4条 甲の要請により、乙が協力する業務の実施に伴い損害が生じたときは、

その賠償の責について甲乙協議して定めるものとする,
(補償)

第5条 甲の要請により、この覚書に基づいて応援業務に従事した者が、その責
に帰することができない理由により負傷し、もしくは疾病にかかりまたは
死亡した場合は、 ｢災害に際し応急措置の築務に従事した者等に係る損害
補償条例 (昭和3 8年3月2 6日 滋賀県条例第10号)の規定により、
甲が補償するものとする。
ただし、当鼓従事者が他の法令により療養その他の給付もしくは補償を

受けたとき、または事故の原因となった第三者から損害賠償を受けたとき
は、同一事故については、これらの額の限度において補償の責を免れる。

(連絡責任者)
第6条 第1条に掲げる要請に関する事項の伝達および連絡責任者として、甲に

おいては滋賀県 土木事務所技術次長を、乙においては現場責任者を
それぞれ指定するものとする。

(連絡会議の設置)
第7条 甲および乙は、この覚書に定める事項を円滑に推進するため、関係者に

よる連絡会議を設置し、定期的に情報交換に努めるものとする。
(有効期間)

第8条 この覚書の有効期間は、覚書の日から平成9年3月3 1日までとする。
ただし、期間満了の日の30日前までに、甲または乙の一方から文書をも
って覚書終了の意志表示をしない限り、その効力を持続する。

(その他)
第9条 この覚書に定めのない事項については、その都度甲、乙脇諾して定め

る。この覚書の成立を証するため、本書2通を作成し、甲、乙記名押印
のうえ各自その1通を保有する。

平成9年 月 日

滋賀県 土木事務所長

平成 年 月 日
第 号

道路災害に係る簔穣賛霧燧 について (緊急要鞘)

このことについて、下記のとおり道路災害が発生したので、 ｢道路災害時に
おける応急復旧活勒への応援に関する覚害｣第1条搬の規定により･緊急出
動を要朝します。
なお、作業従事者の安全管理には十分配慮されるようよろしくお願いします。

1 別紙｢被災状況等劃普｣のとおり

平成 年 月 日

道路災害応急複I日作業に係る現場責任者届

さきに要請のあったこのことについて、次の者を選任しましたので届け出ます。

氏 名

資 格 等
※1

1級土木施工管理技士 (N o )

2級土木施工管理技士 (N o )

※1 いづれかに○を付すこと。
※2 資格者を証する書面の写しを添付すること。
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第
4

迂
回
路
及
び
仮
設
防
護
施
設
等

1

迂
回
路
等
の
確
保

現
地
対
策
本
部
長
は
、
土
石
等
の
崩
落
に
伴
う
道

路
の
埋
塞
等
に
よ
り
、
こ
れ
の
除
去
作
業
に
日
時
を

要
し
、
か
つ
他
に
代
替
ル
ー
ト
が
な
い
た
め
関
係
住

民
の
日
常
生
活
等
に
著
し
く
支
障
を
き
た
す
場
合
に

は
、速
や
か
に
安
全
な
ル
ー
ト
を
選
定
し
迂
回
路
(仮

設
道
路
、
仮
設
橋
等
)
設
置
等
の
通
路
確
保
対
策
を

講
じ
る
も
の
と
す
る
。

2

仮
設
防
護
柵
等
の
設
置

土
石
等
の
除
去
作
業
が
概
成
し
た
後
の
法
面
下
部

に
は
、
万
一
の
小
崩
落
等
に
備
え
る
た
め
、
所
定
の

強
度
を
有
す
る
仮
設
防
護
柵
等
の
防
護
施
設
や
湧
き

水
等
の
排
除
に
必
要
な
仮
設
排
水
路
等
を
状
況
に
応

じ
て
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

第
5

警
報
設
備
の
配
置
等

本
復
旧
に
着
手
す
る
ま
で
相
当
の
期
間
を
要
す
る

場
合
は
、
崩
落
法
面
の
う
ち
挙
動
監
視
を
必
要
と
す

る
箇
所
に
様
態
に
対
応
す
る
検
知
シ
ス
テ
ム
を
セ
ッ

ト
す
る
と
と
も
に
、
異
常
時
の
警
報
設
備
の
設
置
に

つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

第
6
節

支
援
体
制

第
ー

実
施
方
針

落
石
等
に
よ
り
被
災
し
た
道
路
施
設
の
機
能
回
復

を
図
り
、
人
的
、
物
的
被
害
及
び
交
通
障
害
等
を
除

去
す
る
た
め
、
崩
落
土
砂
等
の
除
去
作
業
は
速
や
か

に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
た
め
、
二
次
災
害
や
作
業
能
率
の
低
下
を
き

た
す
こ
と
な
く
除
去
作
業
を
迅
速
か
つ
円
滑
に
進
め

る
た
め
に
は
、
復
旧
作
業
に
従
事
す
る
オ
ペ
レ
i
夕
、

作
業
員

(以
下

｢作
業
員
等
｣
と
い
う
。)
の
労
務
管

理
を
適
切
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
作
業
状
況
に
応
じ
た
作
業
員
等

の
交
替
を
容
易
に
す
る
た
め
の
支
援
計
画
を
確
立
す

る
も
の
と
す
る
。

第
2

支
援
体
制

1

支
援
組
織
の
設
置

①

現
地
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
あ
と
、
指
定

業
者
へ
の
出
動
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

現
地
対
策
本
部
長
は
被
災
状
況
等
か
ら
、
復
旧

作
業
に
時
間
を
要
す
る
と
判
断
し
た
と
き
は
、

こ
れ
と
平
行
し
て
支
援
組
織
を
速
や
か
に
設
置

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

②

管
内
に
指
定
業
者
が
二
社
以
上
指
定
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
既
に
出
動
し
て
い
る
も
の
を
除

く
、
こ
れ
ら
の
者
の
う
ち
被
災
地
に
近
く
か
つ

直
ち
に
出
動
可
能
な
指
定
業
者
を
、
こ
れ
に
充

て
る
も
の
と
す
る
。

③

管
内
の
指
定
業
者
を
充
当
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
隣
接
す
る
土
木
事
務
所
管
内
の

指
定
業
者
に
支
援
を
要
請
す
る
。

@

第
2
項
ま
た
は
前
項
に
よ
り
支
援
業
者
に
出

動
を
要
請
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
2
に
よ
り

行
う
も
の
と
す
る
。

2

支
援
組
織
の
運
営

○

交
代
要
員
と
な
る
作
業
員
等
を
待
機
さ
せ
る

た
め
、
被
災
地
に
近
い
安
全
な
場
所
に
仮
設
ハ

ウ
ス
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
、
仮
設
ト
イ
レ
等
の
休

息
施
設
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
食
料
な
ど
の

手
配
を
確
実
に
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

②

現
場
責
任
者
は
、
現
地
指
揮
者
と
協
議
の
う

え
作
業
員
等
の
交
替
時
期
に
つ
い
て
、
作
業
状

況
を
よ
く
見
極
め
た
う
え
で
、
作
業
員
等
が
過

度
に
疲
労
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
常
に
配
慮
し
、

適
時
に
交
替
さ
せ
一
定
の
作
業
ペ
ー
ス
を
維
持

す
る
こ
と
に
よ
り
、
早
期
の
復
旧
を
目
指
す
も

の
と
す
る
。

3

技
術
支
援
等
の
要
請

①

対
策
本
部
は
、
現
地
の
復
旧
状
況
に
応
じ
て

現
地
対
策
本
部
に
対
し
、
必
要
な
技
術
支
援
、

要
員
の
派
遣
、
資
機
材
の
供
与
等
の
支
援
を
臨

機
に
行
う
も
の
と
す
る
。

②

対
策
本
部
は
現
地
対
策
本
部
長
の
要
請
に
よ

7

り
、
応
急
復
旧
対
策
工
法
等
に
高
度
な
も
し
く

セ行

は
専
門
的
な
技
術
支
援
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、
道

建
設
本
省
各
局
担
当
課
又
は
、
近
畿
地
建
に
対

“

し
技
術
支
援
、
専
門
家
等
の
支
援
ス
タ
ッ
フ
の



派
遣
、
も
し
く
は
資
機
材
等
の
供
与
を
要
請
す

る
も
の
と
す
る
。

結
び

新
し
い
と
こ
ろ
で
は
、
去
る
五
月

=
日
に
秋
田

県
鹿
角
市
八
幡
平
で
発
生
し
た
土
石
流
な
ど
、
天
災

は
忘
れ
た
頃
で
は
な
く
次
々
と
押
し
寄
せ
て
く
る
昨

今
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
土
砂
災
害
は
、
関
係
者
の
努
力
に
も
関

わ
ら
ず
事
前
に
察
知
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
困
難
な

琵琶湖と崖に挟まれた県道西浅井マキノ線 ｢海津大崎の桜｣

現
状
か
ら
、
少
な
く
と
も
発
生
直
後
の
機
敏
な
対
応

が
も
っ
と
も
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
県
に
お
け
る
主
な
土
砂
崩
落
や
落
石
に
よ
る
事

故
が
、
最
近
で
は
四
件
発
生
し
て
い
る
が
、
こ
の
う

ち
二
件

(う
ち
一
件
は
二
名
死
亡
)
が
係
争
中
で
あ

る
↓0訴

訟
に
は
多
く
の
時
間

(労
力
も
)
と
経
費
が
必

要
な
う
え
、
被
害
者
に
対
し
て
多
大
の
身
体
的
、
経

済
的
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

加
え
て
、
本
件
の
よ
う
な
落
石
等
に
よ
る
事
故
は

道
路
管
理
瑕
疵
を
問
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
大
半
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
要
綱

(案
)
を
策

定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
実
際
の
運
用
に
当
た
っ

て
は
、
ま
だ
改
善
す
べ
き
点
も
あ
ろ
う
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

(滋
賀
県
土
木
部
道
路
課
)

道行セ 97,6 63



“
捌
靴
憲
塾
輻翻健舞
曲鞭
働躍
起
鞠
短艇
嶺
望聖
豊
霊
鍬薹
嘲
↓

石
川
県
に
お
け
る
『地
域
活
性
化
促
進
通
路
事
業
』

石
川
県
土
木
部
道
路
建
設
課

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
く
た
め
、
地

域
間
の
広
域
的
連
携
を
強
化
し
、
｢地
域
集
積
圏
｣
の

形
成
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
従
来
の

｢県
土
幹
線
軸
構
想
｣
が
平
成
八
年
九

月
に
策
定
さ
れ
た
県
の
長
期
構
想
の
中
で
南
北
幹
線

の
複
線
化
、東
西
幹
線
の
多
重
化
を
進
め
て
い
く
｢県

土
ダ
ブ
ル
ラ
ダ
ー
構
想

(注
1
)｣
へ
と
昇
華
さ
せ
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
も
、
沈
滞
し
つ
つ
あ
る

地
域
社
会
に
お
い
て
、
核
と
な
る
地
域
振
興
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
支
援
し
、
産
業
、
ひ
い
て
は
地
域
の
活
性

化
を
促
し
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
行
う
上
に
お

い
て
、
不
可
欠
な
道
路
整
備
事
業
の
う
ち
、
さ
ら
に

整
備
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
き
な
事
業
効
果

一
は
じ
め
に

石
川
県
は
本
州
日
本
海
側
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

東
は
富
山
、
岐
阜
の
両
県
、
南
は
福
井
に
接
し
て
お

り
、
地
形
は
南
北
に
細
長
く
、
北
に
向
か
っ
て
能
登

半
島
が
日
本
海
に
突
き
出
し
て
い
ま
す
。

広
大
な
原
生
林
と
豊
富
な
高
山
植
物
群
の
白
山
国

立
公
園
、
美
し
く
長
い
海
岸
線
の
能
登
半
島
国
定
公

園
、
数
多
く
の
温
泉
や
兼
六
園
に
代
表
さ
れ
る
名
所

旧
跡
な
ど
、
豊
か
な
自
然
と
風
土
に
恵
ま
れ
て
お
り
、

四
季
は
変
化
に
富
み
、
冬
に
は
美
し
い
雪
の
情
景
が

演
出
さ
れ
ま
す
。

,

産
業
に
お
い
て
は
、
機
械
工
業
と
繊
維
工
業
が
基

幹
産
業
で
、
特
に
繊
維
工
業
の
う
ち
織
物
は
全
国
生

産
数
量
で
約
一
三
%
、
合
成
繊
維
織
物
に
限
定
す
れ

ば
約
二
一
%
と
高
い
比
率
を
占
め
、
長
繊
維
織
物
の

一
大
生
産
県
と
な
っ
て
い
ま
す
。

商
業
は
、
北
陸
地
方
の
商
業
流
通
県
の
中
心
部
に

位
置
し
て
お
り
、
広
域
型
都
市
で
あ
る
金
沢
市
の
吸

引
力
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
南
北
二
〇
〇
如
の
細
長
い
当
県
の
地
理
的

な
状
況
が
も
た
ら
す
南
北
の
地
域
間
格
差
の
是
正
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
当
県
で
は
、
昭
和
園
五
年
に

｢県
土
改

造
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
｣
を
打
ち
立
て
、
昭
和

五
九
年
か
ら
は
そ
れ
を
継
承
し
た

｢県
土
幹
線
軸
構

想
｣
を
地
域
振
興
計
画
の
柱
と
し
て
発
展
さ
せ
ま
し

た
。さ

ら
に
、
地
方
圏
の
定
住
を
支
え
る
だ
け
の
都
市

的
文
化
的
サ
ー
ビ
ス
の
集
積
が
不
足
し
て
い
く
中
で
、



を
期
待
で
き
る
事
業
に
つ
い
て
重
点
投
資
を
行
う
｢地

域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
｣
が
平
成
八
年
度
に
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

本
県
に
お
い
て
も
、
当
事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
、

｢ひ
と
･
も
の
･
情
報
｣
を
取
り
込
む
環
境
を
整
備

し
、
活
力
あ
る
地
域
の
創
出
を
図
っ
て
い
く
予
定
で

あ
り
ま
す
。

本
県
の
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
え
る
産
業

基
盤
は
、
用
地
･
用
水
･
交
通
イ
ン
フ
ラ
な
ど
基
礎

的
な
産
業
基
盤
に
加
え
て
、
技
術
･
人
材
･
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
･
産
業
風
土
･
地
域
文
化
な
ど
多
様
な
要
素

に
及
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、
石
川
県
の
地
域
活
性
化

促
進
道
路
事
業
は
交
通
基
盤
の
整
備
を
重
点
的
に
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
様
々
な
事
業

ニ
ー
ズ
に

対
し
、
地
域
の
個
性
を
際
立
た
せ
た
特
色
の
あ
る
地

域
創
造
を
図
っ
て
い
け
る
箇
所
を
選
定
し
、
展
開
し

て
い
く
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

(注
1
)
県
土
ダ
ブ
ル
ラ
ダ
ー
構
想

(図
1
)
"
二
一
世
紀
の
石
川

県
の
発
展
方
向
で
あ
る

｢環
月
本
海
時
代
の
中
核
県
と
し
て
、
人
･

も
の
･
情
報
が
交
流
す
る
、
活
気
と
潤
い
の
あ
る
石
川
の
創
造
｣
を

見
据
え
た

｢石
川
県
新
長
期
構
想
｣
の
策
定
を
契
機
に
、
従
来
か
ら

進
め
て
き
た
南
北
の
時
間
距
離
の
短
縮
を
図
る
た
め
の
幹
線
軸
で
あ

る
珠
洲
道
路
-
能
登
有
料
道
路
J
北
陸
自
動
車
道
-
･
加
賀
産
業
間

発
道
路
の
整
備
が
進
み
、
目
標
が
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
で
、
本
県

に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
道
路
整
備
の
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。
目
的

と
し
て
、

①

三
大
都
市
圏
へ
の
時
間
短
縮

②

能
登
-
金
沢
-
加
賀
の
さ
ら
な
る
一
本
化

③

隣
県
へ
の
連
絡
強
化

④

観
光
面
に
お
け
る
周
遊
性
の
向
上

⑥

災
害
発
生
時
の
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー

(代
替
性
)
の
確
保

と
し
、
南
北
幹
線
の
複
線
化
、
及
び
東
西
幹
線
の
多
重
化
に
よ
り
、

南
北
に
細
長
い
石
川
の
県
土
に
二
本
の
ラ
ダ
ー

(梯
子
)
状
の
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
も
の
で
す
。

図 1 ダブルラダー構想図

二

地
域
振
興
プ
□
ジ
エ
ク
ト
の
概
要
及
び

支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

当
県
に
お
い
て
は
、
四
つ
の
地
域
振
興
プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト

(図
2
)
に
関
し
て
地
域
活
性
化
促
進
道
路
事

業
を
実
施
し
て
い
る
o

輪
島
港
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(図
3
)

①

目
的
･
内
容

能
登
半
島
の
北
端
に
位
置
す
る
輪
島
市
は
国

際
観
光
都
市
と
水
産
都
市
の
二
面
性
を
有
し
た

伝
統
あ
る
文
化
を
継
承
し
て
い
る
能
登
地
区
の

拠
点
都
市
で
あ
る
。
近
年
、
通
過
型
か
ら
滞
在

型
、
フ
リ
ー
志
向
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
志
向
等

へ
の
観
光
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、

ア
メ
ニ
テ
ィ
空
間
が
乏
し
い
当
市
の
｢住
･職
･

遊
｣
が
共
存
し
た
拠
点
施
設
と
し
て
、
ま
た
、

海
の
玄
関
口
の
高
質
化
を
図
る
た
め
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
事
業
化
さ
れ
た
。

②

所
在
地
･
規
模

･
輪
島
市
河
井
地
区

･
造
成
面
積
一
八
･
七
畑

③

地
域
活
性
化
の
効
果

･
滞
在
型
観
光
へ
の
移
行
を
支
援
す
る
た
め
、

海
と
陸
の
交
流
拠
点
と
し
て
大
型
バ
ー
ス
、

緑
地
、
交
流
施
設
、
文
化
施
設
を
設
置
し
、

交
流
人
ロ
の
拡
大
が
図
ら
れ
る
。

④

重
点
施
設
事
業

･
大
型
旅
客
船
の
接
岸
を
可
能
と
す
る
大
型
バ

ー
ス
(H
8
i
H
"
)
"
事
業
主
体

石
川
県

･
憩
い
、
レ
ジ
ャ
ー
志
向
を
支
援
す
る
緑
地
の

整
備
(H
7
j
H
17
)
…
事
業
主
体

石
川
県
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ス
を
強
化
し
ま
す
。

･
主
要
地
方
道
輪
島
浦
上
線

"
日
本
海
に
臨
む

風
光
明
婿
な
国
定
公
園
内
の
周
遊
道
路
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
、
観
光
客
誘
導
を
図
り
ま

す
。
(ト
ン
ネ
ル
掘
削
残
土
の
マ
リ
ン
タ
ウ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
埋
め
立
て
利
用
)

･
主
要
地
方
道
輪
島
富
来
線
"
富
来
町
か
ら
国

道
二
四
九
号
を
経
由
し
て
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
ヘ

ア
ク
セ
ス
し
ま
す
。

･
輪
島
市
道
河
井
山
岸
線
、
(都
)本
町
宅
田
線

"
中
心
市
街
地
か
ら
市
立
輪
島
病
院
、
輪
島

バ
イ
パ
ス
、

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
図
り
、
地
域
間
交
流
の
促

進
、
生
活
安
全
性
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

･
三
大
都
市
圏
と
の
時
間
短
縮
に
よ
り
、
観
光

客
の
増
大
、
企
業
立
地
の
促
進
、
農
水
産
物

の
高
速
輸
送
に
よ
る
市
場
を
拡
大
し
ま
す
。

･
地
元
雇
用
機
会
拡
大
に
よ
る
定
住
人
ロ
を
増

大
さ
せ
ま
す
。

④

上
位
計
画
と
の
関
係

･
能
登
地
域
半
島
振
興
計
画
(H
7
･
物
承
認
)

･
第
七
次
空
港
整
備
五
箇
年
計
画

(H
8
i
H

　
　

⑤

重
点
施
設
事
業

･
空
港
建
設

(滑
走
路
二
、
○
○
o
m
)
"
事

業
主
体

石
川
県

-:
馨癩
螂
癩
ゞ
2①能罐

癩

1

賣
嗄
)

･
能
登
地
域
と
三
大
都
市
圏
と
の
時
間
短
縮
、

⑤

支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

空
港
空
白
地
帯

(約
一
時
間
未
到
達
地
域
)

･
国
道
二
四
九
号

(輪
島
バ
イ
パ
ス
)
…
市
内

の
解
消
、
半
島
性

(行
き
止
ま
り
)
か
ら
く

へ
の
通
過
交
通
を
排
除
し
、
圏
域
内
の
交
通

る
防
災
上
の
不
安
を
解
消
し
ま
す
。

円
滑
化
を
図
り
、
施
設
利
用
促
進
を
促
し
ま

②

所
在
地
･
規
模

す
。

･
輪
島
市
、
穴
水
町
、
能
都
町

･
国
道
二
四
九
号

(大
川
拡
幅
)
"
珠
洲
市
と

･
一
四
0
m

輪
島
市
間
の
ネ
ッ
ク
箇
所
の
解
消
に
よ
り
、

･
二
、
0
0
o
m
滑
走
路
一
本

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
へ
の
ア
ク
セ

③

地
域
活
性
化
の
効
果

輪島港マリンタウンプロジェクト予想図

図 4 能登空港完成予想図



⑥

支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

主
に
、
能
登
地
域
の
各
地
か
ら
時
間
距
離
の

短
縮
、
快
適
な
走
行
性
を
確
保
し
、
ア
ク
セ
ス

性
の
向
上
を
図
り
、
能
登
空
港
の
利
用
促
進
及

び
能
登
地
域
の
活
性
化
を
促
し
ま
す
。

･
国
道
四
七
〇
号

(田
鶴
浜
道
路
)
"
七
尾
市
、

和
倉
温
泉
か
ら
能
登
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

強
化
し
、
観
光
客
の
誘
導
を
図
り
ま
す
。

･
国
道
二
四
九
号

(荒
屋
バ
イ
パ
ス
)
…
富
来

町
と
能
登
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
図
り
ま
す
。

･
国
道
二
四
九
号

(松
波
バ
イ
パ
ス
)
"
珠
洲

市
、
内
浦
町
か
ら
能
登
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス

を
図
り
ま
す
。

･
国
道
二
四
九
号

(大
谷
道
路
)
…
珠
洲
市
か

ら
能
登
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
図
り
ま
す
。

･
国
道
二
四
九
号

(輪
島
バ
イ
パ
ス
)
…
輪
島

市
か
ら
能
登
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
図
り
ま

す
。

･
主
要
地
方
道
穴
水
門
前
線
…
門
前
町
と
能
登

空
港
と
の
ア
ク
セ
ス
向
上
を
図
り
ま
す
。

･
主
要
地
方
道
宇
出
津
町
野
線
…
輪
島
市
と

曽
々
木
地
区
か
ら
能
登
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス

向
上
を
図
り
ま
す
。

･
穴
水
町
道
甲
小
又
線
…
穴
水
町
東
部
地
区
と

能
登
空
港
と
の
ア
ク
セ
ス
向
上
を
図
り
ま
す
。

･
穴
水
町
道
東
部
中
央
線

…
穴
水
町
東
部
地
区

と
能
登
空
港
と
の
ア
ク
セ
ス
向
上
を
図
り
ま

す
。

･
柳
田
村
道
笹
川
東
川
線
“
柳
田
村
と
能
登
空

港
と
の
ア
ク
セ
ス
向
上
を
図
り
ま
す
。

3

金
沢
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
造
成
事
業

(図
5
)

①

目
的
･
内
容

･
鉄
鋼
業
や
繊
維
工
業
が
主
力
の
金
沢
に
国
際

競
争
力
の
あ
る
ハ
イ
テ
ク
産
業
を
育
て
、
地

域
に
活
力
を
生
み
出
す
の
が
狙
い
で
す
。

②

所
在
地
･
規
模

･
金
沢
市

･
九
八
m

③

地
域
活
性
化
の
効
果

･
学
術
集
積
都
市
と
し
て
の
背
景
を
活
か
し
、

先
端
産
業

(医
療
機
器
、
電
子
機
器
関
連
)、

頭
脳
的
産
業
(ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
研
究
所
等
)

を
誘
致
し
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
情
報
の
発

信
地
と
し
て
世
界
都
市
金
沢
を
創
造
で
き
ま

す
。

④

上
位
計
画
と
の
関
係

･
中
部
圏
開
発
整
備
法

(都
市
開
発
区
域
)

･
工
業
再
配
置
促
進
法

(誘
導
地
域
)

･
頭
脳
立
地
法

(集
積
促
進
地
域
)

⑤

重
点
施
設
事
業

･
金
沢
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
建
設
事
業
…
事
業
主
体

図 5 金沢テクノパーク完成予想図
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金
沢
市

⑥

支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

･
国
道
八
号

(金
沢
東
部
環
状
道
路
)
直
轄
…

テ
ク
ノ
パ
!
ク
と
北
陸
自
動
車
道
を
、
県
外

地
域
へ
の
物
流
拠
点
と
な
る
月
浦
I
C
に
よ

り
連
結
し
、
販
路
拡
大
、
流
通
利
便
生
の
確

保
を
図
り
ま
す
。

･
国
道
一
五
九
号

(津
幡
バ
イ
パ
ス
)
"
能
登

地
域

(能
登
有
料
道
路
)
へ
の
連
結
を
図
り

ま
す
。

･
国
道
三
〇
四
号

(月
浦
バ
イ
パ
ス
)
"
テ
ク

ノ
パ
ー
ク
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
、
月
浦
I
C

と
連
結
し
ま
す
。

･
一
般
県
道
高
松
内
灘
線
…
良
好
な
住
宅
地
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
強
化
し
、
職
住
近
接
型
の
工

業
団
地
を
目
指
し
ま
す
。

･
主
要
地
方
道
高
松
津
幡
線
…
高
松
工
業
団
地

や
押
水
工
業
団
地
と
の
連
携
を
強
化
し
、
部

す
。

･
(都
)
諸
江
向
栗
崎
線
…
能
登
地
域

(能
登
有

料
道
路
)
へ
連
結
し
ま
す
。

4

手
取
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
エ
リ
ア
先
端
産
業

地
域
活
性
化
事
業

(図
6
)

①

目
的
･
内
容

･
石
川
県
最
大
の
河
川

｢手
取
川
｣
が
創
り
出

し
た
手
取
川
扇
状
地
に
お
い
て
、
い
し
か
わ

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
を
中
心
と
し
て
先
端
産

業
の
育
成
･
集
積
を
図
る
と
と
も
に
、
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
を
活
か
し
保
養
地
を
備
え
た

快
適
な
生
活
環
境
と
都
市
機
能
が
調
和
し
た

｢産
｣
｢学
｣
｢住
｣
｢遊
｣を
兼
ね
備
え
た
圏

域
を
形
成
し
ま
す
。

②

所
在
地
･
規
模

地

テ
ク

禍沢金

(主)金沢小松線

(国) 1

寸
地
と

、
丼
を
リ
イ
し

立
口

囮

線

松
区

　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　　

　

　

　

　

口中

ソ
フ
ト
、
研
究
分
野
で
相
互
に
補
完
し
、

本

編
鰈

舜

之
う
と

'
'
;
:
≦
･
l

-
)

;

鮎
鰯

藻
滋

.口迭
地
域
も
含
め
活
性
化
を
図
り
ま
す
‘

匿

う
濶

艫
に

　
　

　
　

高
松
町
道
一
六
三
号
泉
…
崗
公

-
寸
也
、

i

美

周
辺
地
域
も
含
め
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

･
高
松
町
道
一
六
三
号
線
…
高
松
工
業
団
地
、

河
北
縦
断
道
路
と
能
登
有
料
道
路
高
松
I
C

と
ア
ク
セ
ス
し
、
流
通
機
能
の
強
化
を
図
り

ま
す
。

･
(都
)
諸
江
向
栗
崎
線

(向
栗
崎
湊
大
橋
)
"

能
登
地
域

(能
登
有
料
道
路
)
へ
連
結
し
ま

主

(- ) フ

)金沢美川小

(村)

福井

図 6 手取ニューフロンティア位置図
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･
松
任
市
、
根
上
町
、
寺
井
町
、
辰
ロ
町
、
川

北
町
、
美
川
町
、
鶴
来
町
、
野
々
市
町
、
河

内
村
、
吉
野
谷
村
、
鳥
越
村
、
尾
ロ
村
、
白

峰
村

･
四
○
、
0
0
o
m

③

地
域
活
性
化
の
効
果

･
本
圏
域
は
従
来
か
ら
の
地
場
産
業
の
集
積
に

加
え
、
近
年
先
端
産
業
の
集
積
が
進
み
つ
つ

あ
る
が
、
近
年
の
急
激
な
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
の
中
で
、
製
造
品
等
出
荷
額
は
対
前
年

度
比
マ
イ
ナ
ス
が
続
い
て
い
ま
す
。
本
事
業

に
よ
り
、
産
業
支
援
機
能
を
持
つ
｢
い
し
か

わ
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
｣
と
先
端
産
業
集
積

地
区
、
地
場
産
業
集
積
地
区
、
リ
ゾ
ー
ト
地

区
な
ど
の
有
機
的
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
･

企
業
や
働
く
人
に
と
っ
て
、
よ
り
魅
力
的
な

地
域
を
形
成
し
ま
す
。

④

上
位
計
画
と
の
関
係

･
頭
脳
立
地
法

(H
2
i
H
7
)

･
工
業
再
配
置
促
進
法

⑤

重
点
施
設
事
業

･
い
し
か
わ
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
整
備
事
業

…

事
業
主
体

石
川
県
･
辰
ロ
町

･
森
島
工
業
団
地
…
事
業
主
体

鶴
来
町

･
松
任
市
先
端
技
術
業
務
施
設
団
地
…
事
業
主

体

松
任
市

･
石
川
海
岸
C
C
Z
事
業
･
ハ
イ
ウ
ェ
ー
オ
ア

シ
ス
･
地
場
産
業
対
策
事
業

"
建
設
省
･
松

任
市
･
日
本
道
路
公
団
･
第
三
セ
ク
タ
ー

･
松
任
市
新
庁
舎
建
設
事
業
“事
業
主
体

松

任
市

･
松
任
市
中
小
商
店
街
活
性
化
事
業
…
事
業
主

体

松
任
市
商
店
街
連
合
会

･
鶴
来
町
産
業
公
園
建
設
事
業
…
事
業
主
体

鶴
来
町

･
白
山
ろ
く
テ
ー
マ
パ
ー
ク
…
事
業
主
体

石

川
県

･
か
ん
ぽ
総
合
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

…事
業
主
体

簡
易
保
険
福
祉
事
業
団

⑥

支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

･
国
道
八
号

(小
松
バ
イ
パ
ス
)
直
轄
…
先
端

産
業
集
積
地
区
と
他
圏
域
と
連
絡
し
ま
す
。

･
国
道
一
五
七
号

(野
々
市
拡
幅
)
…
先
端
産

業
集
積
地
区
と
金
沢
市
街
と
連
絡
し
ま
す
。

･
国
道
一
五
七
号

(佐
良
拡
幅
)
"
手
取
湖
地

区
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
り
ま
す
。

･
主
要
地
方
道
金
沢
小
松
線
…
い
し
か
わ
サ
イ

エ
ン
ス
パ
ー
ク
と
先
端
産
業
立
地
地
区
、
金

沢
市
街
地
の
相
互
支
援
の
た
め
に
連
絡
強
化

し
ま
す
。

･
主
要
地
方
道
美
川
小
松
線

…
地
場
産
業
集
積

地
と
の
小
松
空
港
、
金
沢
市
と
の
連
携
を
強

化
し
、
物
量
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

･
主
要
地
方
道
小
松
辰
ロ
線
"
い
し
か
わ
サ
イ

エ
ン
ス
パ
ー
ク
と
小
松
空
港
を
連
結
し
ま
す
。

･
主
要
地
方
道
寺
畠
小
松
線

…
先
端
産
業
集
積

地
区
と
小
松
空
港
と
連
結
し
ま
す
。

･
主
要
地
方
道
鶴
来
美
川
イ
ン
タ
ー
線
…
先
端

産
業
集
積
地
区
と
北
陸
自
動
車
道
美
川
I
C

を
連
結
し
ま
す
。

･
主
要
地
方
道
小
松
鳥
越
鶴
来
線
…
白
山
ろ
く

テ
ー
マ
パ
ー
ク
へ
連
結
し
、
福
利
厚
生
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

･
辰
ロ
町
道
大
学
幹
線
三
号
線
…
い
し
か
わ
サ

イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
内
の
幹
線
道
路
で
、
物
流

の
一
次
ア
ク
セ
ス
と
し
て
、
そ
の
利
便
性
を

向
上
さ
せ
ま
す
。

･
根
上
町
道
根
上
国
道
線
"先
端
産
業
集
積
地

区
内
幹
線
道
路
で
、
い
し
か
わ
サ
イ
エ
ン
ス

パ
ー
ク
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

三

お
わ
り
に

石
川
県
は
、
面
積
、
人
口
、
財
政
規
模
な
ど
ほ
ぼ

全
国
の
一
%
程
度
の
県
で
あ
る
が
、
加
賀
百
万
石
時

代
に
培
っ
た
伝
統
工
芸
文
化
、
あ
る
い
は
経
済
企
画

庁
発
表
に
よ
る
豊
か
さ
指
標
の

｢学
ぶ
｣
に
関
し
て

は
東
京
都
に
次
い
で
二
位
と
、
教
育
文
化
環
境
に
お

い
て
は
秀
逸
し
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
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一
方
、
本
県
の
道
路
行
政
は
、
こ
れ
ま
で
、
半
島

地
域
を
有
し
た
南
北
に
細
長
い
地
理
的
要
因
が
生
み

出
す

｢加
賀
･
能
登
格
差
｣
に
つ
い
て
、
そ
の
是
正

を
県
政
の
重
点
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
、
県
土
の
一

体
化
を
進
め
、
達
成
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
三
大
都
市
圏
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
、
観

光
面
に
お
け
る
周
遊
性
の
確
保
、
災
害
発
生
時
の
リ

ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
の
確
保
を
図
る
た
め
、
広
域
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
軸
と
し
た
ダ
ブ
ル
ラ
ダ
ー
を
整
備
し
、

豊
か
さ
を
二

一
世
紀
に
つ
な
げ
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を

支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、
新
た
な
視
点
と
し
て
、

｢生
活
の
質
を
高
め
る
｣、｢県
民
と
と
も
に
考
え
る
｣

な
ど
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
将
来
に
向
け
た
価
値

あ
る
遺
産
と
し
て
の
道
路
作
り
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

道行セ 97.6 7!
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‘磁
月
･
日

世

界

の

動

き

○
ペ
ル
ー
政
府
は
リ
マ
の
日
本
大
使
公
邸
に
特
殊
部
隊
を
突
入
さ

せ
、
ト
ゥ
パ
ク
･
ア
マ
ル
革
命
運
動

(M
R
T
A
)
の
メ
ン
バ
ー

一
四
人
全
員
を
射
殺
、
人
質
七
一
人
を
救
出
し
た
。
人
質
一
人
と

兵
士
二
人
が
死
亡
し
た
。

○
橋
本
龍
太
郎
首
相
と
ク
リ
ン
ト
ン
米
大
統
領
が
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
で
会
談
、
沖
縄
を
含
む
在
日
米
軍
の
兵
力
構
成
に
つ
い
て
現
状

の
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
で
一
致
し
た
。

○
主
要
七
ヵ
国
蔵
相
･
中
央
銀
行
総
裁
会
議

(G
7
)
が
ロ
ン
ド

ン
で
開
か
れ
、
共
同
声
明
を
発
表
し
て
閉
幕
。
マ
ク
ロ
経
済
政
策

で
は
日
本
に
つ
い
て

｢力
強
い
必
需
主
導
型
の
成
長
を
達
成
し
、

対
外
黒
字
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
る
の
を
避
け
る
｣
こ
と
が
、
盛
り

込
ま
れ
た
。

○
米
商
務
省
発
表
の
米
国
の
今
年
-
-
三
月
期
の
国
内
総
生
産

(G
D
P
)
の
実
質
成
長
率

(速
報
値
)
前
期
比
の
年
率
換
算
で

五
･
六
%
と
な
り
、
前
期
の
三
･
八
%
を
上
回
っ
た
。
ほ
ぼ
九
年

ぶ
り
の
高
い
成
長
。

○
英
国
の
総
選
挙
で
労
働
党
が
圧
勝
、
一
八
年
ぶ
り
に
政
治
を
奪

い
返
し
た
。
首
相
に
は
ト
ニ
ー
･
ブ
レ
ア
党
首

(四
三
)
が
就
任
。

○
中
国
林
業
省
の
王
忠
宝
次
官
が
記
者
会
見
で
、
過
去
二
〇
年
間

に
年
平
均
二
、
四
六
〇
平
方
キ
ロ

(東
京
都
の
約
一
･
一
倍
)
が
、

砂
漠
化
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

○
イ
ラ
ン
東
部
の
ホ
ラ
サ
ン
州
ビ
ル
ジ
ャ
ン
ド
で
強
い
地
震
が
あ

り
、
多
数
の
死
傷
者
。
イ
ラ
ン
国
営
通
信
は
M
7
･
1
と
伝
え
た

が
、
米
地
質
調
査
所
地
震
セ
ン
タ
ー
は
M
7
･
3
と
発
表
。

事

項

M16

月
･
日

国

内

の

動

き

○
経
営
難
の
日
産
生
命
保
険

(本
社
･
東
京
)
は
、
経
営
の
継
続

が
困
難
と
判
断
、
生
命
保
険
各
社
に
対
し
て
保
険
契
約
者
保
護
基

金
の
発
動
を
要
請
、
こ
れ
を
受
け
て
大
蔵
省
が
業
務
停
止
を
命
じ

た
。

○
秋
田
県
鹿
角
市
八
幡
平
で
土
石
流
が
発
生
し
、
旅
館

｢澄
川
温

泉
｣
な
ど
建
物
一
六
棟
を
全
壊
。
宿
泊
者
、
従
業
員
は
無
事
。

○
東
京
地
検
が
証
券
取
引
を
装
っ
て
総
会
屋
グ
ル
ー
プ
の
小
池
隆

一
代
表

(五
四
)
に
約
五
、
0
0
0
万
円
相
当
の
利
益
供
与
を
し

た
と
し
て
野
村
証
券
の
元
常
務
松
平
新
平

(五
二
)
ら
三
容
疑
者

を
逮
捕
。

○
政
府
･
与
党
の
財
政
構
造
会
議
は
、
公
共
事
業
の
長
期
計
画
一

六
種
類
に
つ
い
て
、
期
限
を
一
律
二
年
間
延
長
し
て
単
年
度
の
歳

出
を
削
減
す
る
方
針
を
決
め
た
。
一
九
九
八
年
の
公
共
事
業
予
算

は
前
年
度
比
七
%
減
と
し
、
そ
れ
以
降
を
九
九
年
度
同
五
%
減
、

二
〇
〇
〇
年
度
同
三
%
減
を
基
本
に
段
階
的
に
減
ら
す
。
公
共
事

業
費
が
対
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
の
は
一
一
年
ぶ
り
で
、
こ

の
方
針
は
各
分
野
ご
と
の
歳
出
削
減
目
標
に
盛
り
込
ま
れ
る
。

○
国
税
庁
は
一
九
九
六
年
分
の
確
定
申
告
で
所
得
税
が
一
、
○
○

0
万
円
を
超
え
た
高
額
納
税
者
を
公
示
、
上
位
一
〇
〇
人
を
発
表

し
た
。
公
示
さ
れ
た
高
額
納
税
者
は
約
九
九
、
0
0
0
人
で
、
九

五
年
分
よ
り
約
四
、
0
0
0
人
増
加
。
上
位
一
〇
〇
人
で
は
土
地

取
引
を
所
得
と
す
る
八
の
減
少
が
目
立
っ
た
。

事

項

渕禰
月
･
日

道

路

行

政

の

動

き

○
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

(東
京
湾
横
断
道
路
)
の
下
り
線
海
底

ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
し
、
貫
通
式
が
行
わ
れ
た
。
な
お
上
り
線
ト
ン

ネ
ル
も
五
月
二
日
に
無
事
貫
通
と
な
っ
た
。

○
阪
神
高
速
道
路
公
団
が
創
立
三
五
周
年
を
迎
え
た
。

○
第
七
回
道
路
審
議
会
環
境
部
会
開
催

○
第
四
四
回
道
路
審
議
会
基
本
政
策
部
会
開
催

事

項



四
月
号
か
ら
本
欄
末
尾
の
サ
イ
ン
を
-
素
履
ー
に

し
ま
し
た
。
俳
人
や
茶
人
の
雅
号
に
あ
り
そ
う
で
す

が
、
易
六
四
卦
の
一
つ
天
沢
履
と
い
う
卦
の
中
に
あ

…
る
言
葉
で
す
。
こ
の
卦
は
一
般
的
に
は
、
上
司
に
仕

べ
え
る
部
下
の
心
構
え
を
説
い
た
卦
と
見
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
経
済
雑
誌
を
見
ま
す
と
よ
く

｢大
手
企
業
次

期
社
長
候
補
列
伝
･
虎
の
尾
を
踏
む
男
達
｣
な
ど
と

し
て
候
補
の
重
役
数
人
の
人
物
像
、
力
量
を
評
価
す

る
記
事
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
社
長
を
虎
に
見
立
て
、

そ
の
尾
を
踏
ん
で
怒
ら
せ
る
よ
う
な
失
敗
を
演
ず
る

部
下
は
、
ど
の
重
役
か
と
言
っ
た
内
幕
物
で
す
。
こ

の
語
源
は
天
沢
履
の
卦
の
中
に
あ
る
履
二虎
尾
一睡
し

人
、
或
い
は
履
二虎
尾
一不
し堕
し人
か
ら
出
た
言
葉
で

す
。
よ
く
見
る
と
踏
む
と
履
む
の
違
い
が
あ
り
ま
す

が
、
虎
の
尾
は
履
が
正
し
い
の
で
す
。
辞
書
を
引
き

ま
す
と
、
踏
む
は
足
を
地
に
つ
け
て
す
ぐ
に
あ
げ
る
。

即
ち
両
足
を
交
互
に
地
に
つ
け
る
様
子
の
言
葉
で
、

履
む
と
は
フ
マ
エ
テ
ラ
ル
即
ち
或
る
も
の
･
上
に
足

を
ふ
ん
ば

っ
て
の
せ
て
い
る
状
態
を
指
す
の
だ
そ
う

で
す
。
地
と
か
も
の
･
上
に
足
を
の
せ
て
い
る
時
間

の
長
短
の
差
が
、
踏
む
履
む
の
言
葉
の
違
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
天
沢
履
の
卦
の
全
体
像
を
説
明
す
る
前

そ

かんお
ん

ご
お
ん

素
と
い
う
漢
字
は
漢
音
で
ソ
、
呉
音
で
ス
と
読
ま

す

す

す

す

せ
ま
す
。
素
足
、
素
焼
、
素
う
ど
ん
、
素
泊
り
は
ス

そ

そ

そ

そ

そ

そ
う
めん

で
す
。
素
質
、
素
材
、
元
素
、
色
素
、
水
素
、
素
麺

は
ソ
で
す
。
発
音
は
二
音
で
す
が
文
字
は
一
つ
で
す
。

素
と
い
う
の
は
蚕
が
出
す
真
白
な
糸
、
絹
糸
の
こ
と

で
す
。
だ
か
ら
糸
の
字
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

ヒ
ン
ト
に
し
て
連
想
を
拡
げ
ま
す
と
、“余
計
な
も
の

が
交
じ
っ
て
い
な
い
純
粋
な
も
の
"
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
素
う
ど
ん
に
は
余
計
な
具
が
入
っ
て
い

ま
せ
ん
し
、
素
麺
は
絹
糸
を
連
想
す
る
細
さ
が
あ
り

ま
す
。
一
方
、
履
と
は
足
に
は
く
靴
の
こ
と
で
す
。

擬
人
化
し
て
言
い
ま
す
と
、
靴
は
そ
れ
を
は
く
人
の

足
の
動
き
に
つ
き
従
っ
て
行
く
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

更
に
も
っ
と
意
味
を
拡
げ
ま
す
と
、
人
の
履
み
行
う

べ
き
道
と
い
う
倫
理
的
な
意
味
に
も
な
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
素
と
履
を
見
て
来
ま
す
と
二
字
を
合
せ
た

素
履
と
は
、
純
粋
な
気
持
ち
で
人
に
つ
き
従
っ
て
行

く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

てんたく
り

か

次
に
天
沢
履
の
卦
で
す
が
、
易
で
は
自
然
現
象
を

天
、
地
、
火
、
水
、
山
、
沢
、
風
、
雷
の
八
つ
に
ま

と
め
、
そ
の
自
乗
(8
×
8
)
の
六
四
卦
で
構
成
さ
れ

夫

沢

て
お
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
霊
と
霊
を
組
み
合
せ
た
も

の
を
履
と
印
象
し
ま
す
。
天
は
説
明
す
る
ま
で
も
あ

冒
頭
の
素
履
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
い

り
ま
せ
ん
が
、
沢
は
こ
の
場
合
火
ロ
跡
に
水
の
溜
っ

た
山
頂
湖
を
い
＼
ま
す
。
湧
水
で
で
き
た
湖
と
違
い
、

専
ら
雨
と
か
雪
の
形
で
天
か
ら
直
接
も
ら
っ
て
水
量

を
保
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
天
と
山
頂
湖
と
の
関
係

は

“与
え
る
“
と

“与
え
ら
れ
る
"
の
能
動
と
受
動

或
い
は
陽
と
陰
の
相
対
の
関
係
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
を
人
間
社
会
に
見
立
て
ま
す
と
、
使
う
人
と
使

わ
れ
る
人
と
の
関
係
と
類
推
で
き
、
特
に
靴
の
よ
う

に
つ
き
従
う
人
、
即
ち
組
織
の
上
司
に
仕
え
る
都
下

の
心
得
を
こ
の
卦
は
述
べ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

そ
の
心
得
の
第
一
は
先
に
述
べ
た
素
履
の
よ
う
な

純
粋
な
気
持
で
仕
え
る
こ
と
。
心
得
の
第
二
は
砂
能

み

あしなスよくふむ

と
ら
のお
を
ふみて
ひとくわ
る

視
、
跛
能
履
、
履
弓虎
尾
…唾
し人
。
即
ち
目
が
悪
か
っ

た
り
、
足
の
不
自
由
な
人
は
、
そ
の
障
害
を
克
服
す

る
為
に
人
知
れ
な
い
努
力
を
し
て
い
る
も
の
で
す
。

と
同
様
に
欠
点
の
多
い
上
司
だ
と
見
く
び
っ
て
い
る

と
、
虎
が
尾
を
履
ま
れ
て
怒
る
よ
う
に
上
司
は
そ
の

部
下
を
処
分
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
心
得
の
第
三
は

く
か
い
り

存じ
けれど妻あやふし

央
し履
。
貞

眉
、
部
下
が
素
履
の
気
持
ち
を
失
う

本誌は、執筆者が個人の責任において自由に
書く建前をとっております。したがって意見
にわたる部分は個人の見解です。また肩書は
原稿執筆及び座談会実施時のものです。

7月号の特集テーマは ｢最新の道路管理事情｣ の予定です。

と
、
た
と
え
正
し
い
こ
と
で
も
自
己
主
張
が
強
く
な

り
保
身
上
危
険
で
あ
る
。
そ
し
て
心
得
の
第
四
に

りをかえりみて
よしあしをかんがえ
それめぐると霞はおおいに登ら

視
し履
。
考
し祥
。
其
施
元
吉
。
即
ち
素
履
の
気
持

め
ぐ

ち
を
忘
れ
な
い
部
下
は
大
き
な
幸
せ
に
恵
ま
れ
る
と

い
う
の
で
す
。

そ
り

-
素
履
ー
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